









































総理大臣のえる！




神様だよ、全員集合！








あすか正太
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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１話　拉致されちゃいました！

２話　バイト気分で総理大臣！

３話　わたしが神さま！

３．５話　ほのか総理の参議院選挙

４話　引きこもり万歳！

５話　ともだち

６話　みんなが神さま！



エピローグ



あとがき？
































　わたしは武器になりたい。

　棒よりは刃は物もの、刃物よりは銃じゆうがいい。

　刃物には覚かく悟ごが足りない。料理に使えたり、梱こん包ぽうを解いたりも出来る。人の役に立つと言い訳が出来るぶん、ためらいがある。

　拳けん銃じゆうに、そんな曖あい昧まいさはない。

　命を奪うばうだけの道具。殺意の具現化。迷いなき決意のしるし。

　出来ることも一つだけ。

　相手の皮を突つき破り、血にまみれて突き抜ぬける。

　それだけの代しろ物ものだ。

　だから──わたしはやはり拳銃がいい。

　そして出来うることなら銃じゆう弾だんになりたい。

　銃弾はものを考えない。

　ただ銃口の定めた標的へ、突とつ進しんし、回転し、己おのれの命と引き替かえに相手の命を奪うだけだ。

　そこには愛がある。




　引き金をひいた人間に対する一いち途ずな想おもいがある。

　──愛とは、何だろう。

　わたしは一人になると、そのことについてよく考える。

　それはきっと、愛というものが分かっていないからだと思う。

　わたしはこれまで自由に生きてきたけれど、楽しいことなど何もなかった。

　からっぽだったからだ。

　腹が減ればものを食べ、眠ねむたくなったら眠りにつく。考えらしい考えも持たず、その場その場の苦痛から逃のがれようとして、目の前の気持ちよさに身を委ゆだねる。

　──動物は気ままかもしれないが、人が動物のように生きても、虚むなしさが残るだけだ。

　愛は目的をくれる。

　愛する人のために生きればいいという道しるべをくれる。

　自由などいらない。わたしは束そく縛ばくが欲しい。迷いなく生きられる北極星を見つけたい。

　甘やかなものでなくていい。わたしを一発の銃弾に変える火薬でありさえすればいい。

　それは一人でいい。

　愛してくれる人がいれば、その人以外のすべてが敵になったとしても、わたしは孤こ独どくにおびえずに夜の眠りにつくことができるだろう。誇ほこらしく、朝の目覚めを迎むかえることができるだろう。




　わたしは武器になりたい。

　愛する人の、武器になりたい。























　ふと、のえるは空を見上げた。

　太陽のまぶしさに手て影かげを作ると、雲ひとつない空に一羽の鳥がはばたく姿が見えた。

　鳥はどこまでも続く青空をぐんぐんと昇のぼっている。

　その姿を見て、のえるは心がふわっと軽くなった。

　翼つばさが生えて、自分も空に飛び出せそうな気がしたのだ。

　その時だ。一つの声が切り裂さいた。

「折おり原はらのえる！　死ね!!」

　飛び出してきたのは男だった。

　どこにでもあるような路地、どこにでも転がっていそうな街中である。

　夏には不ふ釣つり合あいな厚手のジャケット姿の男を見て、のえるは男が次にとる行動を確信した。

　男はジャケットから拳けん銃じゆうを取り出した。両手で構え、引き金を絞しぼった。

　銃声が轟とどろいた。

　のえるの身体からだがぐらりと揺ゆらいだ。

　だが、それは銃弾の命中によるものではない。

　男が暗殺者だと見み抜ぬいたのえるは、とっさに身を屈かがめたのだ。

　額すれすれを銃弾がかすめ飛ぶ。

　たなびくポニーテールを弾はじいて、後方のコンクリート壁へきに命中した。

「まだだッ！」

　男は叫さけんだ。銃口とのえるを結ぶ射線はまだ存在していた。まっすぐに伸のびた死の線は二人をつないでいる。男はすぐに次じ弾だんの引き金に指をかけた。

「総理！　伏ふせてください！」

　のえるの周りに立っていたスーツ姿の男たちが叫んだ。ＳセキユリテＰイポリスたちである。

　彼らは彼女を守るため、射線を塞ふさぎにかかった。

　己おのれの命を盾たてにして、凶きよう行こうを阻そ止ししようというのだ。

　しかし、のえるはその隙すき間まから飛び出した。

「なにっ!?」

　男は目を剝むいた。

（狙ねらわれている人間が、自分から銃口の前に身を投げ出すだと!?）

　それは射しや撃げきのプロである彼の常識をはるかに超こえた行動だった。

　ＳＰたちも仰ぎよう天てんした。

（警備対象が、ガードマンの隙を潜くぐり抜けて暗殺者の前に飛び出しますか!?）

　驚おどろきはその程度ではすまなかった。

　のえるが身を屈めたのは銃弾を避よけるためではなかったのだ。

　半身になったのえるは、そのまま体勢を崩くずしてアスファルトに両手を突つくと、ＳＰたちが塞ごうとしている道を矢のようにすり抜けた。

　男の前に出る。

　のえるが身を屈めたのは、男の間合いに飛び込むための準備に過ぎなかった。

「総理!?」

　ＳＰたちはみんなまとめて卒そつ倒とうした。

「くらえっ！」

　男は発はつ砲ぽうした。

　飛び出した銃弾は、のえるの心臓があった場所を貫つらぬいた。

　ただし、一秒前までの。

　今はただの空間をえぐりとって、アスファルトに炸さく裂れつした。

　無む駄だ弾だまを撃うった──後から振ふり返れば、それが彼の敗因だった。

　拳銃の引き金が元の位置に戻もどるまでのコンマ数秒。

　それだけの時間で、のえるは男の懐ふところに飛び込んだ。

　男の身長は、のえるより頭二つは高い。

　しかし身長の差など、のえるにとってはハンディにもならなかった。

　のえるは地面に手をつき、二つの脚あしを大きく蹴けり上げると、そのしなやかな両脚を風車のように回転させて、強きよう烈れつなキックを一撃、二撃と、相手の手と顔面にくらわせるのだ。

「がッ……!!」

　男はふっとんだ。

　だが、彼とて訓練を積んだプロフェッショナルだった。

　倒たおれる寸前に受け身をとると、懐に手を差し込み、キラリと光るものを抜き出した。

　ナイフである。

　刃ブレードと芯タングを一枚の鋼材で形成したシースナイフと呼ばれる代しろ物ものだった。刃の峰みねには逆さか鉤かぎがあり、人を刺さしたら最後、逆鉤が肉の繊せん維いにからんで容易には抜けない形状になっている。

　純じゆん粋すいに人を刺すために生まれた道具。

　すなわち殺意の武器であった。

　その刃を手に、男は顔を上げた。




　げし…………ッ！




　男の視界いっぱいに映ったのは、少女のスニーカーの底だった。

　のえるの押し込むような蹴りが、男の顔面に叩たたき込まれた。

「ぐはッ……!!」

　どう、と音を立てて、男は倒れた。

「そこまで！」

　声を上げたのは制服姿の男だった。

　見る人が見れば、警視庁警備部警護課の偉えらい人であることが分かる。

　ＳＰの隊長だった。

　隊長はどうにもこうにも複雑な顔をしていた。

「まだ……、やれます……！」

　うめくように言ったのは、のえるに蹴り倒された男だった。

「ばかもの、もう勝負はついている」

　隊長は苦みばしった顔をするだけだ。

「お前らもお前らだ。警護対象を守りきれなくてどうする」

　と、部下たちを叱しかりつけた。

　のえるは隊長の肩かたをポンポンとたたき、

「まあまあ、あたしの命は守れたんだからいいじゃない」

「よくないよ！」

　声を一いつ杯ぱいに叫ぶ少年がいた。

「あら、健けんちゃん」

　のえるはえへんと胸を張る。

　すると健ちゃんと呼ばれた少年は余計に顔を真っ赤にしてしまった。

「えへんじゃないよ。どこの世界に犯人の前に飛び出す総理大臣がいるんだよ！」

　しかし、のえるは手を上下にひらひらと振るだけで、

「世の中は常に予想も付かない驚きで満ちているのよ」

「驚きは自分から作り出すものじゃないよ～～～～！」

「あら、そう？」

　あはははは、と。

　あっけらかんと笑い飛ばされる健太なのだった。

「はぁ～っ」

　ため息をつき、がっくりと肩を落とす。

（心配するだけ無む駄だなことはわかってたんだ……）

　彼の名は、長は谷せ川がわ健けん太た。

　のえると同じ歳としで、彼女とは子供の頃ころからの仲であるところの、要するに幼おさな馴な染じみだ。

（僕はくされ縁えんだと思うけど……）

　一四歳で結けつ婚こんさせられたり、基本的人権を止められたり、のえるに好かれているせいで法治を超こえた毎日を過ごしているところの、少年だ。

「健ちゃんは心配性しようなのよ」

「僕のほうが変なのか!?」

　がーん、と健太はなった。

「あたしだって、何も考えずに犯人の前に飛び出したわけじゃないのよ」

「そうなの？」

「ちょこまか動いてたほうが当たりにくくはなるし、なにより犯人に次の弾たまを撃うたせないようにすることが何よりの安全策じゃない」

「そんなバカな！」

「まあ、正論ですな」

　隊長がしぶしぶとうなずいた。

「自分から犯人を倒そうとされることをのぞいては、ですが」

「まあまあ、結果オーライよ」

「……………………」

　健太は何か言いたそうだ。

「訓練終しゆう了りよう、訓練終了、あっはっは」

「なったのかなあ……、訓練に？」

　疑問に思う健太ではある。

「まあ、ＳＰが総理を守りきれていないことは確かですな」

　一連の光景を見物していた初老の男が口を挟はさんだ。

　北ほう条じよう官かん房ぼう長官。しゃんと伸のびた背筋も美しい、のえる政権の女によう房ぼう役だ。

「申し訳ありません」と、隊長が頭を下げた。

（隊長さんが謝る必要はないような……）健太は思う。

　すると、したり顔ののえるが話をまとめに入った。

「まずはあたしが犯人の前に飛び出さないように目め配くばりをすることが必要ね！」

「分かってるならしないでよ～～～～っ！」

　健太は叫さけんだ。

「これでも手加減してるのよ」

「手加減してたのか!?」

「ま～ね～」

　お日さまみたいに彼女は笑った。

　これが日本国第九二代総理大臣。

　折おり原はらのえる、その人だった。




　　　　♣




　影かげが二つ、下り坂に長く伸びて。

　西の空は太陽と同じ色に染まりながら、ゆっくりと燃え尽つきようとしていた。

「……納なつ得とくいかない」

　などとぼやく健太の声も、頰ほおをなでるひんやりとした風が連れ去る夕方。

　のえるはアイスを食べながら上じよう機き嫌げん。

「どうしたの健ちゃん、浮うかない顔して」

　健太の何歩か前をすたすたと歩いていた彼女は、くるりと振ふり向いた。

「……いくら練習だからって犯人の前に飛び出すのには反対だよ」

「カッコよかったでしょ？」

「カッコよかったじゃないよ！　ゴム弾だんだったからいいものの！」

「大だい丈じよう夫ぶよ」

「なにが大丈夫なんだよ」

「避よけようと思ってないし」

「思ってよ!!」

　死にたく思う、健太である。

「ほら、避けようとすると却かえって当たるっていうじゃな～い？」

「それでも避けようよ!!」

　するとのえるは顔の前で手のひらを振り、

「無理無理、秒速三〇〇メートルで飛んでくるものを避けるなんて無理だって。考えるだけ無む駄だ。当たるときは当たる」

「当たったらおしまいなんだけど」

「まあね」

「…………………………………………」

　健太は何か言いたそうだ。

「だから考えるだけ無駄なのよ。ほら、ブルースリーも言ってるじゃない。〝考えるな、感じろ〟って」

「のえるはもっと考えたほうがいいよ！」

「あはははは」

　のえるは笑った。

「…………」

　こんな時、健太はどうしようもなく虚むなしい気持ちになる。

　目の前にいるのに、言葉が届かない。

　自分がこんなにも心配しているのに、当の本人にはまったく伝わっていない。

　虚しい、というのは少し違ちがうかもしれない。

　悲しい、という言葉のほうが近いかもしれない。

　それよりも、寂さびしいとか切ないといった言葉のほうが。

「ＳＰに盾たてになってもらうのもねえ。ほら、自分だけ安全ってのがどうも気持ちが悪くて」

「気持ちは分かるけどさあ……」

　健太は首を横に振った。

　言葉が見つからなくて胸がつまる。目を合わせていられなくなってうつむく。

「健ちゃんは自分が撃うたれたわけでもないのに、自分の事みたいに心配してくれるんだね」

「え？」

「ありがと」

　のえるの声に、健太は顔を上げた。

　優やさしく微笑ほほえむ彼女がいた。

　涼すずやかな風がポニーテールをなぶって、のえるは髪かみをかきあげた。

　穏おだやかな瞳ひとみが、まっすぐにこっちを見ている。

　彼女の頰が赤くなったように見えるのは、夕焼けのせいだろうか。

　気付くと、坂道に人通りはない。

　健太は戸と惑まどった。二人を包む空気が変わったような気がして混乱した。

　何も起こってないのに、どきどきしていた。

　のえるが一つの言葉を発しただけで、スイッチが入ったように心臓の鼓こ動どうは速くなる。

　魔ま法ほうみたいに、心が操あやつられる。

　胸に湧わいてくる甘あま酸ずっぱい思いに、健太は自分がどうかしちゃったんじゃないかと思った。

　のえるが小さく微笑んだ。その顔を可か憐れんに感じた。

　のえるが、かわいらしく見えた。

　あの、のえるが！

　健太は本当に、自分がどうかしちゃったんじゃないかと思った。

「すごく感謝してるんだよ」

「えっ」

　のえるが発した言葉に、健太の心臓がどくんと大きく跳はね上がった。

「そ、それって……」

「だから、あたしは健ちゃんが……」

　──と。

「アナタ、折原のえる？」

　女の声がした。
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　のえると健太は声の方角に振ふり向いた。

「ッ！」

　目にしたものに健太は言葉を失った。

　物言わぬ、冷たく、黒光りする拳けん銃じゆうの発射口がこちらを指していた。

　三人。上から下まで、ぴっちりと黒ずくめの服を着た者が三人。

　いずれもサングラスをしていた。そのせいで歳としのほどは分からない。

　後ろに控ひかえている二人は、いかにも学生時代は体育会系でした、といわんばかりに鍛きたえ上げられた上背をしていた。腰こしから肩かたにかけての筋肉が逆三角形に張っている。

　銃を構えているのは、細身の女だった。

　後ろの体育会系からすれば子供のように見えるが、それは二人の身長が高すぎるせいだろう。

　銃を持っていないほうの手が動いて、銃のセーフティを外す。

　そのわずかな音に、健太は震ふるえ上がった。

　対して、のえるはひるみもせず、

「そんなに震えてたら、当たるものも当たらなくなっちゃうわよ」

「う、うるさい！」

　細身の女は怒ど鳴なり声をあげた。

　引き金に指をかける前だというのに、黒い銃身はがくがくと震えていた。

「わたしは殺やると言ったら、殺る！」

「そんなに震えてたら、当たるモノも当たらなくなっちゃうのに」

「馬ば鹿かにしないで！」

　彼女は銃口のあて先を変えた。

「待って！」

　のえるの顔色が変わった。

「どう？」

　女の唇くちびるがニヤリと笑い、

「──これでもあなたは戦えるかしら？」

　銃口は、健太に狙ねらいを定めていた。

「卑ひ怯きようよ！」

「これでも話し合いを提案しているつもりなんだけど」

「悪い冗じよう談だんね」

　のえるは吐はき捨てた。

「わかってないようね」

　彼女は空いている手で、後ろの男たちを促うながした。

　二人は健太を締しめ上げる。

「うあっ！」

「健ちゃんに手て荒あらなことはしないで！」

　鋭するどい眼光で、のえるは叫さけんだ。

　だが、どれほどに強い光もサングラスの奥には届かない。

　女は不敵に微笑ほほえむだけだ。

「安心して。教祖様が呼んでいるのはアナタだから」

「健ちゃんは、放はなしてよ」

「のえる！」

　健太は叫んだが、のえるは抵てい抗こうしなかった。

　後ろ手に縛しばられ、女のなすがままに手て錠じようをかけられて車に放ほうり込まれる。

　サングラスと同じ、黒ずくめのバンだ。

　もう健太は必要なかった。

　男は健太をアスファルトへと無造作に放り捨てた。

「やめろ！　のえるを放せ!!」

　立ち上がって、健太は飛び掛かかる。

　命がけの体当たりだった。

　が、しょせんは素人しろうとの体当たりだった。

　女は相手をするまでもないと体をさばいた。

　健太の背中はがらあきになった。彼女はそこに銃のグリップを叩たたきこんだ。

「ぐっ！」

　健太はよろめいた。しかしくるりと振り向いて、相手の胸むな倉ぐらをつかもうとした。

　胸に触ふれた。

「！」

　敵だと分かっていても、女性は女性だった。

　健太は反射的に手を離し、すべった指がサングラスをひっかけた。

　彼女の顔があらわとなった。

　歳のほどは一六、七といったところだろうか。

　その年に初めて降る雪のような、真っ白な顔立ちが見えた。

「アヤ！」仲間の男が叫んだ。

　彼女は健太を蹴けり飛ばした。

　あえてサングラスは拾わず、バンに乗り込んだ。

「車を出せ！」

　扉とびらが閉まり、バンは走り出す。

　後部シートに座ると、にらみつけるような目をしたのえると向かい合わせになった。

　炎ほのおのようなまなざしがアヤを射い貫ぬいた。

「健ちゃんを自由にしてくれたことは感謝するわ」

「別に。二人とも連れ去ったんじゃ通報が遅おくれるでしょう？」

「通報？」

「わざわざ目印も落としてやったんだから、後を追ってくれなくちゃ、ね」

「あなたたち、何を考えているの……」

　アヤは答えなかった。

　にやりと笑うアヤの顔に、のえるは不ふ穏おんな匂においを嗅かぎ取っていた。







「のえる！　のえる──っ！」

　立ち上がって、健太は叫んだ。声を限りに叫んだ。

　走っても追いつける距きよ離りではない。みるみるうちに小さく姿を消していくバンに見切りをつけた健太は、携けい帯たい電話を取り出して、官かん邸ていに連れん絡らくを取った。

「状じよう況きようは!?」

　電話の向こうで、官かん房ぼう長官が驚おどろきの声をあげていた。

「黒い車で……」

　そこから先が言えないことに気付いた瞬しゆん間かん、健太は頭の中が真っ白になった。

「ええと、ええと……」

　叫ぶより前に写真を撮とっておけばよかったことに気付く。ナンバーをメモしてもいい。しまった、と思った途と端たんに健太は頭の中がぐしゃぐしゃになった。

　気持ちばかりが焦あせる。

　落ち着け、落ち着け。思い出せ。

　心が動転して、記き憶おくを引きずり出すことが出来ない。

「ああ……」

　助けを求めるように健太は視線を走らせた。

　道路のへりにサングラスを見つける。

（あの人のだ！）

　健太はすぐに携帯カメラで写真を撮って、メールした。

「今から官邸に持って行きます！」

　言って、サングラスを拾おうとする。

　ハッとして思いとどまり、ポケットからハンカチを取り出し、そっとくるんだ。

（僕がしっかりしなくちゃ!!）

　これは、自分とのえるの命を結ぶ大切な命いのち綱づなだ。

　健太はそれがのえるの命そのものであるかのように大切に抱だきしめて、走り出した。

　──その姿を、撮るカメラがあった。

　茂しげみに隠かくれて、ビデオカメラがフィルムをまわしていたのだ。

　カメラの停止スイッチを押すと、カメラマンは携帯に手を伸のばした。

「馬ば場ばです。撮さつ影えい終わりました。今から戻もどります」

　撮影機材を片付け、彼はその場を去った。
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　空に、一番星が輝かがやいている。

　健太が官邸に到とう着ちやくしたのは、すでに日が没ぼつした時間だった。

　執しつ務む室しつの扉を開けると、気難しい表情の官房長官が待っていた。

　長官は健太を見るや、苦りきった顔で誘ゆう拐かい犯はんの正体を告げた。

「総理を連れ去ったのは、暗黒平和教団です」

「暗黒？　平和？」

　重々しい口調で何を言い出すのかと思えば、いまどき小学生でも口にしないような安っぽいネーミングの炸さく裂れつに、健太は眉まゆをひそめた。

「言葉が相そう互ごにぶつかりあってる気がするんですけど……」

「月を守護神としてあがめる、平和主義の宗教法人のようです」

「平和主義なのに、誘拐なんかするんですか!?」

　健太はますます混乱した。

「……我々とは価値観が違ちがうのでしょう」

　官房長官は渋しぶい顔をして、首を横に振ふった。

　机の上には、警察からのものであろう、健太が画像メールしたサングラスに関しての報告書がＦＡＸされていた。

「でも、どうして」

「考えられるのは……」

　長官が口を開きかけた時だ。

　扇せん情じよう的なＢＧＭとともに、ＴＶがこんなテロップを映し出した。

〝強制捜そう査さ迫せまる！　暗黒平和教団の闇やみ!!〟

　タイトルが終わると、画面はスタジオに切り替かわった。

　いかにも、といった感じのニューススタジオの中央には、健太にとって忘れられない男が座っていた。

　小お野の寺でら良りよう一いち、高視し聴ちよう率りつを稼かせぐ報道キャスターである。

　さっぱりとした顔立ちで、奥様に絶大な人気を誇ほこっている。

　だが、健太はある事件がきっかけで小野寺のことが嫌きらいになっていた。

　無論、画面に映る小野寺はそんなことなどおかまいなしである。

　カメラ目線にまなざしを合わせた小野寺は、体をぶるぶると震ふるわせると、奥様受けするさっぱりとした顔立ちに、目め一いつ杯ぱいの怒いかりを浮うかべていた。

『このようなことが許されていいのでしょうか……』

　どん、と机を叩たたき、

『いま、この日本には、こんな恐おそろしい男がいます！』

　すると画面は、だるまのような男が唄うたい踊おどるＣＭに切り替わった。

「あーっ！　サングラスのＣＭ！」

　覚えのある映像に、健太は画面を指さした。

『ご存知でしょう。このＣＭの男こそ、真ま神がみ八はつ紘こう、いま、世間をにぎわせているボウリング集団の代表なのです』

「ボウリング集団！」

　健太はポンと手を打った。

　ボウリング集団とは、最近、ワイドショーやバラエティ番組で格好のネタにされている連中のことだ。

　黒いボウリング球を後生大事に抱かかえながら行動することから、そう呼ばれている。

〝安らかな眠ねむりにこそ、救いがある〟

　そんなことを主張し、睡すい眠みん瞑めい想そうによって悟さとりを得るという教是を持つ宗教集団だった。

　瞑想というと何か大したことをしている雰ふん囲い気きがありそうだが、信しん仰こう心しんの足りない凡ぼん人じんの目には、真っ昼間からいい年をした大人が布ふ団とんでごろごろしているようにしか見えない。

　まあ、何を崇あがめ奉たてまつろうと、何を信仰しようと自由というのが、わが国の建前である。

　サバイバルゲームが好きだからといって、テロリスト扱あつかいをしてはいけない。

　何かあるとボウリング球を磨みがき始めるからといって、変人扱いしてはいけない。

　ところがこの団体。次から次へと香かんばしいウワサをまき散らしてくれるのだ。

〝人は眠りによって一いつ切さいの苦痛から解放される〟

　と、各地の教団施し設せつで快かい眠みんセミナーを開いたのはいいが、もらった薬のせいで意識が戻らなくなった、とか。

　教団施設付近で異い臭しゆう騒ぎがあり、救急車が出動する騒さわぎになった、とか。

　この集団を調べていたジャーナリストが真夜中に交通事故にあった、とか。

　その手のウワサにこと欠かないのだ。

　マスコミは完全に第二のオウム真理教事件扱いを始めていた。

「これだけの騒ぎがあったのに、どうして警察は動かなかったんですか!?」

　健太は長官に嚙かみ付いた。

「明白な証しよう拠こがないのでしょう。疑わしいというだけで逮たい捕ほするわけにはいきませんから」

「でも……！」

「もちろん、警察とて手をこまねいているわけではありません。異臭が毒ガスの実験だったという話はありますからな。公安と連れん携けいして捜査に動いているという報告を私も受けていたのですが……、まさか、総理を狙ねらったテロに走るとは……！」

　苦しげに言葉を切る長官の顔からは、悔くやしさがにじみ出ている。

　テレビではカメラ目線の小野寺がコメントを続けていた。

『ところが当番組の調べによると、この真神八紘という男、過去に多数の詐さ欺ぎ事件を引き起こしていたことがわかったのです』

　画面は切り替わり、過去のニュース映像になった。

『数年前、埴はに輪わ詐欺と呼ばれる事件があったのをご記き憶おくでしょうか？』

〝顔を見れば、その人生がわかる〟を唄い文句に、顔相占うらないをし、適当な黒子ほくろを見つけては「あなたは死ぬ」と言い出して、厄やく払ばらいの埴輪を買わせるという霊れい感かん商法だ。

　当時は不景気のど真ん中。不安に怯おびえる人の心につけこむにはもってこいの時代だった。

　真神はタダ同然で作った埴輪を、何万、何十万、下手をすれば何百万の値で売りさばいたのだ。

　利益率は九〇％以上。日本の製造業の平均的な利益率が五％以下であることと比べてもメチャクチャなボッタクリ詐欺である。

　他ほかの詐欺商法と違ちがうのは、騙だまされたことに気付いた客が返金を申し出たところで「この埴輪には芸術的価値があるので、この値段は不当ではありません」と、言い逃のがれのできるところだった。

　もちろん犯罪である。

　しかし、こんなものに手を出す人の多くが法律知識に疎うといことと、白を黒とも言い換かえられる真神の軽かろやかな弁舌によって問題は巧たくみに誤ご魔ま化かされ、マスコミが取り上げる頃ころには被ひ害がい額がくが数百億円にも膨ふくれ上がる巨きよ大だい詐欺事件に発展してしまったのだ。

　しかも、この真神という（当時は藤ふじ原わらの皇子みことと自じ称しようしていた）男、裁判になるや手のひらを返したように「私はこの男に騙されていただけだ」と会計を担当していた男に罪を擦なすり付け、まんまと執しつ行こう猶ゆう予よ付きの判決を勝ち取ってしまった。

　執行猶予と言うのは「罪は成立しましたけれど、刑けい務む所しよには行かなくていいですよ」という、よく分からないお墨すみ付つきを裁判所が与あたえる判決である。

　真神は自由の身となった。

『彼が行った詐欺はこれだけではありません』

　小野寺は続けて、真神が他にも、もしもし詐欺、チラシ詐欺、付録詐欺、不思議の国の有あり栖す川がわ親しん王のう詐欺、イカ釣つり漁船詐欺、純情詐欺、ＣＣＣＤは詐欺、レーベルゲートも微び妙みような気がする詐欺、さんざん話を引っ張っておきながら解決も付けずに物語を終わらせるオチなし詐欺、ちょっとオマケをつけて限定版として売るのはちょっとぼったくりな気がする詐欺、これからはアニメの時代だからこの作品に投資をすれば何倍にもなって戻もどってくるようはうはうははははメディアミックス詐欺など、数々の恐おそろしい詐欺事件を引き起こしていたことを報じた。

　健太は画面を食い入るように見入っていた。

「だからって、のえるを誘ゆう拐かいするなんて……！」

「価値観が異なる者たちの思考を、我々の物差しで測ってはいけません」

　厳しい顔で、官かん房ぼう長官は告げた。

「もともと全ぜん貌ぼうのうかがい知れない教団です。我々のつかんでいない理由で行動していることも考えられます」

「それって……」

　とっさに不ふ吉きつな想像が胸に浮うかび、健太は絶句した。

　嫌いやな想像は、どんな方向にも翼つばさを広げていった。

　いや、最悪の出来事は常に想像の斜ななめ上を行くものだ。

　毒ガスが個人にも作れることは知られていたが、誰だれもそれが地下鉄にバラまかれるとは思っていなかった。ナイフ一本あれば旅客機が乗っ取られることは分かっていたが、誰もそれで自じ爆ばくテロが敢かん行こうされるとは思っていなかった。

　──それが実行される瞬しゆん間かんまでは。

　二一世紀は人間の可能性が無限に広がる時代である、といったのは誰だろうか。

　パンドラの箱はすでに開かれている。

　核かく爆ばく弾だんの作り方すら、インターネットで公開されている時代である。

　まさしく人間は、その肉体に秘ひめられた持てる可能性の限りを尽つくして、凶きよう行こうを生み出してゆくのだ。

「のえるは大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか……？」

「…………」

　官房長官は、あえて健太の質問には答えなかった。

「最悪の事態を、想定しなければなりませんな」
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「……で、なんであたしが拉ら致ちられなくちゃならないのよ？」

　後ろ手に手て錠じようをされても、のえるはやっぱり偉えらそうにふんぞりかえっていた。

　黒いバンの車内は、やはり黒い。

　窓には色の濃こい遮しや光こうフィルムが張られており、相当にまぶしいはずの高速道路のランプですら、ぼんやりと鈍にぶい光にしか映らない。

　その薄うす明あかりを通して、のえるは車内をうかがった。

　バンは三列シートになっていて、後ろ二列がお見合いをする形になっている。

　のえるの目の前にはリーダー格の女が座っていた。

　運転席の男が『アヤ』と呼んでいたことを思い出し、のえるは尋たずねた。

「ねえ、アヤ。それぐらい教えてくれたっていいでしょ」

「気き易やすく人の名を呼ぶな」

　アヤは不ふ愉ゆ快かいそうに答えるだけだ。

　片かた腕うではずっとシートに置かれた拳けん銃じゆうに伸のばされたまま、いつでも射しや撃げき動作に入れる体勢に入っている。

　やれやれと首を振ふり、のえるは斜め向かいに座る大おお柄がらの男に目を移した。

　ケンと呼ばれていた男は、さっきからボウリングの球をせっせと磨みがいていた。

「あんたたちって、どっかで見たことあるのよねえ……」

　人差し指を額にさして、のえるは記き憶おくを探さぐる。

　すると流れていたラジオから、サングラスのＣＭが聞こえてきた。

「あーっ！　あんたたち!!」

「やっと分かったか」

　ケンが得意げに笑った。
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「知ってる知ってる、あんたたちの教祖、あたしも知ってたわ」

「そうだろう、そうだろう」

　のえるの反応に、男は嬉うれしそうな顔をした。

「おかしなサングラスかけて、タコみたいな踊おどりをするおっさんでしょ？」

「教祖さまをバカにするなっ!!」

「よく出来たＣＭだって褒ほめてるんだけど」

「褒めてないっ！」

「本気で褒めてるんだって、あれほど忘れられないＣＭソングもそうそうないわよ」

　ちなみにＣＭソングの歌詞はこんなんだった。




　人生は素す晴ばらしい　太陽はまぶしい

　だけどサングラスをかければ大丈夫

　サングラス　サングラス

　逆から読めば　スラグンサ　Ｙｅａｒスラグンサ！

　平和が好き　僕らは平和が好き

　平和の敵　ただではおかない平和の敵

　地の果てまでも追いつめてやる

　許さない　許さない　許さない　許さない

　我ら暗黒平和教団

　ああ、あああ、ああああああ……っ!!




　歌詞も相当胃もたれしそうな代しろ物ものだが、歌声も負けてはいなかった。

　真神のメインボーカルにのせて、信者たちの合唱がかぶさるという構成なのだが、この合唱隊。大声大会と勘かん違ちがいをしているのか、誰も彼もが声も割れんばかりの大だい絶ぜつ叫きようで、悲鳴のようにしか聞こえないのだ。

　最後に音がフェイドアウトするところなどはもう絶命寸前の断だん末まつ魔ま。

　叫さけびきった合唱隊はさぞ気持ちがよかろうと思うのだが、お茶の間に残された視し聴ちよう者しやはほとほと後味が悪い。地球上でもっとも悪あく趣しゆ味みなものを見たような気持ちになれる。

「おかげで耳にこびりついて離はなれないわよ、もう」

「どうだ、教祖さまがお前を呼んだ理由が知りたくなったか」

「……や、別にいいわ、どうせ下らないことなんだろうし」

「下らないとは何だ!?」

「……人を誘ゆう拐かいして、言うこと聞かせようとする奴やつの言うことなんて、下らないに決まってるわよね。聞くだけ無む駄だだわ」

「お互たがいさまだろう！　貴様らが教祖を逮たい捕ほしようとするからだ!!」

「そうなの？　初耳だわ」

「とぼけるな！　警察が動いているのは知っている！」

「デカい事件しか、総理あたしのトコまで報告がこないから」

「教団が小さいというのか！」

　ケンは激情した。

　シートにあった銃じゆうを奪うばって、のえるの額に押しつける。

　けれど、のえるの顔は涼すずしいものだ。

　ケンはますます怒いかりの歯ぎしりをもらした。

「お前、怖こわくないのか!?」

「別にぃ～」

　のえるは口笛を吹ふくような口ぶりだ。

「教祖が呼んでるってことは、ここでは何があってもあたしを殺せないってことでしょ？　教祖さまを心から敬愛するあんたとしては」

　ぬっと手が伸のびて銃口をふさいだ。

　アヤの細い右みぎ腕うでだった。

「お前の負けだよ、ケン」

「だけどアヤ、この女、教祖さまのことを！」

　ケンは怒りを収められずにいる。するとのえるはケンを煽あおった。

「ほんと、あんたらもバカねえ。どーせ、あたしの身み柄がらと引き換かえに、教祖の逮捕をなんとかしようとか考えてるんでしょ？」

「そ、そうだ……。いや、違ちがう！　そんなことではない!!」

　一度はうなずきかけて、ケンは慌あわてて首を振ふった。

「動どう揺ようするな。この女はアンタをからかっているだけだよ」

　アヤがケンから銃を奪った。

（おや？）

　のえるに気付くところがあった。

「ところでアヤ」

「なんだ？」

「あなた、いやに冷静ねえ。教祖がバカにされても腹が立たないの？」

　しまった、という顔をアヤはした。

「そ、そんなことはない！」

　アヤはぶるんぶるんと首を振った。

「ふうん」

　見み透すかすような目を、のえるはした。

「本当だったら本当だからな！」

「どうかしら」

　ケンは何も気付いていないようだった。

「そろそろ本部だな。のえる、お前には眠ねむっておいてもらおう」

　言って、ケンは銃のグリップをのえるの脳天に打ちつけた。

　鈍にぶい殴おう打だ音おんがして、のえるは動かなくなった。
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「ん……んんっ」

　不意に寒気を覚えて、のえるは意識を取り戻もどした。

　九月なのに、と思う。まだ夏は終わっていない。

　夕暮れにはアイスだって食べたはずだ。なのにどうして身が震ふるえるほど寒いのか。

　確かめようと瞼まぶたを開けて、あまりのまぶしさに目がくらみそうになった。

「────ッ」

　自分が寝ね転ころがっていることが分かった。見ていたのは天てん井じようだ。それにしてもなんて明るさだろうと思う。天井全部が蛍けい光こう灯とうで埋うめ尽つくされていて、太陽を直視した時みたいに目が痛んだ。

（ここにいる人たちは生活に支障を来きたさないんだろうか？）

　そんなことを考えながら、のえるは部屋を見回した。

　みんな、サングラスをしていた。

（なるほど、これならまぶしくても大だい丈じよう夫ぶだぁ♪）

（──って、違うよ!!）

　のえるは自分につっこんだ。

　声にしなかったのは、異様という言葉を実体化させてみたような場の雰ふん囲い気きに、気持ちが吞のみ込まれてしまったからだった。

　部屋は広かった。体育館ぐらいの大きさはあった。というか体育館そのものにしか見えなかった。自分は昇しよう降こう口ぐちのあたりに転がされていた。

　前方の床ゆかには一面に畳たたみが敷しかれていて、そこはみっしりと人で埋め尽くされていた。

　一人残らずサングラスをした人間たちで埋め尽くされていた……。

　黒い帽ぼう子し、黒いサングラス、黒い服に黒い靴くつ下したをまとった姿で、黒い膝ひざの上に黒いボウリング球をしっかと抱だいている。

　体育館の壇だん上じようには、ＣＭで見たことのある男が立っていた。

　マイクを熱くにぎりしめ、真神は訴うつたえた。

「信徒たちよ！　平へい凡ぼんの海から抜ぬけ出し、個性に目覚めた信徒たちよ!!」

　もはやどこからつっこんでいいのか分からなくなり、のえるは途と方ほうにくれた。

「地球愛に目覚めし者たちよ！　虚きよ飾しよくと偽いつわりに満ちた資本主義社会に背を向けし者たちよ!!」

　どうやら真神による説法が始まっているようだった。

　真神は相当に声を張り上げているのだが、なぜか聞き取りづらい。

　ごうんごうんと、音がするのだ。

「我々は憎にくむ！　オゾン層を破は壊かいしようと、熱帯雨林を刈かりつくそうと、環かん境きようを破壊しようと豊かさを捨てられない者たちを憎む!!」

　音の正体はクーラーだった。タンスぐらいの大きさをしたクーラーが十数機、ごうんごうんと音を立てて稼か動どうしていたのだ。道理で涼すずしいはずである。

「我々は、欲望、快適さ、豊かさのみを求めた先進国文明に別れを告げた!!」

「…………………………………………」

　のえるは何か言いたそうだ。

「友よ！　我々は自然と共に生きる！　エコライフ革命を実じつ践せんする!!」

　のえるは立ち上がると、すたすたと壇上に向かって歩き出した。階段を昇のぼり、壇上に上がり、真神の背後に回りこむと、

　ていっ、と背中を蹴けり飛ばした。

「こらっ、何をする！」

「こんだけ電気使っといて、どこがエコライフよ、どこが！」

「邪じや魔まをするな！　インターネットを使って、全国に説法中なのだぞ！」

「文明に浸ひたりまくりじゃないの!!」

「まあ、それはそれとして」

　と、真神教祖は漫まん才ざい師しがやるような仕草をした。

「あんた、教祖のくせに軽いわね……」

　のえるは呆あきれて半眼になる。真神はその隙すきに壇上隅すみに控ひかえていた信徒たちからマントを受け取ると、ぶわりとそれを一回転させて華か麗れいにまとった。

「ようこそ、折原総理」

　ぱちんと鳴らした指先には一本の薔ば薇らが。

　にこりと微笑ほほえんだ口元からは、のぞいた歯がキラリと輝かがやいた。

　肉団子のような体付きをしておきながら、さわやかな顔が出来るのだから大したものである。

（う～～～む）

　どう反応していいものか。

　とりあえずのえるは髪かみをかきあげると、両手を広げて、肩かたをすくめた。

「人を拉ら致ちっておいて、そんな態度を取れるんだから、大した神経よね」

「拉致とは心外、ご招待をしたのだよ」

「あたしを人ひと質じちにして、逮たい捕ほを免まぬかれようというの？」

　ふん、教祖は鼻で笑った。

「そんな下らぬことに、余が心を惑まどわしているとでも思ったか？」

「あら、そうなの？」

「人類の救済者である余が、なにゆえにこんな狭せまい島国の決まりに縛しばられねばならぬのだ」

「あんたが自分のコトをどんなに高く値ね踏ぶむのは勝手だけど、税金はキチンと納めてね」

「だからそんな決まりが通用するのは、この小さな島国だけだろうというのだ！」

「何が言いたいの？」

「おまえの命と引き換かえに、日本国から島を一つ貰もらう!!」

「島？」のえるは首を傾かしげた。

「無人島で結構。我々は独立する。余はそこで人類を救済する方はこ舟ぶねの王となるのだ！」

　あっはっはっは！

　教祖は笑った。

　あっはっはっは！

　のえるも笑った。

「何がおかしい!!」

「冗じよう談だんにしてあげようと思って」と、のえるは続け、

「マジに企たくらんでるなら予備罪になるけれど、妄もう想そうなら何を言っても自由だしね」

「おまえの命と引き換えに、我々は日本を捨て、理想の王国楽土を建築するのだ！」

「あーあ、言っちゃった……」

　やれやれと、のえるは頭をかいた。

「バカねえ、あんた。妄想で済ましておけば逮捕もされないのに」

「フン、余よ裕ゆうだな。おまえは総理大臣。おまえの身にもしものことがあれば政府が何をしてでも助けてくれるからな。まあ、それが我々の目もく論ろ見みでもあるのだが」

「助け？　来ないわよ」

　あっけらかんと、のえるは言った。

　胸ポケットに入れた携けい帯たいを見せる。

　圏けん外がい、とディスプレイには表示されていた。

「どういうことだ……？」

　真神は疑うように眉まゆ根ねに皺しわを寄せた。

「妨ぼう害がい電波が出てるのよ」

「誰だれが」

「国に決まってるでしょ」のえるはこともなげに言い「外と連れん絡らくを取って、あたしにうかつなことを言わせないようにしてるのよ。ＴＶ局とかに電話されたら困るでしょ？」

「なぜだ？」

「政府はあたしを助ける気がないからよ」

「馬ば鹿かを言え、おまえは総理だろう！」

　のえるはきっぱりと言った。

「総理だからよ」




　　　　♣




「総理だからです」

　官かん房ぼう長官は冷静な声で告げた。

　いや、正確に言えば、冷静につとめようとしていた。

　しわがれた頰ほおには苦く渋じゆうが充みち満ちていた。口にこそしないが、のえるを孫まご娘むすめのように思ってきた彼である。そんな決断は自分の命が奪うばわれることよりも辛つらいはずだった。

　長官は首を振ふって、総理の椅い子すを見た。

　座るべき人はここにはいない。

　だからといって、自由に座われる椅子ではない。

　この椅子は、一億を超こえる人間の生命と安全を守りきる覚かく悟ごを決めた者だけが腰こしを降ろすことを許される、そういう椅子だった。

　官房長官はゆっくりと口にした。

「総理は警察を指揮するお立場。犯罪者の要求に応じることは許されません……」

「のえるを見捨てるんですか!?」

　健太は声を荒あらげた。長官の言い分はもっともなことぐらい分かっていた。けれど、声を荒げずにはいられなかった。心を偽いつわることは出来なかった。

　偽ることが出来るのが、大人である。

　長官は強しいて厳しい表情を作った。

「前例を作ると、第二、第三の模も倣ほう犯はんを生むことにもなります。それだけは断じて避さけねばなりません」

「そんな……！」

　健太はごくりと唾つばをのみこんだ。

　長官はゆっくりと告げた。

「総理も覚悟しておられるはずです」




　　　　♣




　真神は声を震ふるわせた。

「い、いいかげんなことを言うな！　政府が貴様を見捨てるわけがないだろう！」

「甘いなあ。あんたたち、政府を甘く見過ぎてるんじゃない？」

　のえるはすっかり落ち着いていた。教祖用にしつらえられたソファにゆったりと腰こし掛かけると、大きな仕草で両手を広げ、種明かしでもするように言葉を続けた。

「身みの代しろ金きんなんて出ないから」

「噓うそをつけ！」

「あなたたちを受け入れてくれる国もないわ」

「必要ない。我々は独立するのだ」

「はっはー！　独立するだけなら誰でも出来るわよ。道ど産さん子こ湯ゆ煙けむりラーメン王国とでも親善条約むすんだら？」

「何が言いたい！」

「やめとけばって言ってるのよ」

「我々は本気だ！　日本から独立する!!」

「あんたら、毒ガス製造疑ぎ惑わくまであるんでしょ？　日本から独立でもしたら、その途と端たんに米軍にミサイルをお見み舞まいされるんじゃない？」

「なっ……！」

「だいたい政府を脅きよう迫はくするような集団が独立したって、どこの国際機関も承しよう認にんしてくれるとは思えないんだけど……」

「だからこうやって秘密交こう渉しようをしている！」

「秘密交渉？」

「極ごく秘ひ裏りにおまえを誘ゆう拐かいして、ここに連れてきた。表向きには合法的かつ『話し合い』による独立だ」

「じゃあ、あのニュース番組で中ちゆう継けいされているのはどこかしら？」

　のえるは体育館の隅すみにあるテレビを目で指した。

　普ふ段だんはビデオを流したりするために用意されていたのだろう。説法のために動かされていたテレビは音声が消された状態で民放の番組が流されていた。

　生中継だった。見覚えがある建物に真神は、おや、と目を開いた。

　画面の下にはこんなテロップが表示されていた。

〝狂きよう気きの教団、折原総理を拉ら致ち監かん禁きん！〟

「なにィ─────────────────────ッ！」

　教団本部を取り囲む警官隊と、それを取り囲むマスコミの群れがテレビには映っていた。

　すぐにテレビの音量が上げられた。

『はい、こちらは暗黒平和教団の本部施し設せつ前です。警官隊が続々と配置につく姿がご覧になれるでしょうか？』

　安全マークのついたヘルメットをかぶった女子アナがマイクを握にぎっていた。

「ど、どういうことだ……。なぜ発覚した……」

　真神は言葉を失った。

「教祖さまぁ！」

　体育館の扉とびらが開き、手に携けい帯たい電話を持った男が駆かけ込んできた。

　信徒たちから「副代表」「副代表さま」という声があがる。

「警察から、教祖さまと話がしたいと！」

「警察だと？　政府ではないのか！」

　納なつ得とくのいかない顔で真神は電話を取った。だが、会話は続かなかった。

「ふざけるな！」

「どうされました教祖！　警察の要求は!!」

　副代表と皆みなから呼ばれていた男が、真神に駆け寄った。

　人のいい顔立ちをした、眼鏡めがねのおじさんである。

　歳としは四〇代。サラリーマンをしていれば、今ごろは上司と部下の板いた挟ばさみにあって、胃薬が手放せずにいる中間管理職にでもなっていただろうか。

「政府め……！」

　真神は口を一筋に結ぶと、ぎりり、と歯ぎしりをもらした。

　テレビに映る女子アナが答えた。

『どうやら警察は十二時を期限に強行突とつ入にゆうを図はかろうとしているようです』

「なんだと……！」

　一いつ斉せいに体育館がどよめいた。

　信徒という信徒が驚おどろきの声をもらしていた。

「交渉の余地もなしですと……!?」

　副代表が苦いまなざしを向ける。真神も忌いま々いましげに顔を歪ゆがめた。

「政府め、何を考えている……！」

「……ホントにあたしを殺す気なんじゃないかしら？」

　平然としている女が一人いた。

「ぶっそうなことを言うなっ！　ていうか、なんでおまえが悠ゆう長ちようにふんぞり返っていられるんだ。おまえなんだぞ、見捨てられたのはおまえなんだぞ！」

「いやー、あたしってば、けっこう憎にくまれてるのねえ」

「どういうことだ！」

「あたしが退たい陣じんすると喜ぶ連中が警察に圧力かけてるのね、あっはっは」

「笑ってる場合か～～～～～っ！」

「いや、もう、笑うしかないと思うんだけど……」

「キサマ、普段から人望を高めとけ！」

「まあまあ、まだ助かる道がないわけでもなし」

「なに!?」

　たずねる真神に、のえるは人差し指を突つき付けた。

「あんたが大人しく自首すればいいのよ。そうすれば他ほかの人たちは助かるわ」

「な、なんだと……！」

　真神は言葉を詰つまらせた。

「ふざけるな！」

　横合いから、副代表が飛び出した。

「どうして教祖さまが、そんな目に遭あわねばならぬのだ!!」

「見通しが甘いからじゃない？」

「なにっ！」

「ケンカ売る相手の恐おそろしさも知らないでケンカを売るからよ」

「恐ろしさ？」

　真神と副代表は首を傾かしげた。

「国家権力は地上で唯ゆい一いつ合法的に暴力の許された組織なのよ。戦争だって出来るわ。あんたたち、そんな連中を相手にしてるっていう自覚があったの？」

　真神は胸に手をあてて、訴うつたえた。

「余は預言者だぞ！　唯一神から言葉を授さずかった存在なのだ!!」

「キチンと法律守って、住民税納めて、年金の保険料も払はらってくれてれば、どんなアホなことを言っても聞いてはあげるけど……」

「余が！　預言者である余が捕つかまったらどうなるのだ!!」

「刑けい務む所しよの空き部屋が一つ減るだけじゃない？」

「余の命と、そこらへんの有う象ぞう無む象ぞうを一いつ緒しよにするな！」

「出た出た、俺様理論が。次の台詞せりふはおおかた、自分が死んだら人類は全ぜん滅めつするってなトコでしょう？」

「余以外に滅ほろび行く人類を導ける者はいない！」

「ほらね」

「デビル星が地球に落ちてくるのだ！」

「スペースコロニーにでも移住すればぁ？」

「そんなものどこにある？」

「デビル星はどこにあんのよ」

　真神は両手を広げて、声を荒あらげた。

「余には世界を救う責務があるのだ！　たかだか罪の一つや二つで、おまえは人類を滅ぼすつもりか？」

「世界？」

　のえるは鼻で笑った。

「あんたが救おうとしてるのは自分じゃないの？」

「なんだと……？」

「世界救うんだったら、こんなトコに引きこもってないで、ボランティアでもしたら？　おじいちゃんおばあちゃんの背中でも洗いに行きなよ。こんなトコでワケ分かんないことわめいてるより、よっぽど感謝されるわよ！」

「話を茶化すな！」

「バカな話をしているのはどっちかしら？」

「世界は滅亡の危機に瀕ひんしているのだぞ！　オゾン層破は壊かい、地球温暖化、大量破壊兵器、年金問題、人類のカルマが極限に達したのだ。それをお裁きになるためにデビルさまは降りられる。我々は方はこ舟ぶねの準備をしなければならないのだ！」

「あはっ、やっぱり自分たちだけが助かりたいんじゃない」

「何を言う！」

「聞けば聞くほど変な神様よねえ。人類はカルマがたまってるのに、なんで生き残らせようとするの？　全滅させたほうがいいんじゃない？　ガン細さい胞ぼうを生き残らせたって、何もいいコトないのに」

「我々は違ちがう!!」

「そうよね。自分たちだけは生き残ろうと取り乱してるあんたたちと一緒にされたら、あたしたちも迷めい惑わくだわ」

「世界が滅びるのだぞ！　冷静でいられるものか!!」

　あっはっはっは。

　のえるは笑い飛ばした。

「それがどうしたの？　あたしなら明日世界が滅びることになったって、これまでどおりに生きてやるわ!!」

「…………ッ！」

　真神は絶句した。

　信徒たちも沈ちん黙もくした。

　のえるの言葉に、圧あつ倒とうされるように言葉を失ったのだ。

「教祖さま……」「教祖さま……」

　信徒たちの目が次々と教祖に向けられる。

（教祖さまは何を言うのか）

（教祖さまならのえるを打ち負かす言葉を言ってくれるに違いない……）

　そんな期待に満ちた視線が、真神に注がれていった。

「のえるッ……！」

「なに？」

　真神はすさまじい形相で口を開いた。

「用を足してくる！　話はそれからだ！」

　真神は断言し、すっと伸のびた背をくるりと向けると、壇だん上じようから降りていった。

「教祖さま……」「教祖さま……」

　海が割れるように信者たちが道を開けてゆく。

　そんな光景を、のえるは呆あきれまなこで眺ながめやった。

「堂々としてるんだか、してないんだか……」

「折原のえる！　先ほどから度たび重かさなる教祖様への暴ぼう言げんは何だ！」

　メガネのおじさんが怒ど鳴なり込んできた。

「あんた、誰だれだっけ？」

「副代表だ！」

　彼はのえるにからかわれていることに気付いていない。

「教祖様は神の言葉を受け取ることが出来るのだ！」

「電波？」

「預言だ！」

「予言なら、あたしだって出来るわよ」

「いい加減なことを言うな！」

「あらそう？」

　言って、のえるはびしりと人差し指をつきつけた。

「あなたは死ぬわ！」

「えっ!?」

「……一〇〇年以内に死ぬ」

「当たり前だ！」

　副代表は顔を真っ赤にして激げき怒どした。

「そうよ、あたしたち、一〇〇年先にはみんな墓の下よ、違う？」

「ふざけるな！」

「あんたたちほどではないと思うけど？」

　うそぶいて、のえるは迫せまった。

「死ぬっていうなら、あたしもあんたもいつか死ぬのよ。短い人生、他人ひとに指図されて楽しいの？」

「そ、それは……」

　言われて、副代表は言葉をつまらせた。

　と。

「副代表さま～～～～！」

　声を上げて信徒が壇上に駆かけ込んできた。

「どうした、忙いそがしいのだ、報告は後にしなさい」

「ですが、副代表さま！」

「何を狼ろう狽ばいしている。情けない。教団の危機を前に、何を驚おどろくべきことがあるというのだ」

「教祖さまがいなくなりました！」

「なんだとォ────────────ッ！」

　副代表はトイレに駆け込んだ。

　空っぽだった。

　副代表は愕がく然ぜんとし、がくりと膝ひざを突ついた。

「そ、そんな……」

　のえるはぽりぽりと頭をかくだけだ。

「……まあ、やるかなあ、とは思ってたんだけど」

「分かってたんなら、なんで止めてくれなかったんだ～っ!?」

「あたしのせい!?」

　時計は十二時を指そうとしていた。

　たちまち信徒たちの中から悲鳴が上がった。

「教祖さまが逃にげた！」「私たちは見捨てられた！」

「もうすぐ警察に突とつ入にゆうされる！」「おしまいだ！」「あうあうあ……！」

　場内は蜂はちの巣をつついたような騒さわぎになった。

「……チッ」

　舌を打つ声が聞こえて、のえるは顔を向けた。

　アヤだった。

　信徒たちの最前列にいながら、彼女だけはこんな事態にあっても動どう揺ようひとつ見せることはなかった。

（この人って……）のえるは気付く。

　他ほかの信徒たちといえば、ある者は頭をかきむしりながら、床ゆかを転がり悶もだえ、

　ある者は逃げなければと外に出ようとして、どこにも逃げられないことに気付き、

　またある者は悲ひ嘆たんにくれ、首をくくろうとしていた。

「アホか～～～～っ！」

　のえるは駆け込んで、自殺しようとした男の背中を蹴けり飛ばした。

「だって、教団が終わるんですよ!!」

「遅おそかれ早かれ人類は滅ほろびるんでしょ!?　そんなに死に急いでどうするのよ！」

「だって、教団が滅んだら生きていけません！」

「いけるわよ」

「市民がいじめる」

「理解してもらえばいいでしょ」

「無理だ」

「弱音を吐はくな！」

　のえるは叱しかりとばした。

「キリストがブッダが一度でもそんな弱音を吐いた？　ヒーローはね、弱さを他人のせいにしたりしないのよ！」

　すると、のえるの声を聞いていた信徒たちのひとりが、こんな言葉を漏もらした。

「宗教バッシングだ」




　ぷちん……。




　のえるの神経が切れた。

　ギロリと目を剝むいたのえるは、壇だん上じように駆け上がると、マイクをつかみ、すーっと息を吸い込むと、一気に吐き出した。





「あ～た～し～の～は～な～し～を～聞～け～～～～～～～っ！」






　しん……。

　一いつ瞬しゆんで場内は静まりかえった。

「あたし、宗教のことはよく知らないんだけどさ。あんたたち、自分のことばかり心配してるけれど、他人のコトは心配しないの？」

　ざわ……。

　信徒たちの間に動揺が走った。

「なんで世界が滅びるって分かってるのに、自分たちだけ助かろうとするの？　逆じゃない？　ぜんぜん逆じゃない？」

　信徒たちから、反論の声は上がらない。

「あんたたち、なんでみんなに理解されないか考えたことある？」

　びくっ。

　信徒たちが震ふるえた。

　けれども、のえるに文句をつける者はいない。

　黙だまって、次の言葉を待っている。

　彼らは助けを求めるような目をしていた。すがるような視線をのえるに注いでいた。

「だいたいちょっと自分に都合の悪いことがあるたびに、あいつが悪い、こいつが悪いなんて泣き言をいってる手合いが人に尊敬されるわけないでしょう！　アンタたちは何よりも根こん性じようが足りないのよ。被ひ害がい妄もう想そうを捨てなさい！　石を投げられたって『それがどうした』って笑ってみせるぐらいの度胸を見せなさいよ!!　そしたらみんなの見る目も変わってくるわ!!」

　副代表が前に進み出てきた。

「ですが、もう手て遅おくれです……」

「おとなしく投降すれば、日本の警察は殺したりしないわよ。サリンばらまいた団体だって、破防法が適用されなかったぐらいなんだから。捕つかまる人が捕まって、おとなしくしてれば、マトモな活動は続けられるわよ」

「これまでどおりとは？」

「バイブルがあるんでしょ。それに書かれている通りにやればいいんじゃない？」

「真神さま無き今、誰だれについて行ったらいいんでしょうか！」

「自分で決めろ～～～～～～～～～～～～っ!!」

　のえるはマイクを投げ出した。

　主体性のない人間とは、もともと周波数が合わないのだ。

　のえるはぶ然とした顔ですたすたと壇上を降りた。

　すると、副代表が腕うでをつかんできた。

「もういいでしょお？　あたしが出て行けば、警察も手て荒あらなことはしないわよ」

「お待ち下さい！」

「あのねえ」

　のえるは肩かたをすくめた。

「真神もいなくなったんだから、あんたらも……」

「違ちがいます」

　副代表はきっぱりと首を横に振ふった。

「のえる様、私たちを導いていってください！」




　　　　♣




「のえる──っ！」

　健太が体育館に飛び込んできたのはそんなところだった。

　本来なら警官隊が安全を確かく認にんしてから、後に続くはずのところを、いてもたってもいられずに制止を振り切って、飛び出していったのだ。

　ところが、だ。

　目にした光景に健太は言葉を失った。

「そ、そんな……」

　本能的に首を横に振る。

　信じられない。

　いや、信じたくないと言うべきか。

　瞳ひとみに映る惨さん状じように、健太は頭を抱かかえたくなった。

　館内は黒ずくめの信者たちで一いつ杯ぱいだった。

　黒いボウリング球を抱え、それをせっせと磨みがいていた。

　壇だん上じようの中央にはふかふかとしたソファがしつらえてあった。その周りには、見み目め麗うるわしい美女たちが、扇おうぎやら、飲み物やら、フルーツやらを手にしてはべっていた。

　ソファには一人の少女が座っていた。

「な、なんで……」

　思わず、うめき声が口をつく。

　すっごく見覚えのある女の子が、すっごく偉えらそうな姿勢でふんぞりかえっていた。

「……のえる。これはどういうことだい？」

「あら健ちゃん。呆ほうけた顔してどうしたの？」

　彼女は、そよ風のようにさわやかな笑え顔がおで聞き返した。

「どうしたのって……、のえるが誘ゆう拐かいされて……、なのに……、なんでえ？」

「色々あって」
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「なにがどう色々あったら、拉ら致ちられた本人が崇あがめられるようになるんだよ!?」

　もう何がなんだか分からず、健太は絶ぜつ叫きようした。

　いや、分かってはいたのだ。

　いつもの展開だと。

　のえるが絡からんだ途と端たん、どんな事件もすっとんきょうな方向にねじ曲がっていくのだと。

　ハラハラするだけ無む駄だだと。どんなに心配しようと、のえるは無敵だと。

　これまでの付き合いで嫌いやというほど見てきたはずだった。

　思い知らされてきたはずだった。

「まぁまぁ健ちゃん、お疲つかれお疲れ。そんなに声を張り上げなくたって、順を追って説明するからさ」

「説明してよ！　何がどうなってこうなったの？」

「あたし、新しい教祖になることにしちゃった」

「なんだよそれええええええええええええええええええええええええ！」

　健太は叫さけんだ。

　叫ばないとやりきれないことも、人生にはあるのだ。





















　何を考えているのかしら、あの女は。

　無理矢理、拉致をされて連れてこられた団体の指導者になるなんて、




　バカじゃないの!!




　わたしの一番嫌きらいな人間だ。

　いいかげんで、デタラメで、怖こわいモノ知らずで、恥はじを知らない。

　わたしはその逆だ。

　自信がないから、いつもおどおどしているし、失敗したくないから、考えなしに行動ができない。

　いつも誰だれかに笑われているんじゃないかと不安になる。

　だから、折原のえるのような人間を見ていると、わたしは自分が好きでいられなくなる。

　劣れつ等とう感かんの裏返しだと、分かってはいるのだけれど。

　──だからこそ、思う。




　わたしは武器になりたい。

　大切な人に手にして貰もらえる道具になりたい。

　任務に成功すれば、わたしはまた一歩、あの人の武器になれる。

　あの人に信しん頼らいしてもらえる。




　その任務も──、あの女の気まぐれが台無しにした。




　折原のえる。

　バカなくせに、やたらと勘かんがいい。

　わたしが真神に帰き依えなどしていなかった事を一いつ瞬しゆんで見破った。

　気をつけなければ……。

　任務に失敗すれば、わたしはあの人の信頼を失ってしまう。

　それだけはイヤだ。

　それだけは認めない。























　総理官かん邸ていに主あるじが戻もどってきた。

　執しつ務む席せきに座るのえるを見て、長官はしみじみと胸をなで下ろした。

「心配かけちゃったみたいね」

「私は総理がまた血迷ってしまわれたのかと思いましたよ」

「……また？」

　のえるは眉まゆをひそめた。微び妙みようにひっかかる台詞せりふではある。

「いえいえ、ご無事でなによりです」

　長官はにこりと受け流して、ボックスにたまった書類に目をやった。

　のえるが目を通さなければならない書状が山のように積まれていた。

　総理が普ふ段だんからマジメに仕事をしていれば、一日やそこら作業が滞とどこおったところで、これほどの量にはならないのだが、普段が普段だから、ちょっとした事件があるとすぐに雪崩なだれを起こしそうになるのだ。

　のえるが総理になってからというもの、各省庁から上がってくる書類のうち、本当にのえるが見なければならない書類を選びだすのが官かん房ぼう長官の大きな仕事になってしまっていた。

　総理がきちんと仕事に取り組んでくれていれば、しなくてもいい仕事である。

　黒くろ瀬せが総理だった時は、こんな仕事をせずに済んだ。

　不思議なことだ、と長官は思う。

　総理の椅い子すに固こ執しゆうした黒瀬は、我が身が危あやうくなるや、日本を易やす々やすと売り渡わたそうとした。

　いとも簡単に総理の椅子を放ほうり出すのえるは、たった一人で日本を取り戻した。

　いい加減で飽あきっぽくて、他ほかに興味が移るとすぐに辞表を書くのに、政治家としてしなければならない仕事を、誰よりも成し遂とげている。

　米国とすら対等に渡り合い、ロバート大統領を子分扱あつかいするほどだ。

　どんな経けい緯いがあったのかと尋たずねてみても、彼女は冗じよう談だんでごまかして語ろうとはしないが、そんなところこそが、彼女という人間を作り上げている芯しんの強さなのではないかと思うことがある。

　そんな長官を、のえるが見上げていた。

「どうしたの？　遠い目なんかしちゃって」

「父の言葉を思い出していたんですよ」

「お父さん？　ああ、長官のお父さんって、たしか軍人さんなんだったっけ？」

「すべてを失える者になれ、どれほどのモノを手に入れても、手放せる心を持たなければ、本当に持ったことにはならない、と、幼い頃ころから、私に教えてくれました」

　のえるは人差し指を額に当て、難しい顔をした。

「なぞなぞ？」

「総理は分からなくてもよろしいです」

「うわ、なんかバカにされた気がする」

　長官はにこりと受け流し、不満そうに頰ほおをふくらませるのえるを見た。

　のえるは総理の地位にこだわらない。

　そんなものがなくても楽しく生きていけると信じて疑わない。

　だから、総理の権力を正しく使うことができる。

　総理であり続けることにこだわれば、地位を守るために愚おろかなことをしてしまう。

　それは許されないことだと、長官は思った。

（この椅子は、座るべき人が座るべきものだ）

　のえるこそが座るべき椅子だと、心から思うのだ。

「長官、なに笑ってるの？」

「いえいえ、その椅子は総理が座ってこそ落ち着きます」

「そうよねえ。またしばらく座れなくなるから、存分に見ておいたほうがいいわよ」

「……………………え？」

　長官の背筋を、イヤな予感が旋つむじ風かぜのように駆かけ抜ぬけていった。

「……ど、どういう意味ですか？」

「教祖の件、引き受けることにしたから」

「総理～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ！」

　長官は声を張り上げた。

「総理が宗教団体の代表になるだなんてバカな話がどこにありますか！」

「あったのよねえ、ココに」

「ない、ないです！　総理の仕事はどうなるんです!?」

「大だい丈じよう夫ぶでしょ？　学校と掛かけ持ちできるぐらいなんだし、バイトをもう一つ増やすようなものよ」

「そういう問題ではありません！　総理が宗教団体の仕事を掛け持つだなんて、ムチャクチャにもほどがあります！」

　長官は悲鳴をあげた。

「あたしがこれまでしでかしてきたコトよりも？」

「問題外ですっ!!」

　どんっ！

　長官は、分厚い六法全書を音を立てて机に置くと、猛もう然ぜんとあるページを開いた。

　そこにはこんな文言が書かれていた。
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「しょうがないわねえ」

　のえるは、マジックインキを取り出した。
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「これでよし」

　ふー、とのえるは額に浮うかんだ汗あせをぬぐった。

「現実から目を背そむけないで下さい！」

「現実？　あたしが一度言い出したことは絶対に曲げない人間だという現実から？」

「それは曲げていただきます」

「言われると、ますます曲げたくなくなっちゃうのよねえ～」

「さて、本日の総理のご予定ですが……」

「おーい、現実から目を背けちゃダメだよ～～！」

　ぶわっ。

　官かん房ぼう長官の目から、みるみると大おお粒つぶの涙なみだがこぼれ出した。

「総理！　お願いですから！　宗教とからむことだけは絶対にやめてください～～！」

　のえるはびっくりした。

　官房長官のここまで壊こわれた姿を見たことがなかったからだ。

「ちょっとぉ、あたしのむちゃくちゃなら、これまでさんざん見てきたでしょ！」

「宗教だけはいけません！　米軍をアゴで使おうとかまいませんが、国を代表する政治家が宗教とからむようなことは絶対にあってはならないのです～～!!」

　泣きわめく長官は、威い厳げんもへったくれもない姿だった。

「もー、しょうがないわねえ」

　のえるは言い出したことを曲げることにした。

　今さら、世間のヒンシュクを買うことなんて怖こわくもなんともないけれど、祖父ほど年の離はなれた人に泣かれるのは、胸がズキズキと痛んだ。

　なにか悪いことをしているような気になるのだ。

「ちょっと待って、代わりを呼ぶから」

「代わり？」

　長官は首を傾かしげた。

　のえるは答えず、携けい帯たい電話の番号メモを呼び出した。

『どうしたんですか？　のえるさんから電話なんて』

「ちょっと困ったことになっちゃってね、ほのかちゃん、手を貸して！」

『わたしに出来ることなら、喜んで！』

「アルバイトしてほしいのよ」

『うん、何をしたらいいの？』

　のえるは軽かろやかに口にした。

「総理大臣」




　　　　♣




　一時間後、総理官かん邸てい前に一台のリムジンが滑すべり込むように到とう着ちやくした。

　黒光りする車体から、おずおずとほのかが現れる。

　待ちかまえていたカメラマンたちが、嵐あらしのようなフラッシュを浴びせかけた。

「副総理！」「副総理！」「折原総理から代行指名を受けた心境は!!」

　マイクを突つき出してくるのはキャスターたちだ。

「あ、あ、ひゃっ」

　光の洪こう水ずいに、ほのかは立ちすくんだ。

　こんなに多くの人間、しかも大人ばかりに囲まれたのなんて、初めてだった。

　口を『わ』のかたちに開いたまま、なんどもおなじ言葉を繰くり返す。

　人見知りで、あがり症しようの、ほのかである。

　注目されるだけで顔が真っ赤になってしまった。

　それでも何か答えなければと、勇気を出して声を絞しぼる。

「あ、あの……、わたしも……」

　それだけでほのかは目がくるくると回り出した。いっぱいいっぱいだった。緊きん張ちよう屋やの彼女が必死に吐はき出した言葉だった。

　そんな、やっとの思いで口にした一言だというのに、報ほう道どう陣じんときたら、

「なんですか？」「よく聞き取れません！」「もっとはっきりとした声で言ってもらえませんか！」「副総理！」「副総理！」

　誰だれもが声を張り上げて、ほのかの勇気をあっという間に塗ぬりつぶしてしまうのだった。

　気の小さいほのかは、それだけでもう、声に殴なぐられている心地ここちになる。

（た、助けて！　のえるさん！──健太くん!!）

　ほのかはめまいがして、立ちくらみがして、気絶しそうになった。

「大だい丈じよう夫ぶ!?　ほのかちゃん!!」

　報道陣をかき分けて差しのべられた手に、ほのかは夢でも見ているような心地になった。

「健太くん！」

　助けを求めるように、ほのかは健太に駆かけ寄った。

「副総理ってどういうこと？　わたし、訳が分からない……」

「とにかく、こっち！」

　健太はほのかの手を握にぎった。

（え!?）

　思いもしない展開に、ほのかはびっくりした。

　初めてだった。

　小学生のころから好きで、ずっと好きで。

　なのに、手をつないだのは初めてだった。

（手、つないじゃった……）

　頭の中が真っ白になって、ほんとにもうそれだけになってしまった。




　　　　♣




　執しつ務む室しつに着いた途と端たん、ほのかは、ふにゃあ、と情けない顔をした。

「健太くん。わたし、何が何だか」

「ほんと、ごめんね。僕が謝ることでもないんだけれど、ほのかちゃんを副総理にして、自分はいなくなるなんて、のえるのヤツ……」

「副総理って何なの？　社会科の本を見ても載のってなかったんだけど……」

「……どうせ、またのえるがでっちあげたんだよ」

「いえ、副大臣は実在する役職です」

　複雑な顔をして、官かん房ぼう長官が教えてくれた。

「そうなの!?」

「はい、最近は使われなくなったポストなのですが、確かに実在します」

　副総理とは、その名の通り、総理の補ほ佐さを務める大臣職である。

「内閣のナンバー２であり、いざという時は総理の代行を務める責任重大な役職です」

「そんな大事な役職なのに、教科書に載ってないんですか？」

　首を傾かしげるばかりの健太に、長官は困った顔をした。

「それが……、副総理というポストは正式には存在しないものなのです」

「へ？」

「昔の総理が、権力バランスの調整のために勝手にでっちあげたポストなのです。それがなんとなく既き成せい事実になっているだけの……」

　説明しておきながら、長官はバツの悪そうな顔をした。

　健太も渋しぶい顔をして、

「……つまり法律に関係なく総理が勝手に指名できる、きわめてのえるらしいポストなんですね」

　はい、と長官は頷うなずいた。

「どこで勉強したんだか、こーいう知識だけは仕入れているんだよな、のえるの奴やつ」

　やれやれ、と、健太はため息をついた。

「健太くん、わたし、どうしよう……、そんな仕事、出来ないよ……」

　ほのかは顔を真っ青にしていた。

　しかし、健太は励はげますように言った。

「こうなったらクリアするしかないよ。記者会見さえこなしちゃえば、後はどうとでもなるから」

「記者会見!?」

　ほのかは震ふるえ上がった。

　さっき、官かん邸ていの玄げん関かんで囲まれた時の緊きん張ちようを思い出して、気絶しそうになった。

　さほど広いわけでもない玄関にいた人数だけでも限界なのに、それを優に超こえる人たちの前で話をしなければならないなんて。

　会見場にはテレビカメラとかもあるのだ。全世界に中ちゆう継けいされてしまうのだ。

（わたし……、死んじゃうかも……）

　真っ青だった顔は、真っ白になった。

　健太は慌あわてた。

「大丈夫だから、ほのかちゃん！　事務方かたが原げん稿こうを用意してくれるんだ。それを暗記すれば、なんとかなるよ」

「無理だよお」

　ほのかは子供のような声をあげた。

「わたし、立ってるだけでもいっぱいいっぱいなのに……」

「僕も協力するから。一いつ緒しよに頑がん張ばろう」

（一緒に!?）

　ほのかの胸に、火花が飛び散った。

（健太くんが一緒に……）

（健太くんが一緒に……）

　ほのかは、夢を見ているんじゃないかと自分の耳を疑った。

　副総理を務めれば、健太と一緒にいられる。

（そして、のえるさんはいない……）

　ほのかは、心臓をどきどきとさせはじめている自分に気づいた。

（こんな機会、二度とないかも）

　そう考えてみると、これは、とてつもない幸運のような気がしてきた。

「が、がんばってみようかな……」

　頰ほおを紅色に染めながら、決意を小さく口にした。

「応おう援えんするよ！」

「本当？」

　健太に微笑ほほえみかけられ、ほのかは天にも昇る心地になった。

（やれるかどうか分からないけど──、健太くんがそばにいてくれるなら──）

（健太くんがそばにいてくれるなら──）

　両手で〝ぐー〟を作って、ほのかはファイトを燃やした。

（がんばれ、わたし！）

　すごい元気で、ほのかは資料を読み込み始めた。

　その隣となりで──、

　電話を受けた長官が、健太に近づいた。

「お車の準備が出来たそうです」

「え、もう？」

「一刻も早く総理を連れ戻もどしてきて下さい」

「僕なんかがのえるを説得できるとは思えないけど……」

「いえ、総理を連れ戻すことが出来るのは貴方あなただけです」

「分かりました。ほのかちゃんのこと、よろしくお願いします」

「総理のこと、頼たのみましたよ」

　いっぽう、ほのかは分からない言葉に遭そう遇ぐうしていた。

　さっそく質問してみよう、と思った。

「健太くん、ここ、分からないんだけど……」

　いなかった。





















　のえるに呼び出された時は、おしまいかと思った。

　わたしが真神に帰き依えなどしていないことに気付けば、そんなわたしが教団を危機に陥おとしいれるようなミッションをした意図まではすぐにたどりつける。証言を集めていけば、総理拉ら致ち計画を真神に進言したのもわたしだということも分かるだろうし、そうなればわたしが裏切り者だということも知られてしまう寸法だ。

　その上、わたしはのえるをひどい目に遭あわせている。

　のえるは今や教団のすべてを指先一つで操あやつれる立場にあって、わたしがいるのは、彼女の掌てのひらの中だ。

　煮にるも焼くも自由というのはこのことだ。

　権力の頂点にのぼりつめた人間が、かつて自分を痛めつけた人間に対して、どんな報復を行ってきたのか、考えるまでもないことだった。

　なのに、だ。

　わたしが教祖の部屋に入った途と端たんに、のえるはこう言ったのだ。

「アヤ、これからあたしのボディーガードになってね」

　はぁ？




　何を言われたのか理解ができず、わたしはきょとんと目を丸くしていると、そばに控ひかえていた者たちに取り囲まれ、黒ずくめの服はあっという間に脱ぬがされて、神社で巫女みこさんが着ているような服に着き替がえさせられたのだ。

「今日から、あたしのそばに仕える巫女団の一員だから」

「わたしはアンタを拉致しようとしたのよ!?」

「その腕うでを見込んで」

「馬ば鹿かじゃないの!?」

　わたしは信じられないほどの怒ど鳴なり声をあげた。

　なんでこんなに怒おこれるのか、自分でも驚おどろいた。

「アヤとは、友達になれそうな気がするの」

「どーやったら誘ゆう拐かい犯はんと被ひ害がい者しやが友達になれたりするのよ!!」

　わたしは、考えなしに行動する人間がとても苦手だ。

　自分がいつもびくびくと怯おびえながら暮らしているから、悩なやみもなく生きている人間を見ると、神経をヤスリでこすりあげられるような苛いら立だちを覚えてしまう。

「わたしが信用ならない奴やつって、あなた、知ってるでしょう！」

「信しん頼らい関係はゆっくりと育てていくものだし」

「分かってるでしょ！　アンタ、分かっててわたしをからかってるんでしょう！」

　わたしは逃にげ出したかった。耳を塞ふさいで目をつぶって、彼女のいないところに走り去りたかった。

「あのさぁ」

　と、のえるは無防備な顔をして、言ったのだ。

「あなた、ホントは悪い人じゃナイんじゃないの？」

　そんなことを言われて、わたしは気絶しそうになった。

　ぼっ、と顔が真っ赤になって、頭の中は真っ白になってしまったのだ。

「銃じゆうで人を脅おどす人間は悪い奴に決まってるでしょう!!」

「やー、自分でそういう人は悪い人じゃないよ」

「誉ほめないで！　わたしを誉めるんじゃない！」

「気になるんだ、あなたのこと」

　のえるにそう言われた瞬しゆん間かん、わたしは心臓をわしづかみにされたような気持ちになった。

　さっきまでの動どう揺ようとは違ちがう、別のどきどきとした思いがこみあげて来たのだ。

　のえるの瞳ひとみには力があった。

　心のすべてを見み透すかされたような気持ちになって、わたしは視線を切った。

「あなたのこと、好きになれそう」

「わたしは、アンタが大っ嫌きらいだわ！」

「それでも、あたしはアヤが好き」

　わたしは、この世の中で、愛を軽々しく口にする人間が一番嫌いだ。

　無責任な愛ほど、人を傷つけるものはないから。

　愛の台詞せりふほど、わたしを翻ほん弄ろうさせる言葉はないから。

　わたしは思い切り、のえるの頰ほおを叩たたいて、すべてをご破算にしてやろうとすら考えた。

　本当にそう思った。

　けれど、のえるの瞳には何か、人を納なつ得とくさせるような力があって、わたしはまんまと言葉を失ったまま、背を向けて、部屋を逃げ出すことしか出来なかった。

「おつとめは明日からよ～っ」

　誰だれが行くものか。

　彼女のそばになどいたりしたら、わたしは神経がボロボロになって一週間ともたない気がした。























　健太はもう、眉まゆを吊つり上げて、肩かたを怒いからせて、これ以上ない形相で爆ばく発はつした。

「ほのかちゃんが総理代理だなんて、何を考えてるんだよ～～～～～～～っ!!」

　絶ぜつ叫きようが、声のよく通る構造になっているホールに殷いん々いんと響ひびいた。

　教団第二本部のホールは、中央から奥にかけてがひな壇だんになっていて、歌番組かなんかのステージを思わせるゴージャスな作りになっていた。

　ひな壇の最上段、その中央にしつらえられた、全身を包みこむ巨きよ大だいなソファに、でんとふんぞりかえっているのが、一番のバカ、という構図だ。

　ソファの上であぐらを搔かいていたのえるは、手にしていた扇せん子すをぱちんと畳たたんで、その先をひな壇の下にいる健太に向けた。

「健ちゃん」

「なにさ」

　三角にした目を向ける健太に、のえるはいつも通りの笑え顔がおで言った。

「人間、理由があって何かしてると思ったら大おお間ま違ちがいだよ」

「その考えが間違ってるんだよっ!!」

　のえるは扇子を開いて、ミステリアスぶるように口元を隠かくしてみせる。

「強しいて理由を言うなら、衝しよう動どう的快楽的突とつ発ぱつ的副総理擁よう立りつ……」

「思いつきで副総理を擁立しないでよ!!」

「分かってないなぁ～」

「なにがさ」

「健ちゃんは、あたしのことがぜんぜん分かっていない」

「えっ」

　健太はハッとなった。

「もしかして、のえるは何か深い考えがあって、ほのかちゃんを……」

「ンなワケないでしょ～」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　すべてが虚むなしくなって、健太はのえるから目を背そむけた。

　すぐそばにある、立派な柱が目に留まった。

　これに思い切り頭をぶつければ、いますぐ意識を失えるかもしれない……。

「やっぱり健ちゃん、あたしのこと、分かってないわねえ、あははははは」

　たまらず健太は、そばにあった柱に頭をゴンゴンと打ち付け始めた。

「あああ、もうイヤだぁあぁあああああああああああああああああああああああああ！」

「まぁまぁ、健ちゃん。こっち来なヨ」

　手を上下にひらひらとさせて、のえるが招いた。

　言われるがまま、健太はひな壇を上がることにした。

（教団本部も大げさな施し設せつだったけど……）

　馬ば鹿かさ加減ではここも負けてないな、と健太は思った。

　一度に入れる人数は、現在警察に差し押さえされている教団本部のほうがずっと多いのだけれど、玉座の派手さはこの第二本部のほうが遥はるかに上だった。

　ホールの三分の一を占しめるひな壇のせいで、いやがおうにも玉座に座る人物の権けん威いというものを感じさせる仕し掛かけになっている。

（しかし、まあ……）

　最上段までたどりついて、健太は呆あきれを通り越こした感情にとらわれた。

　まわりを神社にいる巫女みこさんが着るような服を身にまとった女性たちに囲まれ、彼女たちにかしずかれることに、何の違い和わ感かんもなくのえるが存在しているのだ。

　ここまで偉えらそうな姿がよく似合っている女の子というのもどうかと思う。

「いらっしゃーい」

　のえるが罪のない笑顔を見せた。

　そばに控ひかえていた巫女さん、菓か子しをのせた盆ぼんをすすっとのえるに差し出す。

　ありがと、とのえるは言って、盆のワッフルをつまんで健太にプレゼントした。

「はい、健ちゃん」

　健太的にはお説教のひとつも嚙かましたい気分なのだけれど、ニコニコとした顔をのえるに向けられると、腹にたまった毒がむにゃむにゃと中和されてしまう。

　受け取って、一口食べて、尋たずねる。

「なんで教祖なんか引き受けちゃったのさ……」

「面おも白しろそ～だったから！」

「…………もうちょっと感動的なエピソードを期待してたんだけどね」

「昔のあたしは青かったわ」

　フッ、とのえるは額に手をあてて、顔を翳かげらせた。

「国家権力の頂点に立てば、好きなことが出来るだなんて。昔のあたしは馬鹿なことを考えてる子供だった……」

「……やっと気付いたんだね」

「そうなの！　ホントにやりたい放題しようと思ったら、法の目を逃のがれたり、世に隠れたりしなくちゃいけなかったのよ!!」

「ますます間違ってるよ!!」

「間違ってないんだな、これが」

「どういうこと？」

　サツキ、と、のえるはつぶやいた。

　するとそばに控えていた巫女たちが、すすっと立ち上がり、健太を取り囲むと、手やら足やらを摑つかみとって、こちょこちょと全身をくすぐりにかかったのだ。

「あひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃ！」

「どう？　わらわに逆らうと天てん罰ばつが下るぞよ」

「なにがわらわだよ、君が命令しただけだろ！」

　巫女たちから解放された健太は、痙けい攣れんするお腹なかを抱かかえて、うめいた。

「あたしイコール神、ごっど、ブッダ、ゾロアスター、イスタンブール、なのよ」

「……めちゃくちゃ言ってるし」

　健太は目を半月にした。

「だいたい、今まで黒ずくめ教団なのになんで巫女服なんだよ。真っ白な、正反対じゃないか」

「だって～、あの服、かわいくないんだも～ん」

「コンセプトが変わってるじゃないか！」

「まあまあ、教祖も代だい替がわりすれば、コンセプトも変わるのよ」

「……それはもう宗教でもなんでもないと思う」

　天てん井じようを見上げ、うめく健太。

　が、のえるは耳を傾かたむけもせず、

「どう？　急ごしらえのわりには似合うでしょ～」

　と、立ち上がって、白服に赤あか袴ばかまの和装を見せびらかすようにくるくると回って見せるのだった。

「……はいはい、似合ってる似合ってる」

「ほら、誘ゆう拐かい犯はんもこのとーり」

　と、のえるは巫女団の後ろに回りこむと、一人の背中に立ち、その子の手を取って、健太に自己紹しよう介かいさせてみせた。

「アヤで～す」

　のえるの声である。

　その顔には健太も見覚えがあった。

「や、やめろっ！」

　顔を真っ赤にして、アヤはのえるの手をはねのけた。

　のえるを拉ら致ちしに現れた──三人組のリーダーだ。

　健太はびっくりした。

　誘拐犯というにはあまりに似つかわしい……、もともと誘拐犯の段階でのえるにからかわれたりもしていたのだが、巫女服に身を包んだ彼女はあまりにも楚そ々そとしていて、銃じゆうを持ったり、人を傷つけたりするような子にはとても見えなかったからだ。

　どっちが本当の彼女なのか、分からなくなる。

「やっぱり巫女みこには黒くろ髪かみが似うわよねえ、うらやましいなあ」

　うんうん、とのえるは頷うなずいて、アヤの髪かみをすくった。

「さ、触さわるな！」

　アヤは怯おびえるようにたじろいだ。

　恥はずかしがっている。耳の先まで真っ赤っ赤だ。

「もー、のえる。恥はずかしがってるんだからやめてあげなよ」

　アヤは猛もう然ぜんと首を横に振ふった。

「わたしは恥ずかしがってなどいない！」

「そうなの？」

　のえるが迫せまってきた。

「うわっ、近づくな！」

「もー、のえる、やめなって」

　たしなめるように健太は、唇くちびるを尖とがらせた。

「アヤもホントは楽しいでしょ？」

「楽しくなどない！」

「またまたあ、すごく似合ってると思うんだけどなあ」

　ただでさえ赤い顔が、ますます充じゆう血けつする。

「ば、馬ば鹿かにするのもいいかげんにしろ！」

「馬鹿になんかしてないよう、ねえ、健ちゃん」

「うん、かわいいと思うよ」

　アヤは声を引きつらせた。

「そ、それが馬鹿にしているというのよ!!」

「ち、違ちがうよお！」

　健太は困った。

「まあまあ、あたしの言葉は絶対なんだから、誰だれにも有う無むなんか言わせないわけよ」

「……のえるって、ホントにそういう言葉をいうときは生き生きしてるわよね」

「生まれながらの品格ってトコロ？」

「偉えらそうな姿が似合っているのは、その通りだね……」

　すると、のえるはつぶやいた。

「でも、あたし、そもそも神様を信じるってことが出来ないのよね」

「だったらどうして、教祖の仕事なんて引き受けたんだよ!!」

「思うんだけど、教祖ってネーミングはスケールが小さくない？」

「はぁ？」

「神のしもべ、ってあたりが、もうあたし的に有り得ない」

「はぁ……」

　だんだんとついていけない健太である。

「なぜなら、あたしそのものが神だから！　もう教団の名前も変えてしまいましょう！　あたしのためのあたしによるあたしを崇あがめ奉たてまつる教団、のえる教の誕生よ!!」

「なんだよそれ!!」

「だいたい、あたしのやりたい放題ってのは、もはや法とか常識というものの遥はるか彼方かなたにあるんだから、むしろこういう路線を最初から目指すべきだったのよ。やっと本当の人生に巡めぐり会えたって感じ？」

「……なんか、総理大臣でむちゃくちゃやってた時のほうがマシに思えてきたんだけど」

「総理なんかツマンナイじゃな～い？　言いたいことも我が慢まんしないといけないしさ～」

「のえる、何か、我慢してたっけ……？」

　健太は首を傾かしげた。

「サツキ、彼のステージはまだ上がっていないらしいわ」

「はっ」

　巫女たちは健太に襲おそいかかった。

「あひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃひゃ！」

「神に逆らうとどうなるか思い知った？」

「もー、ひどいよ！」

「その点、宗教はふんぞり返って、わけのわかんないことを偉そうに言うだけで、みんなから崇めて貰もらえるんだから、楽よねえ」

「いろんな方面からクレーム付けられそうな発言だね……」

「喉のどが渇かわいたって言えば、ジュースが出てくるし、暑いって言えば、ウチワで扇あおいでもらえるし」

「クーラーあるだろ」

「人に扇いでもらえるところがリッチなんじゃなーい？」

「…………ダメだ。完全にダメ人間になってる」

　健太は遠い目をした。

「教祖さま、沐もく浴よくの準備が出来ました」

「ありがと」

　のえるは立ち上がると、くるりと振り向いて、ドキッとすることを言い出した。

「健ちゃんも、一いつ緒しよに入る？」

　顔を真っ赤にして、健太はたじろいだ。

「いっ、いいよっ！」

「遠えん慮りよしなくていいのよ、広いし」

「そういう意味じゃなくて！」

「そういえば、中学生になって再会してから、一度も一緒に入ったことないわね」

「当たり前だろ」

「見せあいっこしよか？」

「やだよ」

「あたしに逆らうんだ」

　えっ、と健太の顔がこわばるのと、

　サツキ、と、のえるの顔がイジワルに笑うのがほぼ同時だった。

「のえる様～～～～～っ！」

　ドタドタドタ、と足を踏ふみならして、副代表がホールに転がり込んできた。

「どうしたのよ、フクダちゃん」

「フクダちゃんって？」健太がたずねた。

「副代表、ちぢめて、フクダちゃん。あたしがつけたの」

　四四歳のフクダちゃんは、はげ上がった頭をタコのように真っ赤にさせて、叫さけんだ。

「施し設せつの外が大変なことになってます！」

　ひな壇だんを駆かけ上がり、最上段の袖そでにあるテレビのスイッチをつける。

　幅はば広ひろな液えき晶しようテレビはニュース番組を映し出した。

　夕方にテレビがニュース番組を流すことなんて、驚おどろくことでもなんでもない。

「……これがどうかしたの？」

　のえるをはじめ、サツキたちもみんな、きょとんとした顔でフクダさんを見た。

　ぎょっとなったのは、画面がライブ映像に切り替かわったときだ。

『ここはボウリング教団第二本部前です』

　プラカードやらボードをもった住民と、それを撮さつ影えいしようとするマスコミたちが、自分たちのいる建物を取り囲んでいた。

　門の前には、白ずくめの信徒たちがスクラムを組んでいる。

　火花が散った。

　無理やりに敷しき地ち内に押し入ろうとする住民たちと、それを押しとどめようとつっぱる白ずくめの信徒たちが激げき突とつするまでに一いつ瞬しゆんの時間もかからなかった。

　飛び交かう怒ど号ごう、誰だれが誰やらわからない揉もみ合い、殴なぐり合い。

　マスコミはそれを止めようともせずに、他人が争うさまを中ちゆう継けいし続けるだけだ。

「教団は出て行け！」「門から一歩でも入ったら不法侵しん入にゆうですよ」「話し合いに来たんだ」「押すな！」「押してるのはお前だろ！」「痛い痛い痛い！　暴力をふるわないで下さい」「お前がぶつかってきたんじゃないか」「お前だ！」「警察呼べよ！」

　カメラの前で、レポーターの男性があっさりと告げた。

『現場は大変なことになっています』

「分かってるなら、止めようよ！」

　健太はたまらず、テレビに向かって声をあげた。

　のえるのほうはというと、懐なつかしさと呆あきれが混ぜこぜになった顔をして、

「……あいかわらず紙っぴらみたいに軽いコメントね～」

　と、ため息みたいなものをついた。

　レポーターの男性には見覚えがあった。

　小野寺良一。かつて黒瀬前首相が日本を売ばい却きやくしようとした時に、のえる批判の立場で報道を続けた報道キャスターだ。

　年は四〇代後半。さっぱりとした顔立ちで奥様に人気があるが、玄人くろうと筋には『ニュースの風かざ見み鶏どり』と陰かげ口ぐちを叩たたかれている。特に思想信条があるというわけではなく、世間の風向きを見ては、もっともらしい辛から口くちコメントをつけることしかしないからだ。

　報道人としては問題のある仕事ぶりかもしれないが、庶しよ民みんの代表としては、ある意味、的確な能力を持った男であった。

『こちら、町内会長の萩はぎ原わらさんです』

　小野寺は、恰かつ幅ぷくのいい男性を紹しよう介かいした。

『ボウリング教団がこの街に拠きよ点てんを移したことをどう思われますか？』

『大変迷めい惑わくしています！　出て行って欲しいです』

『そうでしょうそうでしょう。誘ゆう拐かい、洗脳、毒ガス製造、数々の疑ぎ惑わくをばらまき、世の中を恐きよう怖ふに陥おとしいれたボウリング教団。彼らは自分たちにかけられた嫌けん疑ぎには一いつ切さい答えることなく、教祖・真神が逮たい捕ほされても改心することなく、黒い服を白い服に替えただけで、都心に拠点を移して活動を再開しようとしているのです。その無神経ぶりに、住民の怒いかりは頂点に達しております！　分かっているんですか！　折原のえる！』

「出てやろうじゃないの」

　のえるは立ち上がろうと膝ひざを立てた。

「なに考えてるの！」

　アヤは目くじらを立てた。

「アンタ、馬ば鹿かじゃない？　あんなところに出て行ったら敵の思うつぼでしょ！　住民たちにだって何をされるか」

「このままじゃ怪け我が人にんが出るわ。あたしが行くしかないでしょう？　アイツら、止める気なさそうだしね」

　と、のえるは液晶テレビに視線を移した。

　カメラの前では小野寺が声を張り上げていた。

『折原のえる！　住民の怒りが聞こえないのか!?　番組を見ているなら、出てこい！』

「……………………」

　アヤは何とも言えない顔をして、沈ちん黙もくした。

　そんなアヤをのえるは見やって、

「心配なら、ボディーガードしてくれる？」

「ばっ、馬鹿いわないでよ！」

　アヤは動どう揺ようした。

　声を震ふるわせながら、頰ほおを赤くして、目を背そむける。

「わたしはアンタを心配してるわけじゃないんだから！」

「じゃ、ここで見といてて」

　と、言い終わりもしないうちにのえるはひな壇だんを駆かけ下りていった。

「待ってよ、のえる」

　健太が後を追う。

　相手に命がけで飛びかかっても、かすり傷一つ負わせることの出来ない健太が。

　アヤは、その時の出来事を思い出し、やれやれと首を振ふった。

「……まったく、もう！」

　いらだたしげにつぶやいて、ひな壇を駆け下りた。




　　　　♣




　争乱状態を鎮しずめたのは、場の状じよう況きようにまったくそぐわない能天気な声だった。

「はいはい、みんな静まって静まってー」

　ぱんぱん、とのえるは建物の外に出るや、幼よう稚ち園えんの先生のように手を鳴らした。

　つかみ合いになっていた信者と住民たちの手が止まった。

　信者たちはともかくとして、住民たちものえるの姿を見て動きを止めたのだ。

　互たがいに耳を寄せて、囁ささやきあう。

「マジで教祖になったのか……？」「誘拐された団体に？」「信じらんねえ……」

　教祖の法衣を身にまとったのえるに啞あ然ぜんとしているだけではあったが。

　のえるはのえるで、後ろを付いてきている健太に顔を近づけて囁いた。

「これも人徳ってヤツかしら？」

「……呆れてるだけだと思うよ」

　のえるは会長の前に立った。

「はじめまして。なんか、ウチが迷惑かけてるみたいだけど？」

「夜中に大勢で街を徘はい徊かいされて迷惑なんですよ」

「そうなの？」

　のえるはきょとんとした顔で首を傾かしげた。

「……そうなのって、のえる知らないの!?」

「夜な夜な、アンタんとこの信者が何十人も何百人も建物から出てきて、コンビニにたむろしたり、公園でボウリングをされたりしてるんです！　うるさいわ、気味が悪いわ！」

「へー、あんたら、そんなことしてるんだ」

「そんなことも知らずに引き受けたの!?」

　健太は目を点にした。

　町内会長と小野寺はひっくりかえっていた。

　のえるはそれを見て、

「ほら、二人とも呆あきれてるわよ」

「二人が呆れてるのは、のえるのせいだよ！」

「なんで？」

「なんで教祖の君が何にも知らないんだよ!!」

「いやー、イキオイで引き受けちゃったから、あはははは」

「あははははじゃないよう……」

　健太は魂たましいまで抜ぬけるようなため息をつくと、がっくりと肩かたを落とした。

「まあまあ、ついでだから教えてよ。ウチは他ほかにどんな迷めい惑わくをかけてるの？」

　空気が微び妙みようにのえるのペースになっていた。

「そもそも大の大人が、昼間っから建物にこもって出てこないのも薄うす気き味み悪わるいんですよ」

　するとフクダさんが声を荒あらげた。

「寝ねてるだけですよ！　夜、活動するんだから当たり前でしょう!!」

「それが迷惑なんですよ！　分からないんですか!?」

　会長の後ろから、小野寺が割り込んできた。

「あなた方の常識があるように、私たちには私たちの常識があるんです」

「いや、周りの人の迷惑も考えるべきなんじゃない？」

　言ったのは、のえるだった。

　ツッコミを入れたのはアヤだった。

「アンタは一体どっちの味方なの!?」

「どっちもへったくれもないでしょ。ご近所さんなんだから、仲良くしなくちゃ」

「のえる様は信しん仰こうというものを分かっていません！」フクダさんが訴うつたえる。

「分かっちゃうと、みんなとうまくやっていけない気がするのよね……」

「わたしたちは間ま違ちがっていません！」

「半分は自じ業ごう自得なんじゃないの？　怖こわがられることをしたんだから」

「わたしたちは自分たちの信仰を追究してるだけです！」

「あのさー、みんな同じ格好して、ボウリング持って夜中の街をうろついたら、みんなはドン引きするってことぐらいは自覚したほうがいいと思うよー」

「私たちがどんな格好で、何をしようと自由じゃないですか！」

「この教団の教義にはお隣となりさんと仲良くやっていくって項こう目もくはないの!?」

　のえるはキレた。

「そこまで言うなら、解散ね！」

「ええーっ！」

　フクダさん以下、信者という信者が真っ白になった。

　会長も小野寺も真っ白になっていた。

「ていうか、信仰なんて家でも出来るでしょ？　みんな家に帰ってやることにしたら、平和になっていいんじゃない？」

「さっきまでは教祖の暮らしを気に入っておられたではないですか」

「そりゃ、あれだけ馬ば鹿か馬鹿しければねえ」

「ばかばかし……」

　絶句する、フクダさん。

「町内会長さんの言ってることももっともよ。悪ふざけはシャレになる範はん囲いでやめたほうがいいわよ、いやホント」

「の、のえる様～っ！」

　そんな時だ。

　道路のほうから騒さわぎの声が聞こえてきた。

　見ると何台ものバスが現れて、そこから信徒の男たちや女たちがわらわらと降りてきていた。子供や赤ん坊ぼうを抱だいている母や父の姿もある。

「どうしたの？」

　フクダさんはどうしようもなく困った顔をした。

「……全国から追い出されてきた信徒たちのようです」

「追い出されたの？　なんで!?」

「おそらく住民票でしょう」

「住民票？」

「住民票の受理の権限は市町村の長にあって、転入を拒きよ絶ぜつしたり、学校への入学を拒否できたりするんです」

「なによそれえ！」

　のえるは顔をしかめた。

「電話で連れん絡らくはあったのですが、こんな数とは……」

　フクダさんは怒いかりに声を震ふるわせていた。

　信徒たちを降ろしてバスが去ると、次のバスがやってきた。

　バスの他にも、徒歩で来るものやバイクや車で現れる者もいる。

　さすがののえるも、フクダさんに同意するしかなかった。

「しょうがないわねえ、受け入れましょう」

「ありがとうございます！」

　すると今度は町内会長が悲鳴をあげた。

「出てってくれ！」

「出て行こうにも場所がないんだから用意するしかないじゃない。変なことはしないようにするしさ、ボウリング磨みがくのも昼間にするし」

「あんたたちの存在自体が邪じや魔まなんです！」

「小学校、行けない子がいるのよ？」

「ウチの学校に来させるつもりですか!?」

「決まってるじゃない。ここの区長になら、あたしのカオが利きくし」

「やめてください!!」

　会長は目をむいて、声を荒げた。

「ウチの学区の評価が下がります！　ウチの息子むすこは来年私立に進学なんですよ!?　土地の値段だって下がります」

　はぁ、とのえるの目が点になった。

「なに、あんた、そんなことが理由で文句つけてたの？」

「当たり前でしょう！　誰だれだって自分のことが大事に決まってるじゃないですか」




　むか。




　のえるのこめかみに青筋が立った。

　許せないのだ。そういうヤツは。

「じゃあ、あたしたちが勝手やっても文句言われる筋合いないわね」

「「なにを考えているんだ!!」」

　小野寺と会長が唇くちびるを尖とがらせた。

「世間が、あなたたちのことをどう見ているかご存じなんですか？」

「洗脳、毒ガス製造、どれだけの疑ぎ惑わくが立ってると思ってるんだ!!」

　のえるはフクダさんに尋たずねた。

「やってるの？」

「やってません！」

　のえるは会長に告げた。

「やってないって」

「信じられません!!」

「じゃあ、あたしはフクダちゃんを信じることにするわ」

　町内会長はのえるに詰つめ寄った。

「言ってることがさっきと違ちがうじゃないですか！　解散するって言ったじゃないですか！」

「居場所がない人が出てきたんだから、作るしかないじゃない」

「ウチはごめんです！　出て行ってください！」

　町内会長は唾つばを吐はき散らすように叫さけんだ。

「わかったわよ、出ていってやるわ」

「……いい加減にしなよ、アンタ」

　そばで話を聞いていたアヤが話に割り込んできた。

「辞やめるからって、アンタ、好き勝手なこと言いすぎよ」

「勝手なこと？」

「教団解散するとか、言ったじゃないの」

「誰がそんなこと言った？」

「え？」

「腹立ってきた、やっぱあたし、あんたらの味方するわ。ここからも出て行くし、あんたらの面めん倒どうもみる」

「ホントですか──!?」

　フクダさんたちから、半信半疑の声があがった。

「だから、その場の気分でいいかげんなことを言うのはやめなさいって言ってるでしょう！　なんとかするって、ちゃんとしたアイデアはあるの？」

「ない！」

　のえるはもう、ほんとにもう、胸を張って答えた。

「これから思いつくわ！」

「なんだよそれ～～～っ!?」

　健太は頭を抱かかえ、声も裏返えるぐらいの悲鳴をあげた。

「人を馬ば鹿かにするのもいい加減にしろ、折原のえる！」

　小野寺も怒おこる。

「そうよ！　いい加減にモノを言いすぎよ!!」

　アヤも怒っていた。

　でも、のえるはそれでも自信満々と、

「なんとかなるわよ」

「ふ、ふざけないで～～～～っ！」

　アヤは眉まゆをＶの字にして声を荒あらげた。

「世間の言うとおりに生きてやればいいのよ」

　ふふん、と得意げにのえるは笑った。












　まったく～～～～～！

　あの女のすることは、わたしの想像を絶している。

　神になるとか、教団を解散するとか、続けるとか。

　支し離り滅めつ裂れつにも程ほどがある！

　そんな調子で広場に飛び出すというから、わたしはたまらず心配になって、のえるの後を追ってしまった。




　わたしらしくもないことを……。




　無防備すぎるのがいけないのだ。

　わたしは心配性しようだから、のえるを見ていると、ついつい口出しをしたくなってしまう。

　心配なんかしてやる必要ナイんだけど……。

　おまけにそのせいで、小野寺さんと出くわしてしまった。

　どう思われただろう？




　小野寺さんの味方をしたつもりだけど、途と中ちゆうからは自分の感情だけで、のえるに絡からんでいた気がする。

　あれから、小野寺さんの電話がないのが怖こわい。

　もっとも小野寺さんが電話をくれるのは、指令のある時だけだから、単に教団の様子を見きわめているだけかもしれないんだけれど……。

　見捨てられたのかもと考えると、わたしは不安で眠ねむれなくなる。

　小野寺さんと出会わなかったら、わたしは生きていない。

　小野寺さんこそ、わたしの北極星だ。

　小野寺さんに嫌きらわれたら、わたしは誰だれの武器になればいいというのか。

　その時だ。

　胸の片かた隅すみに別の人間の顔が浮うかびあがって、わたしはすぐにその顔を搔かき消した。

　──あの女は、わたしをからかっているだけだ。

　信じてはいけない。

　信じていいのは、小野寺さんだけだ……。























○月×日




　副総理になってしまいました。

　すぐにも辞表を提出したいのですが、そもそも法律にない役職なので、辞やめ方もわかりません。

　あわあわしているうちに国会に呼ばれました。

　今日はのえるさんが、野党の代表と一対一の討論をする日だったのです。

　わたしが代わりに出席することになりました。

　今日の議題は年金問題でした。

　野党の代表として席に立った京きよう極ごくさんは、ＴＶより大きく見える人でした。

「年金を納めていない貴女あなたに、年金問題を語る資格があるんですか!?」

　その通りだと思いました。

「副総理。そうやって黙だまっている間にも、毎秒二六〇〇万円ずつ、我が国の財政赤字は膨ふくらんでいっているということをあなたはご存じなんですか」

　語る資格がないって言ったのは京極さんなのに～～～！

「あ、あの……、わたしは」

「年金問題は一〇〇年先まで続く国家の問題です！　あなたのような方に易やす々やすと口にしてもらいたくないですね！」

「えっ、えっ、えっ？」

　わたしは口を開けばいいのか、閉じればいいのか分からなくなりました。

「あ、あのう」

「なんですか？」

「……で、電話してもいいですか？」

　わたしは携けい帯たいでのえるさんを呼びました。

「あら、何の用？」

　電話で京極さんの言葉を伝えると、思いっきり笑い声が聞こえてきました。

「なぁ～に言ってんのよ、年齢としでモノが言えたり言えなかったりするんだったら、あと二〇年もしたら天国に逝いっちゃうような人が、一〇〇年先のことまで決めちゃいけないじゃないのよ！　あんたこそ年金問題に首をつっこむ資格がないわって、ほのか、言ってやりなさい!!」

　……………………。

　そんなこと、言えませんでした。




○月×日




　結局、わたしはのえるさんのくれたアドバイスを実行に移すことができず、京極さんに言われるがままでした。

　せめて泣くことだけは我が慢まんしようと思っていたのですが、黙っていたら「喋しやべって下さい」と言われ、口を開けば「私が聞きたいのはそんなことじゃありません」と撥はね返され、どうしたらいいんですかと聞いたら「居直らないでください」と怒おこられてしまい、

　つい、涙なみだがこぼれてしまったんです。

　──わたし、泣いてる。

　気付いた瞬しゆん間かんに、恥はずかしくって、みっともなくって、涙が止まらなくなりました。

　泣いちゃダメだ、と思えば思うほど、涙がこぼれて止められなくなりました。

　そんな姿がテレビ中ちゆう継けいされて、全国に流されていたなんて……。

　恥ずかしいです。

　ううう。もう国会には行きたくないよぅ。




○月×日




　今日は日本党の党本部に呼ばれました。

　日本党というのは、のえるさんが総裁を務める政府与よ党とうです（昨日、対決した京極さんが党首を務めるのが野党第一党である市民党です）。

　間近に迫せまった参議院選挙に向けての対策会議ということで、今日は安全対策が議題に挙がりました。

　最近は世界各国で、選挙の真っ最中に列車を爆ばく破はされたり、候補者が狙そ撃げきされたりするといったテロ事件が相次いでいるので、日本も気をつけなければという話になりました。

「……とはいえ、電車の改札でいちいち爆ばく弾だんチェックをするわけにも行きませんからな。テロリストがその気になったらオシマイ、という側面はありますな」

「まったくです」

　──ええっ、それで終わり!?

　わたしはびっくりしていると、隣となりにいた選挙対策本部の寺てら島しま本部長さんが、ちょっとたるんだ顎あごをなでながら、こんなことを言ってくれました。

「避さけられないものであれば、市民にではなく我々が受けたいものですな、銃じゆう弾だんを」

　すごい！　とわたしは思いました。

　本当の政治家って、寺島本部長さんみたいな人を言うんだなって思いました。

　本部長さんは、ニンマリと笑えみを浮うかべて続けました。

「そうすれば、同情票が集まって選挙に勝てますからな！」

　健太くん、ここは恐おそろしいところです。




○月×日




　のえるさんの代わりを務める以上は、キチンと政策を語れる人になりたいので、勉強を始めることにしました。

　でも、一人で勉強をしても、さっぱり分からないので、政策の勉強をさせて下さいと官かん房ぼう長官さんにお願いしたら、財務省から事務次官さんがやってきてくれました。

　小こ林ばやし事務次官さんは、黒ブチの眼鏡めがねもキリリとした人で、顔付きは厳しいのですが、笑うと頰ほおにえくぼが出来て、ちょっとかわいいと思える人です。

　わたしは財政赤字について質問しました。

　いま、日本政府は七〇〇兆円もの赤字を抱かかえているにも拘かかわらず、国家予算は年々と膨ふくらんで、今では毎年三〇兆円を超こえる新しい借金を増やしているからです。

　こんなことをしていては、いずれ首が回らなくなります。

　すると、小林さんは頰にえくぼを作りながら、こう教えてくれました。

「そういう質問をされた時は、景気浮ふ揚ようのために財政出動をするのはケインズ経済学的に妥だ当とうだとか、景気を回復させることで赤字を補ほ塡てんする政策はレーガノミクスとして正しいとか、ま～、適当に答えておいてください」

「適当にって……そんなノリでいいんですか？」

「どのみち、全部ウソですから」

「ウソなんですか!?」

　わたしは何がなんだか分からなくなりました。

「……でも、このままじゃ、いずれ国は破は綻たんしてしまうんですよね？」

「問題ないですよ」

　小林さんはあっさりと笑いました。

「年一〇％のインフレを起こせば、八年で借金が半分に出来ますから！」

「？」

「物価が倍になるということは、モノの価値が半分になるということですよね？　土地やお金の価値を半分にしてしまえば、借金の価値も半分になるんですよ」

「でも、それって、それまで貯ためてきた預金の価値も半分になっちゃうんですよね？」

「はい♪」

「……そんなことしちゃっていいんですか!?」

　はっはっは、と小林さんは頰にえくぼを作って、こんなことを言いました。

「政治家のみなさんは選挙で落選になるかもしれませんが、わたしたち官かん僚りように落選はありませんから」

　健太くん、ここは恐ろしいところです。




○月×日




　今日は党本部で緊きん急きゆうの選挙対策会議が開かれました。

　選挙直前に実じつ施しされた世論調査で、市民党の支持率が急落し、日本党の支持が急きゆう上じよう昇しようしたというのです。

　先日の国会中ちゆう継けいで、わたしが泣いてしまったのが原因らしいです。

『大の大人が子供を虐いじめるなんて』『京極党首の本ほん性しようを見た気がした』『市民党は怖こわい』

　テレビでは、取しゆ材ざい陣じんに囲まれた京極さんが、

「国会で政治家が政治家に言葉をぶつけて何が間違ってるんだ!?」

　と、絶ぜつ叫きようしていましたが、わたしも何か間ま違ちがってる気がします。

　すると、隣でテレビを見ていた寺島本部長さんが、

「このセンで行けないか？」と、言い出しました。

「このセンって、何ですか？」

「副総理は、もう政策の勉強をしないで下さい」

「ええっ～～～～っ!?」

「いいですよ、ソレ！」

　パチパチと拍はく手しゆを始めたのは、ナガタ広報室長さんでした。

　丁てい寧ねいに染めたメッシュの髪かみの毛が目立つナガタさんは、政治の人ではありません。選挙の宣伝戦略のために、広告代理店から出向してきてもらっている、本物の広告マンさんです（選挙のプロモーション戦略を広告代理店に依い頼らいするのは、最近はどこの政党でも当たり前なんだそうです）。

「この際、副総理には泣き虫キャラで言ってもらいましょう」

　わたしはナガタさんが何を考えているのかさっぱり分かりませんでした。

「ま、待って下さい！　わたし、勉強しますから!!」

「いえいえ、ウケてるものを無理にテコ入れする必要はありません」

「でも、政治家は政策のことを知ってないと……」

「なに言ってるんですか、政治家が政策のことを知ってるなんて当たり前じゃないですか」

「当たり前でいいと思います！」

「これは当たり前のことに変化を求めている国民の声だと……」

「違います！　絶対に違います!!　本部長もそう思いますよね？」

　わたしは寺島本部長さんに助けを求めました。

「や～。黙だまってるほうが票になるんなら、わたしはかまいませんが」

　寺島さんは顎あごに手を当てて、さらりと答えるばかりです。

「じゃ、じゃあ、わたしは何もしないほうがいいんですか？　何もしなくてもいいんだったら、歌を唄うたってたってかまわないっていうんですか!?」

　ナガタさんが両手をパーンと叩たたきました。

「いいですよ、ソレ！」

　ＣＤデビューが決まりました。




○月×日




　ホントにレコーディングをすることになりました。

　車はスタジオに着いて、プロデューサーのつんきゅ♂さんに紹しよう介かいされて、握あく手しゆをされて、ブースに案内されて、楽がく譜ふを渡わたされて、五秒もしないうちに言われました。

「さあ、もう準備ＯＫやな」

「ええっ!?」

　訳が分からないうちに収録開始です。

「音程ズレとるで」

　それは……、楽譜を覚えてないですから……。

「まぁ、ええかな？」

「いいんですか!?」

　何が何だかさっぱりわからなかったけれど、歌手みたいなことが出来て、今日はちょっと楽しかったです。

　出来上がりが楽しみです。




○月×日




　デモＣＤが出来たので聴きかせてもらいました。

　…………たぶん、二度と聴かないと思います。




○月×日




　歌番組に出ることになりました。

　断るもなにも、朝、新聞のテレビ欄らんを見ていたら「副総理、唄う！」と名前が載のっていたので、断りようもありません。

「口パクで唄っちゃいなよ」

　テレビ局に向かう車の中で、ナガタさんが教えてくれました。

「ＣＤ用に声を綺き麗れいに修正したバージョンがあるから、それを流してもらっちゃいなよ」

　最近の技術って凄すごいんだなって思いながら、わたしはホッと安心して、番組にのぞみました。

　それでも衣い装しようを着たり、メイクをしてもらっている間は心臓が爆ばく発はつするぐらいドキドキして、人と言う字を何度も何度ものみこんだりしました。

　番組が始まり、わたしの歌になりました。

　スタジオ中のスポットライトがわたしに向けられます。マイクを握にぎる手のひらはもう汗あせでぐっしょりとなっていて、心臓は信じられないぐらいにばくばくとしだして止まりません。わたしの前方にはカメラマンさんとか、ディレクターさんとか、ナガタさんがいるのですが、頭の中は真っ白で、何も分かりません。

　前奏が流れてきます。

　わたしはＣＤの歌声に合わせて口を開いていればいいんだからと、それだけを祈いのりの言葉のように胸で繰くり返しました。

　ところが、前奏が終わっても、ＣＤの声が流れてきません。

　びっくりしてスタジオの隅すみにいるナガタさんを見ると、ナガタさんはこんなボードを手にしていたのです。

『現場にトラブルはつきものダヨ』
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　そ、そ、そんなぁ～～～～っ！

　とりあえず声を出したら、その時点で音が半分飛んでいて、もう、聞いてもらうのも忍しのびないような歌声を三分もの間、全国のお茶の間に放映させてしまったのでした……。

　局のあとに司会者さんたちがコメントしてくれました。

「初うい々ういしいね」「緊きん張ちようして歌えなかったみたいだね」




　どうやら、わたしのせいになるみたいです……。




　番組が終わると、テレビ局の人が出演記念にと出演シーンの入ったビデオテープをプレゼントしてくれました。

　わたしは怖こわくて、一度も見ていません。




○月×日




　ナガイさんは今日も上じよう機き嫌げんです。

「インターネットで曲を公開したんだけど、すごいダウンロード数だよ！」

　……また、わたしの知らないところで話が大きくなってるみたいです。

「つんきゅ♂とも話してるんだけどさ、ＣＤはノン編集の生歌バージョンと、昨日のトチリバージョンのカップリングで出そうかと思ってるんだ」

「な、なんでわざわざ下手なほうを出すんですか!?」

「やー、マニアはそういうのを喜ぶんだよねえ」

　そんなぁ……。

「あ、寺島本部長。ボーナストラックで、副総理が日本党のマニフェストを読み上げるってのはどうです？」

「いいですね。副総理、お願いします」

　選挙に協力できることなら、しますけど……。

　そしたらナガタさんはメッシュの髪かみをかきあげて、

「録音は一発本番。トチってもテープは止めずにそのまま収録するからね」

　やめてください～～～～！

「やー、マニアはそういうのを喜ぶんだよねえ」

　健太くん、ここは恐おそろしいところです。




○月×日




　言われた場所に来てみると、ニコニコ顔のナガタさんがやってきました。

「水着写真集、出しちゃうから！」

「で、でも、わたし、水着持ってきていませんし……」

「あ、コレに着き替がえればいいから」

　と、ナガタさんが用意してくれた水着は不思議なことに、わたしのサイズにぴったりなのでした。

　健太くん、ナガタさんは恐ろしい人です。




○月×日




　日本党の支持率がまた上がったみたいです。

　わたしは有権者のみなさんが何を考えているのかわかりません……。




○月×日




　応おう援えんのため訪おとずれた遊ゆう説ぜい先で、市民党の京極党首とばったり遭そう遇ぐうしました。

　京極さんはわたしの顔を見るや、マイクを握り、

「お前なんか大っきらいだ～っ！」

　と叫さけんで、選挙カーごと逃にげていきました。

　いったい、何があったんでしょう……。




○月×日




　市民党でも、党首に歌を唄うたわせようとかそういう話になってるみたいです。

　それに対して、京極さんは「そんなの政治じゃない」と必死に抵てい抗こうしているとのこと。

　京極さん、頑がん張ばって下さい。

　わたしは京極さんを応援します。




○月×日




　日本の果てに行ってきました。

「副総理！　尖せん閣かく諸島に行きましょう！」

　はじまりは寺島本部長さんの提案でした。

「島に上陸して、国旗を立てて来て下さい！」

　尖閣諸島というのは、沖おき縄なわのはじっこにある島です。いちおう日本領なのですが、最近になって中国が「自分の島だ」と言い出したことから両国の間で争いの種になっています。

　先日、その島に中国の人が無断上陸をしたのですが、その件について、京極党首が中国大使を呼びつけて、激しいクレームをつけたというのです。

「市民党に負けるわけにはいきません！」

　顎あごをなでながら断言する寺島さんです。

「そんなことしたら、隣となりの国との関係が余計に悪くなると思うんですけど……」

「選挙で負けてしまえば、外交もなにもありませんよ！」

「それも無責任なような……」

　すると、ナガタさんが手をあげました。

「ワタシも副総理が尖閣諸島に行ったほうがいいと思うな」

「そうなんですか!?」

「だって、今は愛国心がブームでしょう？」

　健太くん、ここは恐ろしいところです。

　石いし垣がき島じまには飛行機で一時間半。そこから船に乗って、尖閣諸島に行ってきました。

　することは旗を立てるだけなので、すぐに自由時間になったのですが、なぜかわたしを置いて、船が出ていってしまいました。

　携けい帯たい電話も圏けん外がいです。

　ここは日本の果ての果て。人工の光がまったく届かない空と海と島だけの世界です。

　東の空からどんどんと闇やみが迫せまってきます。

　海鳥の鳴き声と、潮しお騒さいの音だけが聞こえてきます。

　健太くん……、ここは本当に怖こわいところです。




○月×日




　救助されました。

　東京に戻もどってみると、わたしが島を去る船に手を振ふる姿に被かぶさって「国土は必ず守る」とかいうナレーションが挿そう入にゆうされたＣＭが流されていました。

「副総理、いいフィルムが撮とれましたよ！」

　ナガタさんも寺島本部長も上じよう機き嫌げんです。

　健太くん、わたしは何を信じていいのでしょうか。




○月×日




　置き去り事件を知ったのえるさんから、お見み舞まい電話がかかってきました。

「連中は死んだら死んだで同情票が手に入るぐらいにしか考えてないから、気をつけなさいよ～」

　尖閣諸島問題について質問したら、

「沖縄の米軍基地でも移設したら？　連中、喜んで守ってくれるんじゃない？」

　なるほど……。




○月×日




　ナガタさんの話によるとＣＤは売れてるみたいです。

　聴き～か～な～い～で～～～～っ。




○月×日




　官かん邸ていのスタッフの人に、ぽん、と肩かたを叩たたかれました。

「音おん痴ちでも、頑張って生きてる人はいるからね」

　わたしは何のために副総理になったのでしょうか……。




○月×日




　市民党のほうでは、政治の話しか出来ない京極党首を辞やめさせるべきだ、という論議が浮ふ上じようしているそうです。

　わたしは京極さんを応おう援えんしなければと思って、マスコミの取材を受けた時に、

「京極さん、辞めないで下さい！」と訴うつたえました。

　そしたら市民党さんでは、もう絶対に京極党首を辞任させるべきだ、という空気がますます決定的になってしまいました。

　おかしいなぁ……。




○月×日




　京極さんは党首残留を条件に、ＣＤを出すことを受け入れたみたいです。

　それが正しいことなのかどうか、わたしはぜんぜん分かりません……。




○月×日




　今日は立候補者の応援演説をしに、新にい潟がたまでやってきました。

　政策の話はしてはいけないと寺島本部長さんに釘くぎを刺さされているので、挨あい拶さつをしたら、すぐに間が持たなくなります。

「副総理、一曲唄うたっちゃえば？」

　準備のいいことに、すぐにカラオケが流れてきました。

　唄ってる間、聴ちよう衆しゆうのみなさんの視線が痛かったです。




○月×日




　市民党の京極党首が、サウナ耐たい久きゆう世界新記録を作りました。

「私はどのような国難にも立ち向かえる体力がある！」とか言い出して、二四時間耐久サウナに挑ちよう戦せんしたらしいです。

　マスコミが向けるマイクを握にぎって、こんなことを宣言してました。

「私はどんな勝負でも、副総理には負けない！」

　あぁ、京極さんまで…………。

　わたしは申し訳ない気持ちで一いつ杯ぱいになっていたのですが、隣となりにいたナガタさんが

「副総理、こっちもサウナに入りましょう！」

「えっ!?」

「あれは挑戦状です。引き下がれば負けなんです！」

「で、でも、政治とサウナにどんな関係が……」

「そんなことは選挙が終わってから考えて下さい！」

　三六時間、サウナ室に閉じこめられました。

　わたしは、何をしているのかわかりません……。




○月×日




「副総理、バンジージャンプをして下さい！」

　ナガタさんがそんなことを言い出しました。

　京極さんが「私はどのような恐きよう怖ふにもひるまない！」とか言い出して、遊ゆう説ぜい先にあった施し設せつでバンジージャンプをしたんだそうです。

「さ、副総理も飛びましょう！」

「で、でも、政治とバンジージャンプにどんな関係が……」

「関係なくても、バンジーは飛べます！」

　それはそうなんだけど……。




○月×日




「副総理、跳とび箱を跳んで下さい！」

　京極さんがバラエティ番組に出演して、十三段跳びをしたそうです。

　わたしも挑戦することになりました。

　身体からだごと激げき突とつして、崩くずれた跳び箱の下した敷じきになりました。

　入院しました。




○月×日




　ひさしぶりにのんびりと出来ました。

　テレビを点つけると、京極さんが熱湯風ふ呂ろに入ってました。

　退院したくない……。




○月×日




　健太くんが陣じん中ちゆう見み舞まいに来てくれました。

　のえるさんの話ばかりしてくれました。

「もー、ほんとに付き合いきれないよー」

　ホントに好きなんだな、って思いました。




○月×日




　選挙もいよいよ大おお詰づめ。

　今日はテレビ局で開かれる党首討論会に参加しました。

「私は国民のためならこんなことまで出来る！」

　京極さんは、いきなり席を立つとズボンを脱ぬいで、パンツに割り箸ばしを突つっ込んで、フンと折ってくれました。

　あのう……、わたしもやるんですか（泣）？




○月×日




　消えてなくなりたい……。




○月×日




　選挙最終日。

　新宿で最後の街頭演説をしていたら、京極さんの選挙カーと出くわしました。

　そしたら京極さんは、ピーナッツを取り出すと、それを鼻の穴につめて、鼻息で噴ふき出してみせると、それを口でキャッチしてくれました。

「私は負けない！」

　うわははははは、と高笑いを残して選挙カーは去っていきました。

　京極さん。どうしてそんな人になっちゃったんだろう……。

　健太くん、わたしは何だか申し訳のない気持ちになりました。




○月×日




　投票日です。即そく日じつ開票で日本党の勝利が決まりました！

　やった～！

　やっと馬ば鹿かなことをしなくても済むよお～っ。

　政治に関係することをした記き憶おくがまったくないのですが、考えないことにします。

「大勝利だね、おめでとう！」

　健太くんがお祝いにかけつけてくれました。

「のえるも総理に戻もどる気になったみたいだよ」

「本当!?」

　わたしはうれしくて、たぶんこれまでの一生で一番うれしくて、跳び上がって喜びました。普ふ段だん、人前でそんなふうにはしゃいだ姿を見せたりしないので、健太くんは驚おどろいた顔をしました。

　だって、副総理の仕事を続けなくても済むかと思うと……。

　のえるさんは凄すごい。本当に凄い。

　こんな世界でオトナの人たちと対等に渡わたり合っていられるんだから、わたしなんか足あし下もとにも及およばない。

「わたし、のえるさんを見直しました……」

「いやいや、ほのかちゃんが、のえるを見直すことなんて全然ないんだって」

「でも、選挙をしてみて、のえるさんの凄さが分かった気がします」

「それが面めん倒どうで逃にげたんだよね」

「えっ……？」

「選挙中は二四時間拘こう束そくされるだろ？　それがイヤでほのかちゃんに代わってもらったんだって」

　え～～～～～～～っ！

「だから、選挙が終わったから総理に戻るんだってさ。……あれ？　ほのかちゃん、どうしたの？　顔が真っ青だよ！　ちょっと、ちょっとお医者さん呼んでこようか!?」

　健太くん、わたしは立ち直れそうにありません……。





















　神さまなんていない。わたしはそう思う。




　わたしは、自分が産まれた瞬しゆん間かんを覚えている。

　何も見えない真っ暗な世界、ひんやりと冷たい鉄の中で、わたしはずっと目を開けていた。

　どれぐらい待っただろう。上も下も右も左もわからない闇やみに、とつぜん四角く切り取られた光が射さして、二つの大きな手が現れた。名も知らぬ駅員さんが、わたしを取り出してくれたのだ。

　わたしは裸はだか同然に捨てられていて、身元を調べられるようなものなど、何も残されていなかったそうだ。

　本当に不要な子供だった、ということだ。

　だからわたしは、コインロッカーから産まれたことになる。




　わたしを引き取ってくれた神父さんは、本当に優やさしい人だった。

　困っている人を見ると放ほうってはおけない人で、わたしの他ほかにも、何人もの身よりのない子供を引き取っては育てていた。

　どんな時でもニコニコとしていて、怒おこった顔というものを見なかった。

　二言目には「正しく生きていれば、必ずイイコトがあるよ」といって、何事にも捨て鉢ばちになりがちなわたしたちの背中を押してくれた。

　神さまという人には逢あったことも見たこともなかったけれど、神父さんがそこまで尊敬している人なら、さぞかし素す晴ばらしい人なんだなって思った。

　神父さんは、助けたホームレスの人に刺さされて死んだ。

　神さまなんてホントにいないんだな、って思った。




　施し設せつはなくなり、わたしたちは世の中に放り出された。

　ひねくれている余よ裕ゆうはなかった。

　毎日を生きるのに必死で、誰だれかを恨うらんだり、運命を憎にくんでる暇ひまもなかった。

　どれだけみじめな暮らしをしていたかを知ったのは、泥どろ棒ぼうをして留置所に入れられた瞬間、盗ぬすみをしなくても御ご飯はんを食べられることに感動している自分に気付いたときだった。

　涙なみだは出なかった。悲しさとか悔くやしさとか、強い感情は浮うかんでこなかった。




　ああ、こうやって、人間終わっていくんだ……と、他人ひと事ごとのように悟さとるような気持ちが胸を漂ただよっていた。




　もともと間ま違ちがって生まれてきた子供が、遅おくれて回収されるだけのことだ。いらない細さい胞ぼうが死んでいくようなものだ。誰にも求められていない人間が、この世から消えていくのは自然なことだ。あるべき姿だ。

　そんな思いにとらわれていた時──小野寺さんと出会った。

　わたしの話を小野寺さんはじっと聞いてくれ、涙まで流してくれた。

　わたしの代わりに泣いてくれたんだ、と思った。

「キミの話をもっと聞かせて欲しい」と言われた時、わたしは全身が震ふるえた。

　わたしでも誰かのために役に立てることがあるんだと思った。

　この人のために働きたいと思った。

　小野寺さんは報道の仕事をしていた。わたしは言われるままに行動した。

　スクープをでっちあげるために、悪いこともした。

　ありもしない罪を作り上げることに、最初はためらいを覚えたけれど、小野寺さんは、世の不正を糺ただすには必要なプロセスなのだと言ってくれた。

　小野寺さんがそう言うのだから、そうなのだと思った。

　わたしは自分を信じることが出来ない。だから自分が感じることが正しいとも思えない。

　だから、わたしは考えない。

　武器は考えない。だからこそ武器でいられる。




　神さまなんていない。

　願いは自分で叶かなえなければいけない。

　だからわたしは武器となる。

　わたしには命ぐらいしか差し出せるものがないから、悪いことをしてでも、わたしを必要としてくれる人のために働くだけだ。

　それ以外の生き方を、わたしは知らない。























　東京から高速道路を西にのること約二時間。

　霊れい峰ほう富士を横目に河かわ口ぐち湖こインターチェンジを降りて、さらに三〇分進むと、うっそうと緑が生おい茂しげった樹海が見えてくる。

　──青あお木きヶが原はらの大樹海。

　富士山の裾すそ野のに広がる、日本有数の森林地帯である。

　鉄分を多く含ふくむ地じ盤ばんが形成されていることから、コンパスも作動しないミステリーゾーン、迷い込んだら二度と出られない自殺名所、と呼ばれることもある。

　その大樹海の一角に、今はもう、誰だれにも思い出されることのない建築群がある。

　東京ドームを軽々と二〇個は吞のみ込めるような広大な敷しき地ちの中に、お城やジェットコースター、観覧車やメリーゴーランド……だったものが、打ち捨てられたまま、呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいる。

　ボウリング教団ご一行様を乗せた貸し切りバスが止まったのは、遊園地になるはずであった場所のために作られた、がらがらの駐ちゆう車しや場じようであった。

　バスというバスから降り立った信者たちは、誰も彼もが呆然とした。

　フクダさんもそうだし、健太も、アヤもだ。

　ただ、のえるばかりが陽気な顔でバスから出てくると、ぴょんぴょんとステップを踏ふんで、みんなの前に立った。

「のえる、これは何の冗じよう談だんだ……？」

　冷ややかな目に、怒いかりを含んだまなざしでアヤが訊たずねた。

　えへん。

　のえるは胸を張って、人差し指を掲かかげた。

「さあ、ここがわたしたちの新天地よ！」

　廃はい墟きよと化した遊園地しか見えなかった。

「これのどこが新天地なんだよ～っ!!」

　健太がつっこんだ。

　するとのえるは他人ひと事ごとのように、

「夢の国というより悪夢って感じよね」

「自分で言ってどーするんだよ!?」

「こんなトコに来て、どうするつもりだ、折原のえる？」

　右から左から、アヤと健太が詰つめ寄った。

「ぶっちゃけ、全国展開なんかしようとしたのが間ま違ちがいだったのよ」

「はぁ？」

「街の中に拠きよ点てんを作ったって、付近住民に文句は言われるわ、肩かた身みも狭せまく生きなくちゃならないわ、いいことなんてまるでナシだったじゃない」

　と、のえるは肩をすくめてみせる。

「それを理解してもらうのが、アンタの仕事でしょう！」

　アヤが口を尖とがらせた。

「意味ない意味ない」のえるは手をひらひらと左右に振ふり「あたしたちは冷めた世代なのよ。もっとクールに行かなくちゃ」

「クール？」

　健太は首を傾かしげた。

「そうよ」

　のえるはキラリと目を輝かがやかせて、拳こぶしをたかだかと振り上げた。

「名付けて、引きこもり作戦！」

「そんなことしたら、ますます怪あやしまれるよ!!」

　がーん、と健太はなった。

「まあ、見てなさいってば」

　と、のえるはいたずらっ子の目をするばかりだった。







　──その昔。

　どこからともなくお金が泡あわのように沸わいてくる時代があった。

　今はもう一〇年以上も過去のことだが、バブルという。

　のえるたちがたどりついた廃墟も〝世界一のテーマパークを作るのだ〟と、商社大手が旗振り役となって一九八〇年代に建設が始まった、夢のあぶくの一つであった。世界一のスケールと、世界一の予算を注つぎ込めば、世界中から押し寄せるお客さんの数も世界一になるはずであると、実にほがらかなプロジェクトが組まれて、ものの見事に崩ほう壊かいした。

　九〇年代初頭のバブル崩壊によって運営会社は倒とう産さんし、社長は自殺。施し工こうを請うけ負った建築会社は次々と手を引き、アミューズメントパークは完成を間近にして放ほう棄きされることとなった。

　まさに夢のあと、であった。

「私が大学に進学する頃ころはもう、大学生でも就職できないのが当たり前みたいな状じよう況きようで、バブル世代の人たちがすっごく羨うらやましかったんです」

　窓の外を見ながら、宮みや添ぞえ野の々の子こはアナウンサーらしい、伸のびのある声をもらした。

　早朝、である。

　急な冷え込みもあって、富士の裾野は一面の霧きりに包まれていた。立ちこめる靄もやをかき分けるように一台のワゴン車が疾しつ走そうしている。

　──13ｃｈ。

　灰色のワゴン車には、テレビ局のロゴマークがくっきりと記されていた。

　八人乗りの車には、野々子をはじめ、六人のスタッフが同乗していた。

「バブル世代はバブル世代で出生率がやたらと高くて、受験でさんざん苦労したんだ。彼らに言わせれば、今の若い連中のほうが勉強しなくていいって返事が戻もどってくるぞ」

「あ…………」

　見識のない発言をしてしまったことに気づき、と野々子は口に手を当てた。

「報道に携たずさわる人間が、一面からしかモノを見ないようでは失格だな」

「す、すみません……」

　耳たぶまで真っ赤にして、野々子は肩をすくめた。

「ジャーナリストたるもの、自分の感情だけでモノを言うことだけはしてはいけない」

　ちなみに、この台詞せりふを言っているのは小野寺である。

　のえるが耳にしたら、どひゃ～っ、と頭からひっくり返りそうな台詞だが、野々子は目をきらきらとさせながら小野寺の言葉を胸に刻んでいた。

（あ～～～、さすが小野寺さんは素す晴ばらしい言葉を言われます～～～～）




「ちゃんと準備はしてきたか？」

「はい！」

　元気よく答えて、野々子は愛用の安全ヘルメットと取材用のマイクを見せた。

「馬ば鹿か、折原のえるが買い取った施し設せつの下調べだ」

「あ…………」

　野々子はまたまた頰ほおを桜色に染めた。

「折原総理と聞くと、自転車の追いかけ取材を思い出しまして、つい……」

　瀬せ戸と内ない海かいに追放されたのえるが、自転車を漕こいで東京に向かうところを、野々子はテレビ局の取材で追つい跡せきインタビューした思い出がある。

　とても鮮せん烈れつな体験で、今でも昨日のことのように思い出すことが出来る体験だった。

「まったく……、そんな緊きん張ちよう感かんでは、いつまで経たっても現場リポーター止まりだぞ」

　やれやれ、と肩をすくめて、小野寺は窓の外を見た。

　気付くと、さっきからクレーン車だのダンプカーだのブルドーザーだのといった工事車しや輛りようが、列を成して隣となりの車線を走っていた。

　のえるのいる遊園地に向かう道に分ぶん岐きしてからはずっとだ。

「……ん？」

　道の先に、検問が見えた。

　黄色いヘルメットをした作業員がこちらを見つけると、くるくると指示棒を回して、ワゴンに停とまるよう促うながした。

「工事とは関係ない車輛は、ここでいったん停車してくださーい」

　聞き覚えのある能天気な声に、小野寺は窓を開けて身を乗り出した。

　すると、作業員はだぼだぼに余った袖そでをくいっと動かして、ぶかぶかのヘルメットを上にあげた。

「あーら、デラオノちゃん。こんな朝早くからどしたの？」

　ちょっと業界人っぽく、名字を逆に言う。

「お前こそ、なんでこんなところに突つっ立ってるんだ！　折原のえる!!」

「超ちよう特急で工事を進めてるから、教祖も遊んでられないのよ～」

　と言いながら、続いてやってきたワゴンにも停車を指示した。

「私らは貴様の施設を取材に来たんだ。入れてもらおうか」

「ここからは遊園地のために整備された私道なので、あたしの許可なく進入することは出来ませ～ん」

「取材拒きよ否ひするつもりか!?」

「いえいえ、とんでもございません。出入りするたびに私道の使用料を払はらっていただければ、いくらでも進入していただいてけっこうです」

「わかったよ、いくらだ」

　にこりと、のえるは答えた。

「一〇万円です♪」

「ぼったくりじゃないか！」

「なに言ってんのよ。あたしたちは見に来てくれってお願いしてるわけじゃないのよ。見たいならお金払う、見たくないなら払わない。普ふ通つうのことだと思うけど？」

　すると、隣に乗り付けた他局のワゴンから、

「カメラマンもいれて五人入りたい」

「まいどありぃ♪」

「じゃあ、お先～！」

　視し聴ちよう率りつで激しいつばぜり合いを続ける５ｃｈのワゴンが朝あさ靄もやの彼方かなたに姿を消していった。

「で、13ｃｈさんはどうします？　デラオノちゃん」

　デラオノちゃんは苦にが虫むしを嚙かみつぶしきった顔をした。

「領収書は出るんだろうな！」

「まいどありぃ♪」

　私道に入って、二、三分ほど進むと、薄うすくけぶる霧きりの向こうにぼんやりとお城のシルエットが浮うかび始めた。

　近づくほどに、その巨きよ大だいさに目線が上がってゆくメインキャッスルは、さすがの小野寺も息をのむほどの偉い容ようを示した。

「これだけでいくら賭かけやがったんだ……、馬鹿馬鹿しい」

　それでもしっかりと毒づきながら、ワゴン車は駐ちゆう車しや場じように入ろうとすると、係員がかけよってきた。

「ここは駐車場だろう！　車を停めて何が悪い」

「報道向け特別駐車代、一〇万円です」




　　　　♣




「ふざけやがって！」

　ワゴンから降りるや、小野寺は足あし下もとにあった小石を蹴けりつけた。

　道路代に駐車料も払えば、いくらなんでもオシマイだろうと思っていたら、

　──遊園地に入りたいなら、報道向け特別入場料一〇万円いただきます♡

　誰だれが払うか、と思ったのだが、

　──ちなみに記者会見は会場内で行います♡

「くそ、この仕返しは絶対にしてやる……」

　ほとんど落書きのような文字で『にゅーじょーけん』と書かれたチケットをくしゃくしゃに握にぎりしめて、小野寺は歯ぎしりをした。

　いっぽう同じワゴンに乗っていたカメラクルーたちは機材の荷降ろしを始めていた。

「ここ、なんにもねーよな」

「近くのコンビニまで何分あったっけ？」

「三〇分ぐらい前に見たよーな……」

「……おいおい、そのたびに一〇万円取られるのか？」

「いや、そのへんは小野寺さんの決済だからいいけどさ、このまま長期戦になって、張り込むことになったら、一日三食ぜんぶ冷や飯になるんだぜ」

「勘かん弁べんしてくれよ～！」

　最後のほうの会話は小野寺まで聞こえてきていた。

「後ご藤とう！　石いし塚づか！　取材スタッフが張り込みぐらいで音ねをあげるな！」

「小野寺さんが現場リポーターやってた頃ころとは時代が違ちがうんスよ～！」

　他局のスタッフの間でも、似たような悲鳴があがっていた。

　そこへ。

「えー、暖かいお弁当、暖かいお弁当はいかがですかー？」

　駅弁売りのような籠かごを首からぶら下げて、巫女みこ服を着た売り子たちが現れた。

　先頭にいるのは、のえるだ。

　５ｃｈのスタッフが声をかけた。

「なにがあるんだい？」

「幕の内、唐から揚あげ、カツ丼どん、焼き肉、鮭しやけ弁当がございま～す」

「んじゃ鮭弁。お茶もね」

「一ヶ、二〇〇〇円になりまーす」

「ちょっと待て！」

　小野寺が割り込んできた。

「お前ら、足下見られてるのに買うのか？」

「取材ですよ、小野寺さん。毒が入ってたら入ってたでスクープ賞取れるでしょう？　あ、領収書お願いね」

「かしこまりました♪」

　すると後藤や石塚、野々子たちも次々と手を挙げだした。

「ちくしょう、オレも負けてらんねえ。カツ丼一つ！」「オレも！」「私も！」

　こうして一〇〇食分のお弁当は、瞬またたく間まに売り切れた。




　ぐるぐるぐるきゅ～っ。




　腹の虫が鳴った。

　結局、小野寺はその日、一食も口にしなかった。

　すでに日は落ちていた。

　季節はまだ秋、十月とはいえ、ここ数日の冷え込みと強風で、駐車場は冬のような寒さになっていた。

「えー、一〇万円のカイロ、一〇万円のカイロはいりませんかー」

　また、能天気な声で売り子がやってきた。

「こら！　折原のえる!!　記者会見はいつになったら始めるんだ!?」

「あ、売り子やってるほうが面おも白しろいから、明日にしちゃった」

「しちゃった、じゃないだろう！　貴様はこんな場所で夜をあかせとでも言う気か？」

「ご希望ならばホテルにご案内できますけれど」

「本当か!?」

「一いつ泊ぱく一〇万円で」

「いらん！」

　小野寺は寒風吹ふきすさぶ駐車場で夜を越こした。

　そして風邪かぜを引いた。







　小野寺が世界中のイライラを一身に集めたような顔をして、暗くら闇やみに煌こう々こうと輝かがやくメインキャッスルを見上げている頃、その城の中では──。

　芸能人の結けつ婚こん式しきも開けそうな催さい事じ場じようのひな段に、今日一日で報ほう道どう陣じんから巻き上げたお金が積まれていた。

　巫女団による集計が終わったところで、のえるが訊たずねた。

「本日の売り上げは？」

　フクダさんが誇ほこらしげに答えた。

「五七四三万六八九〇円です」

　おおおおお、と会場いっぱいに集まった信者たちから、どよめきの声が上がった。

「こんなのは序の口よ」

　軽々とのえるが言うと、さすが教祖さまだ……と感動をもらす信者たちすら現れた。

「分かった？　引きこもり作戦の意味？」

　マイクを片手に、のえるは先生みたいな仕草をした。

「他人の居場所を奪うばおうとするから、いろいろ揉もめ事が起こるのよ。誰だれもいないところに行けば、連中も文句のつけようがないし、ライバル店がないから、お店だって建て放題でしょ？　放ほっといたって連中は、あたしたち目当てに集まってくるんだから、利益も独り占じめよ！」

「馬ば鹿か馬鹿しい」

　集計作業を手伝わされていたアヤが毒づいた。

「マスコミだって馬鹿じゃないわ。こんなこと長続きするわけがないだろう」

「まあ、今日のはちょっとした先制パンチみたいなものよ。明日になったら、そっくりそのまま返金してあげましょ」

　ええええ～～～～、と信者たちの間から不満の声が上がった。

「返すことありません」「仕返し出来てせいせいしたのに」「これまでの詫わび料です！」

「まあまあ」

　マイクを片手に、のえるは一同をいなした。

　指導者には従順な信者たちである。会場はすぐに静まりかえった。

「あたしたちは世間から完全に疑われているわ」

　すると信者たちから不満の声があがった。

「それは……！」

「言いたいことは分かるわよ。でも、あっちがこっちを理解してくれないかぎり、どっちかが日本を出て行くしかなくなるのよ？」

「……………………」

「ナメられないようにファイティングポーズを決めるのも大事だけど、相手を殴なぐったりするのはもっとダメなのよ。もっとココを使わなくちゃ！」

　と、のえるは人差し指を自分の頭に指して見せた。

「それが今日の悪ふざけか？」と、アヤは聞いた。

　ふふん、とのえるは笑った。

「びびらせてから優やさしくするのは、ヤクザのセオリーよ！」




　　　　♣




「ぶえっくしょい！」

　桃もも園ぞの花はな吹雪ふぶきは、信号待ちの交差点でとびきり大きなくしゃみをした。

　隣となりにいた娘むすめのさくらは、心配そうな顔をした。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　お父さま」

「ううむ、東京は寒いな」

　そう言って、花吹雪は自じ慢まんの怒いかり髭ひげをなでた。




　　　　♣




「や、ヤクザのセオリー……」

　怖こわいことをするっと言い出すのえるに、健太は言葉を失った。
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「まあまあ、常に連中の度ど肝ぎもを抜ぬき続けることが大事ってことよ」

「明日からはどうするつもり？　駐ちゆう車しや代だいを一〇〇万円にでもする気？」

　馬鹿にするように、アヤは笑った。

　するとのえるはさらりと一言、

「みんなで遊園地を経営するわ」

「えええええええええ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ！」

　会場にいる信徒たちが全員、声を裏返らせた。

　アヤも度肝を抜かれていた。健太もだ。

「遊園地って、どういうことだよ!?」

　誰もが言いたい台詞せりふを誰よりも早く差し込んだのは、つっこみの速度なら世界最速を誇ってもいいかもしれない健太であった。

「知りたい？」

「教えてよ」

「世界中の神様が一堂に会するテーマパークよ」

「罰ばち当あたりだよ!!」

　健太は、まんがみたいにひっくり返った。

「神様だから著作権フリー！　ちょー有名なのに、キャラクター化しても、ちょータダなのよ!!」

「当たり前だって!!」

「……ちなみに著作権切れの古典からキャラクターをタダで拝借して、これは自分たちのオリジナル作品だと商売を始めるビジネスモデルは、みんなも知ってる、ちょー有名なアメリカ企き業ぎようから拝借しています」

「余計なことは言わなくていいから！」

「そしてこれが、ミッキーマ○スやピカ×ュウに負けじとあたしが考えた、ワールドワイドに通用する齧げつ歯し類るいキャラクター!!」

　と、のえるはボードを取り出した。




『すっとこサル太た郎ろう』




〝ハムスターなのに猿さるなのだ～〟




「訴うつたえられるよ!!!!!!」

「冗じよう談だんよ、冗談。あはははははは」

　のえるは底なしの笑え顔がおを浮うかべるが、健太の顔は真っ青だ。

「あー、心臓に悪い……」

　そしてアヤは呆あきれ果てていた。

「何を言うかと思えばバカバカしい。そんなのただの悪ふざけじゃないの！」

「あたしは本気よ」

　目をキラリと輝かがやかせて、のえるは言い切った。

「教団を株式会社化して、一年以内の上場公開を目指します!!」




「えええええええええ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ！」




　翌日、記者会見場に集まった記者たちも同じように声を裏返らせた。

　ここ数日の冷え込みが噓うそのように思える、ぽかぽかとした昼下がりだった。

　雲一つない晴れ渡わたった空の下、メインキャッスル前の広場にて、のえるによる記者会見は始まっていた。

　集まった報道関係者は二〇〇名を超こえているだろうか。

　誰だれもがあんぐりと口をあける中、真っ先に小野寺が立ち上がった。

「信じられないな。そんなことをして何のメリットがある？」

「あら、事業をするんだから、株式会社化するのは当然の成り行きだと思うけど」

「事業だと？」

　小野寺は鼻で笑った。

「こんな奥地に遊園地を作って誰が遊びに来るというんだ！」

「あら、フロリダのディズニーワールドは山手線ほどの土地をまるまる買収して、その中に点々といろんなテーマパークを配置してるわよ。この樹海も似たようなものじゃない」

「ディズニーは中に電車を走らせているじゃないか！」

「あっちが電車なら、こっちはリニアモーターカーよ」

「リニアモーター!?」

　リニアモーターカーとは、磁石の力を使って走る次世代新幹線のことだ。

　速度は新幹線の比ではなく、東京─大おお阪さか間を一時間で結べると言われている。

　すでに試作車輛は完成しており、あとは線路を敷しくばかりなのだが、建設費もと～ぜん新幹線の比ではないので、ＪＲが民営化された今となっては、建設が現実化されることはおそらくないと言われている。

「寝ねぼけたことを言うな、折原のえる。そんな金がどこにあるというんだ！」

「なんでかこのへん、リニアの実験線が走ってるのよねえ～」

　ああっ、と記者の一人が声をあげた。

　これもまたバブルの時代の華はなやかなりし頃ころ、マジでリニアモーターカーを建設しようと考えた当時の与よ党とうの幹事長が、実験線、という名目でリニア線の建設を承しよう認にんさせてしまった。

　どうせ短い線路なら、東京─成なり田たを結んでみるとか、いくらでも有用な線路の敷き方はあったように思うのだが、その幹事長は「どうせ敷くなら自分の選挙区に」という実に正直な理由で、こんな僻へき地ちにリニアの実験線を作ってしまったのだ。

「タダで走らせてももったいないだろうし、ＪＲにかけあって、駅を作ってもらうわ」

「電車はタダかもしれんが、これだけの工事の費用はどっから捻ねん出しゆつしている？　貴様らお得意の詐さ欺ぎ商法か？」

　ざわっ……、と一帯の空気がどよめいた。

　広場の周りでは、リニューアルオープンに向けての改修工事が続行中であった。

　本格的な技術を持った建設会社の人たちと、肉体作業系を中心に工事を手伝っていた信徒たちの耳にも、マイクを通して交かわされる、のえると小野寺の会話は届いていた。

「どういう意味だ、小野寺？」「俺たちが詐さ欺ぎ師しだと……！」

　そんな会話が現場のそこかしこで交わされ、全体として不気味なざわめき声を生みだしていた。

　真神の裏切りは、彼のことを神のように信しん奉ぽうしていた信徒たちにとって、すぐに癒いやすことの出来ない深い傷になっていた。

　その真神の犯罪行こう為いの一つを、小野寺はあてこすりに使ったのである。

　信徒たちは、そろいもそろって作業の手を止め、怒いかりのまなざしを小野寺に向けた。

（フン、馬ば鹿かめ）

　肌はだにまでちくちくと感じる敵意に、小野寺はほくそ笑えんでいた。

（自分の言葉を持たぬ貴様らの怒りなど、痛くもかゆくもないわ）

　小野寺は見切っていた。

　信徒たちは小野寺を怒りの目で見つめていたが、同時に壇だん上じようにいるのえるに期待するまなざしを向けていた。

（結局、貴様らは、他者に依い存ぞんすることしかできない、弱い人間どもなのだ！）

　小野寺はそのような人間を軽けい蔑べつしきっていた。

　彼らは自分たちだけでは何も行動できない。怒おこる心は人並みに持っていながら、のえるがなんとかしてくれることを望んでいると、彼らの心しん性しようを看破していた。

（そこで私がのえるをやりこめれば、貴様らとのえるの絆きずなもズタズタというわけだ）

　実に陰いん湿しつな目もく論ろ見みである。

「その資金はどこから調達した？　後ろめたいことがないのなら答えてもらおうか、折原のえる!!」

「まあ、何百億かは銀行に借りてるけど……」

「何百億！」小野寺はわざと大げさに声をあげてみせた。「考えたな！　株式会社ならば、倒とう産さんしても資本の範はん囲いでしか責任を問われない。金を借りるだけ借りて計画倒産というわけか！　実に狡こう猾かつな詐欺だ！」

「でも、株式を公開すれば資金調達できるし、キャピタルゲインが発生すれば返済も簡単になるでしょ？」

「私の目には無む謀ぼうな背せ伸のびに見えるがね」

「どういう意味よ」

「宗教団体でいたほうが、何かと便利だろう？」

　にやにやと皮肉っぽい笑みを唇くちびるに浮うかべて、小野寺はのえるに質問をぶつけた。

「数々の免めん税ぜい特権を持っているし、株式会社のように資金の流れを明確にする必要もない。不ふ祥しよう事じを起こしても、信教の自由を盾たてに警察の介かい入にゆうをあれこれと妨ぼう害がいできる」

「でも、企き業ぎようは普ふ通つうに仕事して、キチンと利益を上げているのよねえ」

「企業はまともな人間を雇やとっているだろう」




　ざわっ……。




　広場を包む空気に、痺しびれるような緊きん張ちようが走った。

　少しでも、まともな感性を持つ人間なら、工事現場でシャベルやドリルを握にぎっている信徒たちの怒りの波動が、びりびりと肌に感じられるはずだった。

　ここは、一番近所の警察署からも三〇分は離はなれている場所なのだ。

　小野寺は、それすらも見切っていた。

「後藤、カメラを連中のほうに向けておけ」

　連れん絡らく用の小型マイクでカメラ席にいるクルーに連絡をつける。

「え、工事現場のほうにですか？」

「流血映像が撮とれるかもしれんぞ」

　そして、のえるはそのすべてを分かっていた。

　小野寺の挑ちよう発はつにはのらず、むしろ、鮮あざやかな笑顔すら浮かべてマイクを握り直した。

「あたし、信徒のみんながダメな人間だなんて思ってないから」

　ぴたり、と、ざわめきが消えた。

「誰だれだってやればできるのよ、だからハンディはいらないの」

　言って、のえるは周りで働いている信徒たちをぐるりと見回した。

「信心のない連中でもクリアできることなんだから、と～ぜん、アンタたちなら楽勝出来ちゃうわよねえ！」

「できま──す!!」

　信徒たちは声を一つに拳こぶしを振ふり上げた。

「と、いうわけで、あたしたちの遊園地をさらに面おも白しろくするための提案があったら、みんな！　どしどし出してちょーだい！」

「おおお──────ッ！」

　元々、何かを信じやすい彼らである。

　ノリはひときわよいのだった。




　　　　♣




　──で、後日。

　アトラクション提案会議の日である。

　審しん査さは、ホテルのレセプションルームを使って行われることになった。

　記者会見や発表会も開かい催さいできるように設しつらえられた一室は、スライドやプロジェクターを使ったスクリーン発表も出来るようになっている。

　各部によるプレゼンテーションの順番は公平にくじ引きで決められた。

　審査員席に座るのは、のえると……、

　なんでかしら、健太である。

「あら、健ちゃん。珍めずらしく前向きね」

「僕がいないと、とんでもなく危険な企き画かくが通ってしまいそうだからね……」




　修しゆ行ぎよう部ぶ提案『バーチャル臨死体験』




「あら、宗教っぽくて、いい感じじゃない」

「臨死体験ってのは怖こわいような……」

　のえるの反応は上々だったが、健太は引き気味だった。

「知らないの？　死と再生はアミューズメント・アトラクションの基本なのよ」

「そうなの？」

「遊園地で人気のある乗り物って、ジェットコースターとか怖いものが多いでしょ？」

「あ、言われてみればそうだね」

「バンジージャンプとか、バーチャルに死ぬような恐きよう怖ふを味わえる体験って、怖い怖い言いながら本能的にやってしまいたくなるものなんだって」

「なるほど」

　ムガール部長の説明が始まった。

「えー、足におもりをつけた状態で、酸素ボンベとかもつけずに、一〇分ほど水中に沈しずんで貰もらいまして……」

「そんなことして死なずにいられるのは、修行部の皆みなさんぐらいなものですよ！」




　修行部提案『バーチャル火ひ渡わたり』




「だから死にますって！」




　修行部提案『バーチャル飛び降り』




「バーチャルつければ、なに言ってもいいってわけじゃないんですよ!!」




　葬そう儀ぎ部ぶ提案『ジェットコースター』




　彼女が映し出したスライドには、もともとこの遊園地にあったジェットコースターの線路図がそのまま表示されていた。

　健太が質問した。

「これって、コースターをそのまま使うっていうことですか？」

「はい、お金をかけずに我々のスキルをアピールできるアトラクションを、ということで考えてみました」

　訳が分からず、健太は首を傾かしげた。

「葬儀部のみなさんのスキル……ですか？」

「はい」

　葬儀部部長の彼女はにっこりと天使のような微笑ほほえみを浮うかべた。

「コースターにお乗りいただく前に、お客様全員に、戒かい名みようをつけてさしあげるんです♡」

「縁えん起ぎでもない!!」




　呪じゆ術じゆつ部ぶ提案『ジェットコースター』




　映し出されたたスライドは、これまた、もともとこの遊園地にあったジェットコースターの線路図そのままだった。

　今度はのえるが質問した。

「あんたたちも戒名つけてあげるとか、お墓をプレゼントしてあげるとか、そういうノリなの？」

「うわ、ありそう……」と、健太。

　すると呪術部の彼女はきっぱりと首を横に振ふった。

「いえ、わたしたちはそんな縁起でもないものをつけたりはいたしません」

「つける？」

「わたしたち祈き禱とう師しが横に乗って、イタコを憑つけてあげるのです」

「怖すぎるよ!!」




　工作部提案『イッツ　ア　ス○ールワー○ド』




　提案書の表紙を見た段階で、のえるの目が半分になった。

「……パクリ？」

「いえ、これはあくまで、のえる様がイメージされやすいようにと思いましてつけただけの、我々の完全オリジナルアトラクションです」

　工作部の棟とう梁りようはきっぱりと断言した。

「ふうん、どんなものなの？」

「おい、音楽流せ」

　棟梁がうながすと、用意されていた音楽が流れてきた。

　あまりにも有名すぎる前奏に、のえるは眉まゆをひそめた。

「これって……」




　せかいじゅうー、どこかーしーらー




「やっぱりパクリじゃないのよ!!」

「いえ、我々は歴史の真実から目を背そむけたりはしません」




　せんそうを　していーるよー




「そりゃそうだけどさ!!」

　健太は『×』の札を掲かかげた。

　すると棟梁は不本意そうに唇くちびるをへの字に結び、

「我々は間ま違ちがったことを主張しているとは思いませんが」

「……いや、そうかもしれないけど、夢がなさすぎるような」

「夢とは何ですか？　真実から目をそらし、理想という大義名分で現実を覆おおい隠かくしてしまうことですか？」

「そうはいわないけどさぁ～」

　なんでか健太が押されていた。

「このアトラクションでは、歴史という名の船に乗ったゲストが、文明の曙あけぼのから現在に至るまでの人類の物語を見ていきます」

「は、はあ……」

「刀からミサイルまで、人は何を手にしたところで争いを止やめることがありません。焚ふん書しよ坑こう儒じゆ、十字軍、植民地戦争、二度に亘わたる世界大戦、原子爆ばく弾だん、民族虐ぎやく殺さつ、湾わん岸がん戦争、テロリズム……！」

　言いながら、棟梁は拳こぶしを熱く握にぎりしめた。

　瞳ひとみに炎ほのおが燃えていた。

　棟梁の目には戦争に対する憎にくしみ、そして平和を希求する熱い思いがたぎっていた。

「地球は小さい星です。こんなにちっぽけなのに、さらにそのたった三割しかない陸地を巡めぐって、際限なく殺しあう人間という生き物の愚おろかさ。醜みにくさ、恐おそろしさを描えがくことで、歴史への反省、平和の尊さを訴うつたえる教育的なアトラクションにしたいのです！」





　こーころーは　せーまいー

　だーれかーがーわーるいー

　おーまえーがーわーるいー

　たたかーうーぞー






「言ってることはもっともだけど、絶対ダメ～～～～～～～～～～～～ッ！」




　諜ちよう報ほう部ぶ提案『忍にん者じや屋や敷しき』




　今度は忍にん者じや姿に身をやつした男が現れた。

　忍者なのに、なんでかノートパソコンを片手にしている。

　彼は演台にパソコンを置き、ケーブルをつないで、電源を入れると、マウスを軽快に操作して、スクリーンに忍者屋敷の立体イメージ画像を表示させた。

　忍者なのに……、と健太は思う。

「はっきり言ってこの忍者屋敷は凄すごいです！」

　彼は言い切った。

「自信たっぷりね」

「はい、のえる様にご満足していただくために、我々は世界一の忍者屋敷を考えました」

　と、彼はスクリーンに新しい画像を表示させた。

「ただの迷めい路ろに見えるんだけど……」

　健太は困った顔をした。

　たしかに、新しく表示された画像は、ミラーハウスとかにありがちな迷路を上から撮さつ影えいした設計図のようにしか見えなかった。

「いい質問です、健太氏うじ。一見この迷路、そこいらにある迷路を写し取ってきたかのように見えますが、さにあらず、世界初の迷路なのです」

「なにが、世界初なの？」

「お教えしましょう！」

　どん、と机を叩たたき、男は燃える瞳で言い切った。

「どこにも出口がないんです！」

「はい、次!!」

　健太は部屋の出口を指さした。




　アニメ部提案『美少女聖戦士ノエルーン』




　ナレーションが始まった。




『かつて、日本の領土は広かった……』




「もう、その段階からヤバすぎるよ!!」

　健太は頭を抱かかえて、悲鳴をあげた。

「あ、いえ、いちおう世界進出を考えていますので、国際的に認められていない主張は盛り込んでおりません」

「……ほ、ホントに大だい丈じよう夫ぶなんだよねえ」

「こちらをごらんください」

　アニメ部の部長は、あらかじめ用意しておいた企き画かく書しよを差し出した。

　企画書といっても、わざわざ印刷所に頼たのんでオフセット印刷されたそれは、光こう沢たくのあるビニールコートの表紙に、高価なデザインソフトで作成したとしか思えない本格的な番組ロゴデザインの躍おどった丁てい寧ねいな仕上がりになっていた。

「すごいじゃない」

　のえるは感心の声を漏もらした。

　総理という職しよく業ぎよう柄がら、この手のプレゼン資料というものは目に穴が空くほど見せられてきたが、不特定多数に配るために数千部から数万部を刷り出すパンフレットと違ちがい、関係者だけに配布するために作成される企画書は白黒コピー、よくてカラーコピーが相場であった。

　最近は印刷技術も進んでいるというから、少部数でもこれほどの印刷物を作ることが可能なのかもしれないが、それだけに彼らの意気込みが感じられた。

「どれどれ……」

　表紙をめくると目次があり、次のページには作品の概がい要ようが説明されていた。




（あらすじ）二一世紀、日本は大いなる悪意によって滅めつ亡ぼうの危機に瀕ひんしていた。中学二年生の少女・折原のえるは、日本最さい南なん端たんにある崩ほう壊かい寸前の島・沖おきノの鳥とり島しまを守護島に持つ古代プリンセスの生まれ変わり。同じく失われし日本の領土を守護島に持つ北方四島戦士と共に、日本を守る戦いを始めるのだ。




　びりっ。

　のえるはあっさりと企画書を二つに引き裂さいた。

「論外ね」

「なぜですか～！」「せめてキャラクターデザインを見てから」「僕たちの渾こん身しんの作なんです！」

「だいたい、使命があるから戦えってコンセプトが気に入らないのよね」

「そんなアニメの文法を根底から否定するような!!」

「古代の王女の生まれ変わり？　選ばれし戦士？　結局それって徴ちよう兵へい制せいと同じじゃないの」

「いや、でも、これは悪に対する」

「ふーん、正義の戦争ならやってもいいんだ」

[image: ]

「平和がテーマなんですよ」

「はっはー！　武器を手にして平和なんてよく言うわ！　戦争に反対なんだったら、使命から逃にげて逃げて、ボランティアでもするキャラでも描かきなさいっての！」




　がががががーん！




　部員たちは雷かみなりに打たれたような衝しよう撃げきに言葉を失った。

「だけど、アニメを放映するってアイデアはいいかもね。参考になったわ」

「私たちこそ、目から鱗うろこが落ちました……」




　ともあれ、後は全員一丸となって「のえるランド」の建設に向かって邁まい進しんするだけであった。

　あったのだが……。

　パビリオンのそこかしこで意気揚よう々ようと作業に励はげんでいる面々がいる陰かげで、明らかに意気を消しよう沈ちんさせている者たちがいた。

　ぼんやりと窓の外を見つめる彼らの部屋の扉とびらにはこんな表札がかかっている。

　『拉ら致ち部ぶ』

　燦さん々さんと輝かがやくお日様の下もと、笑え顔がおで汗あせを流している同志を見ていると、のえるを教団に連れてきた当事者の一人であるところのケンは、どうしようもなくうちひしがれた気分になるのだった。

「あ～っ！　工作部の奴やつらはいいよなァ！　のえる様のために働けるんだものなあ！」

「しょうがないだろ、ケン。僕たちは拉致部なんだから、ミッションなんか発令されないほうがいいんだよ」

　声をかけたのは、ケンと共にのえる誘ゆう拐かいを実行した仲間であるところのオミである。

「オミ、お前はのえる様のために何かしたいと思わないのか!?」

「いいじゃない、あんな女のことなんかほっといたって」

　二人の話を聞いていたアヤは、手をひらひらと横に振ふった。

「アヤはいいさ、巫女みこ団に選ばれてのえる様のおそばにいられるんだからな」

「好きで選ばれたわけじゃないわ！」

　本気でムカつくのか、アヤはギロリと睨にらみ付けた。

　しかしケンは話も聞かず、

「あーっ！　代わりてええええええええ、俺が女だったら、のえる様のために寝しん食しよく忘れてお仕えしてええええ！」

　頭を抱かかえて、部屋をごろごろと転がり回る。

　オミもケンの話に頷うなずくところはあった。

「たしかに、のえる様のお役に立てないことは悔くやしくあるね」

「そうだろ？　オミもそう思うよな！　俺たちも頑がん張ばろうぜ！」

　アヤは唇くちびるを尖とがらせた。

「頑張るって何を頑張るのよ、わたしたち、人を拉致するぐらいしか能がないのに」

　ずがががが～～～～～ん！

　ケンは呆ぼう然ぜんと立ちつくすと、がっくりと膝ひざを突ついた。

「そうなんだよな……、俺たち、拉致ぐらいしか出来ることないんだよな……」

「そー、そー、あの女のためにしてやることなんか、わたしたちにはないのよ」

「くううううう！」

　ケンは握にぎり拳こぶしを作って床ゆかを叩たたいた。何度も何度も床を叩いた。

「……それでも、いいんじゃないかな？」

　言ったのはオミだ。

　オミはケンに近づくと、その肩かたを優やさしくなでて、こう言った。

「僕たちがのえる様のために出来ることが拉致だけなら、それを精せい一いつ杯ぱいすればいいんだよ」

「はぁ？」

　アヤは首を傾かしげた。

「あんた、なに言ってんの？」

「拉致だって、人の役に立てることがあるはずだよ！」

「拉致にそんなものあるわけないでしょ!!」

「あるさ！　オミ、そいつをみんなで探しに行こうぜ！」

　熱くうるんだ目をして、ケンは二人の手を握りしめた。

「あほらし」

　アヤはケンの手をはねのけて、部屋を後にした。





『誘拐児童を無事救出！　さわやか青年、大おお手て柄がら！』






　翌日のことである。

　そんな見出しの新聞記事を読みながら、ぶるぶると身を震ふるわせる男たちがいた。

　修しゆ行ぎよう部ぶの面々である。

「やられた～～～～～～～～～～～～～～！」

　手も使わず、スキンヘッドに丸めた頭だけで逆立ちをして新聞を読んでいたムガール部長は、ぴょーんと跳び上がると、頭から、三〇センチほどもある鉄てつ串ぐしが針山のように並べられたマットの上につっこんだ。

　ずん、と重い音がして、針山にモアイ像のような頭を突つき立てる。

　でも、死なない。

　針山が彼の頭皮を突き破れないのだ。

　その隣となりでは、彼の弟・オスマンが鉄板にガソリンを撒まいていた。

「拉致は悪。だが拉致された子供を拉致仕返すのは正義か、ふむ、逆転の発想だな」

　そんなことをつぶやいて、鉄板に火をつけたマッチを投げ入れる。

　ボウ、とたちまち鉄板は燃え上がった。

　その炎ほのおの中に、オスマンは迷うことなく鍛きたえ上げられた黒い足を踏ふみ入れて、感心の声を漏もらした。

「すごい男たちだ……」

　そして五メートルはある灼しやく熱ねつの鉄板を、火傷やけど一つせずに渡わたりきるのだった。

（確かに、してやられたところはある）

　うむ、うむ、と末まつ弟ていであるザンジバルは静かにうなずいた。

　ザンジバルは部屋の片かた隅すみにある専用水すい槽そうで水中座ざ禅ぜんを組んでいるところだった。

　たいしたことはなく、たかだか二〇分、息を止めているだけである。

　男たちはそれぞれの修行を終えると、一日一度の食事を摂とるため、一握りの豆を載のせた杯さかずきを手に、車座に座り込んだ。

「兄者」

　先に口を開いたのは、火渡りのオスマンであった。

「自分はいま、猛もう烈れつに恥はずかしい……」

「のえる様の役に立つことが出来ない己おのれに対してか？」

　ムガールが訊たずねると、オスマンは膝に置いた手をぶるぶると震わせはじめた。

「拉ら致ち部ぶですら人助けをしているのに、修行と称しようして、日な日な己の中に閉じこもっている自分が無む性しように腹立たしいのだ！」

「なに言ってるんだよオスマン兄にい！　修行って元々そういうものだろ!?」

　末弟のザンジバルが声をあげた。

「何を言う、よく考えてもみろ。水の中で座禅を組んで世界を変えられるか!?　燃えさかる鉄板の上を歩くより、そこで卵焼きを作れる人間のほうがよっぽど凄すごいんじゃないか!?」

「だったらオスマン兄にいは、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきから飛び降りても傷一つ追わないムガール兄にいの生き様にも意味がないって言うのかよ!?」

「……たしかに。言われてみればその通りだ」

　重々しく、ムガールは頷うなずいた。

「あ、兄者！　自分はそんなつもりで……」

「オスマン兄にいの馬ば鹿か！　俺たち、この世でたった三人の義兄弟なんだぜ！」

「やめろ、ザンジバル。オスマンの言うことはもっともだ」

「だけど、ムガール兄にい」

「修行とは究極の自己中心だ。のえる様のおっしゃられた『我が身の救済しか考えぬ醜みにくき心』の最たる存在が、我々であったのかもしれぬな」

「でも、ムガール兄にい、だからってどうするんだよ！　これまで修行しかしてこなかった俺たちに今さらどんな生き方があるんだよ！　教団の中ですら、俺たちは自殺部とか陰かげ口ぐちを叩かれているんだぜ！」

　たしかに、とオスマンは首を振ふった。

「自分たちのしていることは、年がら年中自殺を試みておるようなものだからなあ……」

「我々も、己にしか出来ないことをするのだ」

　ムガールは静かに言った。

「自殺するのか!?」

「バカモノ」

　ムガールはザンジバルを一いつ喝かつすると、確信に満ちた顔で立ち上がった。

「自殺しようとしている者を助けるのだ。それも、我々にしかできぬ方法でな」




　数日が過ぎた。




「練炭持ってきた？」「うん」

「ガムテープは？」「あ、俺が」

「締しめ切るのにちょうどいい廃はい車しやがこのへんに転がってるってメールには書いてあったんだけど……」

　暮れなずむ河か川せん敷じきに、ケータイを手にした四人ほどの少年少女が集っていた。

「あと、来てないのはムガールくんだけだね」

「アイツが車の場所知ってんだろ？　肝かん心じんな奴やつが遅ち刻こくしてちゃダメだよナ～」

「自己紹しよう介かいでもしてようよ、あたしら、リアルで会うのは初めてなんだし」

「最初で、最後なんだけどナ」

「あたし、キララ」

「俺、グール」

「……バンチ」

「なんだよ！　みんな、ハンドルネームかよ!!」

　ハンドルとは、ネット上で使うペンネームのことだ。

「いいじゃーん、どうせあたしら死ぬんだし。本名知ったって、意味ないよ」

「俺たち、自殺掲けい示じ板ばんで知り合っただけのメンツなんだしさ」

「まあ、な」

　言って、ハンドルネーム・マコトは、最後の夕ゆう陽ひを見ようと視線をそらした。

　スキンヘッドの大男が目の前に立っていた。

「誰だれっ!?」

「自殺オフのメンバーか？」

　大男の巨きよ大だいな手には、ちんまりとしたケータイが握にぎられていた。

「……お、おまえ、もしかしてムガール？」

　身の丈たけ二メートルを超こす大男はこくりと頷いた。

　マコトもキララもグールもバンチもごくりと息を吞のみ込んだ。

　しかも、大男の背後には同じぐらいの大男が二人もそびえ立っていた。

　諭さとすように、ムガールは言った。

「いいことを教えてやろう。自殺した者は天国にいけぬ」

「はぁ？」マコトは目を丸くした「おまえ、なに言ってんの？」

「命は大切にしろ。私は自殺を止めに来た」

　ぷっ……。

　マコトたちは一いつ斉せいに腹を抱かかえて噴ふき出した。

「馬っ鹿じゃーん！　なにカッコつけてんだよ！　ひひひ、おっかしー！」

「あたしらの命、あたしらがどう使おうと勝手じゃーん」

「そう、俺たちの生き様は、俺たちの自由、わかる？」

「……カエレ」

　するとムガールは、巨大な手を振り上げると、四人をまとめて張り飛ばしたのだ。





「お前たちをそんな人間に育てた覚えはな～～～～～いっ！」






　確かになかった。




　しかし、オスマンとザンジバルは問答無用でマコトたちの首根っこをつかみ挙げた。

「ちなみに自分たちは手段を選ばない」

「てめらが選べる選せん択たく肢しは３つだけだぜ」




　１）高層ビルから飛び降りてみる

　２）ガソリンの撒まかれた鉄板の上を歩いてみる

　３）水中で一〇分ほど息を止めてみる




「どれも死んじゃうよ！」「あんたたち、あたしらを止めに来たんでしょ!?」

「おぬしたち、自殺するつもりではなかったのか？」

「生きてるのが面めん倒どうくさいから自殺するのに、なんで死ぬ時までしんどい目に遭あわなくちゃいけないんだよ!!」

「そんなに言うなら、アンタたちがやってみせてよ、できるの？　できないでしょ！」

「よかろう」

　そう言うと、ムガールは用意しておいたガソリンをアスファルトにぶちまけた。

　ザンジバルが火を放つ。

　たちまち道路が紅ぐ蓮れんの炎ほのおに燃え上がる。オスマンが華か麗れいにコートを脱ぬぎ捨てた。

　その下には耐たい火か綿で織られた白いフンドシが一丁。

「見るがよい！」

　オスマンは胸の前で両手をぴたりと合わせると瞑めい目もくし、灼しやく熱ねつのアスファルトに黒々とした素す足あしを踏ふみ入れた。

「ひっ……！」

　息をひきつらせるマコトたちに、ムガールが言う。

「修しゆ行ぎようによって、弟は炎の中を歩いても焼かれることのない肉体を手に入れたのだ」

「ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっ！」

　マコトたちは悲鳴をあげた。

　オスマンは火ひ渡わたりを終えると、黒くくすぶる足もそのままに彼らに迫せまった。

「さあ、お前たちもやってみろ」

「……へっ」

「火渡りは気持ちいいぞお」

　オスマンは本気なんだか冗じよう談だんなんだか分からない笑えみを浮うかべた。

「た、た、助けて……！」

「自分の肉が焼けていく音や匂においがたまらないんだなぁ」

「何でも言うことを聞きます～～～～っ！」





『お手て柄がら!?　自殺を止めるサイバー説法！』






　翌日のことである。

　そんな見出しの新聞記事を読みながら、ぶるぶると身を震ふるわせる男たちがいた。

　アニメ部の面々だ。

「ちっきしょ～！　うまいこと考えたなぁ～～～～！」

　だん、だん、だん、と手て塚づか部長は足を鳴らして悔くやしがっていた。

「拉ら致ち部ぶも修行部も、のえる様に直接誉ほめて頂いたんだろ？　いいよなぁ～！」

　隣となりにいた足あし塚づかが注進した。

「部長、諜ちよう報ほう部ぶによると、のえる様に頭をなでなでしてもらったそうですよ」

「いいなあ～～！　いいなあ～～～～！」

　手塚は新聞を抱だきしめたまま、部屋の端はしから端へとごろごろ転げ回る。

「俺も、のえる様に頭をなでなでしてもらいたい～～！」

「でも、僕たちアニメ部ですし……」

　しょんぼりと、足塚がつぶやいた。

「そうだよな。俺たち、アニメを作るぐらいしか出来ることないんだよなぁ……」

　手塚と足塚はずーん……と沈しずみ込んだ。

　そんな二人を見て、副部長の首くび塚づかが立ち上がった。

「ええやないか！　ワイらはアニメで人助けをすれば！」

「無理だって！」

「なにが無理なんや！」

「ぶっちゃけありえないよ！　お腹なかをすかした子供たちにアニメがごはんをよそってくれる？　目の前で溺おぼれてる人間をアニメが救ってくれるか？　冷静に考えれば分かることだろ!!」




　ぱしぃ……ん！




　首塚は、手塚の頰ほおを平手で叩たたいた。

「なに言うとるねん！　他ほかの部に出来たことが、ワイらに出来んことあるかい！」

　すると、さっきまでくすぶっていた足塚も声をあげた。

「そうですよ！　他の部もそれで人助けできたんです！　僕たちだって自分のベストを尽つくせば同じことが出来ますよ！」

「そ……そうだよな。俺たちにだって、出来ることあるよな！」

「やりましょう、部長！」

「よぉし、俺たちのアニメ魂だましいを見せてやるんだ!!」

「おお────────っ！」

　と、決意も熱く拳こぶしを掲かかげた面々であった。

　しかし、さすがにアニメで人助けは無理だった。




　　　　♣




　夕方はどこの局もニュースをやっているものだ。

　メインキャッスルの最上階、教祖のために用意されたスペシャルスイートでは、ふかふかのソファに寝ねそべりながら、のえると健太とそばに控ひかえる巫女みこ団たちがテレビを見ていたりした。

『生まれ変わった教団、連日連夜の救出劇！』

　そんなテロップと共に、ニュース映像には教団員たちが映し出された。

　今にも焼け落ちようとしている火宅の中から、子供を抱かかえて現れるフンドシ男。

　強ごう盗とうの手によって銀行に閉じこめられた人ひと質じちを『拉致』して解放する面々。

　涙なみだを流しながら抱ほう擁ようする、救出された人々と家族の姿。

　そして、それを暖かいまなざしで見つめる教団員たち。

　ＢＧＭには感動的なサウンドトラックが添そえられ、何の見返りも求めずに人助けを続ける彼らの功績をダイナミックに讃たたえていた。

　テレビ局の手のひらを返したような変へん貌ぼうぶりに、健太は目を丸くした。

「すごい変わりようだね……」

　チャンネルを変えてみる。

『教団は生まれ変わってなどいない。姑こ息そくなボランティア！』

　こっちは相変わらずだった。

　警察や消防が出来ることを関係のない人間がすべきではない。そんなのは英えい雄ゆう気取りの偽ぎ善ぜんであり売名行こう為いだ、などと一刀両断に事件を切り捨てていた。

　誰だれの番組か記すまでもないが、小野寺のニュースショーである。

「こっちは変わらな過ぎるね……」

　とほほ、と健太はため息をついた。

「いいのよいいのよ。それぐらいがバランス取れてて」

　のえるは平気な様子だ。

「これでいいの!?」

「みんながみんな、いい、いいって言いだすと、かえって誰にも注目されなくなるものよ。いいんだか悪いんだか分からないほうが、自分の眼めで確かめてみよって気になるでしょ？」

「そうかもしれないけど……」

「それにテレビ局だって互たがいに視し聴ちよう率りつで競争してるんだから、白と黒に別れていたほうがどっちも熱を入れて報道してくれるし、そうすれば遊園地のこと、ただでコマーシャルできるでしょ？」

「……えっ、じゃあ何？　記者会見とかで小野寺さんを怒おこらせるようなコメントをしてたのもわざとなの!?」

「ま～ね～」

　テレビはまだ13ｃｈを映している。

「一五秒に一〇〇万円とかかかるんだって、ＣＭって」

「ＣＭってそんなにお金がかかるの!?」

「だったら馬ば鹿かなこと言っちゃって、五分でも一〇分でも番組で取り上げてもらったほうが、ぜんぜん効率のいいプロモーションじゃな～い」

「そこまで計算してたんだ……」

　感心して、健太はテレビに目を移した。

　番組はまだ、教団の悪を執しつ拗ように掘ほり下げている。

　のえるの言葉を聞くと、口くち汚ぎたなく彼女を罵ののしる小野寺の姿が、なにやら滑こつ稽けいなものに思えてくるのだった。




　　　　♣




　日本の場合、調査会社が調べた視聴率は、翌日の午前中には放送局に届けられることになっている。

　毎日お昼前後にテレビ局に到とう着ちやくする小野寺は、スタッフルームの扉とびらを開けた瞬しゆん間かんに、壁かべに張り出された昨日の数字を確かく認にんできるという寸法だった。

　……ひどい数字だった。

　細かいデータを確かめる気にもならなくて、まっすぐに自分の席に向かおうとすると、ディレクターの石塚が、やれやれといった顔で近づいてきた。

「小野寺さん、昨日も５ｃｈに負けましたね」

「そんなことは言われなくても、見れば分かる」

　口をへの字に曲げて、小野寺はカバンを自分の席に投げ捨てる。

「特に両方で教団を扱あつかった時間帯は三倍近い差がついています」

　と、見たくもない分刻みの視聴率表を突つきつけてきた。

「人助けのほうがやっぱり見み応ごたえがあるんでしょうかねえ」

「真神の残した犯罪のほうが重大事件だろうが！」

「しょせんは逃にげ出した前の代表ですからねえ。それに、いいニュースって少ないですから希少価値もありますし」

「そんなものはワイドショーに任せておけばいい！　社会悪を追及しなくて、何が報道だ」

「あーあ、折原のえるが教団に関かかわるまでは、反教団キャンペーンも順調だったんだけどなあ」

　しみじみと、石塚はぼやいた。

「この前もそうでしたよねえ。ドルマンが日本を乗っ取ろうとした時のキャンペーン。あれも黒瀬の失政を追及しているうちは数字がぐんぐんうなぎ登りだったのに、折原のえるが動き始めてから、数字がみるみる落ちてって……。あれからじゃないですか、５ｃｈに逆転されたのは？」

「そうだ、まったくだ、折原のえるめ……」

　吐はき捨てるように言い、小野寺はタバコに火を点つけた。

　ニコチンの強い、キツめの銘めい柄がらである。

「小野寺さん」

「なんだ？」

「反教団キャンペーン、撤てつ退たいしませんか？」

「今さら、振ふり上げた拳こぶしを降ろせと言うのか？」

「体面にこだわってる場合じゃありませんよ。この数字はマジでヤバイっすよ。このままじゃ次の改編期乗り切れませんよ。ただでさえウチの会長は数字にこだわる人なんですから……」

「……数字が、そんなに大事なんですか？」

　アナウンサー特有の、伸びのある声がした。

「大事なのは、世の中にとって必要な情報かどうかだと思います」

　言ったのは、そばで話を聴きいていた女子アナウンサー・宮添野々子であった。

「あ～～～」

　石塚は目も半分に頭をぼりぼりと搔かき出した。

「あのね、ののちゃん。ＴＶは完全に数字の問題なの！」

「数字よりも大事なものがあると思います！」

「学校で多数決って習わなかった？　数字の取れるモノが残って、取れないモノは消える。それが民主主義なの！」

「で、でも……」

　石塚の剣けん幕まくに押されて、野々子がしゅんとなった、その時だ。

　叩たたき破るような勢いでスタッフルームの扉が開かれた。

　血相を変えたＡアシスタントＤデイレクターが転がるように飛びこんで、

「都庁で立てこもり事件が発生したそうです!!」

「なにぃ！」

　小野寺を始めとして、部屋にいる全員がどよめき立った。

「犯人は都知事と職員を人ひと質じちにとって、知事室に立てこもっています！」

「要求は？　犯人の要求はいったい何なんだ!?」

　小野寺が問いを投げかけると、ＡＤは困ったように目線をそらした。

「そ、それは……」

「言え！」

　小野寺の一いつ喝かつに、ＡＤは口を開いた。

「ニュースキャスター小野寺良一に、番組からの降板と謝罪を要求しています！」




　　　　♣




　新宿にある東京都庁。その中なか程ほどに知事室はあった。

　都知事と数名の職員は、手首を縛しばられたカタチで部屋の隅すみに座らされている。

　そんな彼らを、猟りよう銃じゆうを持った三人の男が見張りに立ち、リーダーらしき男は窓に手を当てて、眼下に見える警察や報道の人だかりを確かく認にんしている。

「くそっ、ここまで大ごとになっているのに、小野寺は出てこないのか」

　柊は悔くやしそうに唇くちびるを嚙かんだ。人を傷つけるという言葉とは全く遠い人生を送ってきた男だ。人の良さそうな感じの、こぢんまりとした顔がくしゃっと歪ゆがんだ。

　六〇代といったところだろうか、社会の第一線から身を退き、のんびりと好きなことをして過ごす悠ゆう々ゆう自適な余生が待っていてもおかしくはない年代である。

「ワシらは本気なんだ……、貴様が出てこないというなら、ワシらは……」

　そう言って、彼は知事室に持ち込んだ赤いポリタンクに目をやった。

　トゥルルルルル！

　不意に執しつ務む席せきの電話が鳴った。

「柊ひいらぎだが」

『──小野寺だが』

　受話器の向こうから声が聞こえてきた途と端たん、柊は爆ばく発はつするような唸うなり声を上げた。

「ワシだ！　小野寺！　ワシを覚えているか！」

『…………誰だれだ？』

「宗むな方かた畜ちく産さんといえば分かるだろう！」

『知らんな』

「貴様のせいで廃はい業ぎように追い込まれた会社だ！」

『潰つぶれた会社など、めずらしくもない』

　受話器の向こうから、鼻で笑うような声がした。

『私はニュースキャスターだ。危険な会社は当然報道する。それで潰れるのは、その会社に原因があったからだ。卵を産んでおいて雛ひなが孵かえることを責めるのは筋すじ違ちがいというものだろう』

「ワシの会社は何の罪もなかった！　ワシの牧場には毒なんかなかった!!」

『ああ、牛肉の事件か』

「貴様が無理矢理事件にしたんだ！」

　それは、小野寺が仕し掛かけた食の安全キャンペーンをきっかけにした事件だった。

　有機化合物といわれるものがある。

　ダイオキシンやＤＤＴなど、人体に有害な有機塩素化合物の総そう称しようだ。

　小野寺は、有機化合物を大量に含ふくんだ食品を販はん売ばいしている業者を摘てき発はつし、消費者の安全と正義を訴うつたえる運動を始めたのだが、その中の一つに宗方畜産があった。

　宗方畜産は、今どきにしては珍めずらしい天然指向の牧ぼく畜ちく業者だった。海外から輸入した安い飼料を使わず、天然の草をエサに牛を育てて販売をしていた。

　その牧草から、通常の数百倍の有害物質があることが報道された。

　たちまち会社は世間からの猛もう烈れつなバッシングにさらされた。

　もともと健康性を売りにしていただけに信用の失しつ墜ついはただならぬものであった。

　付き合いのあった業者は次々と取引を停止し、買い手の見つからぬ牛を処分しなかったことが経営を圧あつ迫ぱくした。

　しかも、後になって報道がデタラメだったことが判明した。

　データの取り方が正確ではなく、正しい手続きで調査したところ、自然界に普ふ通つうに存在するレベルよりも低いものであることが判明したのだ。

　柊たちの無実は証明された。

　しかし、それは会社が破産手続きに入ってからのことだった……。

「結局それでウチは倒とう産さんしちまったんだよ！」

『ちゃんと謝ったはずだ』

「番組の最後に、言い訳程度にコメントをされたぐらいで誰の耳に残る！」

『それはアナタの主観だ』

「お前に報道される前は順調に経営出来ていたんだ！」

　フン、と小野寺は見下すような息をもらした。

『金か？　貴様らの要求は金か？』

「馬ば鹿かにするな！」

　受話器を握にぎりしめる手がぶるぶると震ふるえていた。

　ぎりりと嚙んだ歯から、怒いかりのうめきが漏もれだしていた。

　許せなかった。これまでのことも許せなかったが、今の言葉は極きわめつけだった。

　柊は憤ふん怒ぬをこめて、言い放った。

「ワシらは貴様が地面に頭をこすりつけて悪かったと土下座をするまで籠ろう城じようする！」







　夕刻、自分の番組に登場した小野寺は堂々としたものだった。

『人ひと質じちとなっている方たちやご家族の心労を考えると胸の痛む思いが致いたしますが、犯人の要求は完全なる言いがかりであり、報道の自由を危機に陥おとしいれるものです。よって、私はこの番組を降板する意志もなければ、謝罪も致しません。聴きいていますか、犯人のみなさん。あなた方のしていることは言論に対するテロリズムなのですよ!!』

　けっ、とザンジバルは吐はき捨てた。

「なぁーにが報道の自由だよ。てめえのはただの無責任だろうが」

「謝らぬせいで死者が出ても構わないとは、奴やつもたいしたタマだな」

　オスマンは別の意味で感心をした。

「そうなったら、小野寺やつもクビになるかな？」

「ザンジバル！」

　オスマンがたしなめた。

「じょ、冗じよう談だんだよぉ」

　するとだ。二人の後ろで、アタマ逆立ちをしながらネットの自殺掲けい示じ板ばんをチェックしていたムガールが、くるりと向きを変えて立ち上がった。

「オスマン、ザンジバル、行くぞ！」

「どこへだよ、ムガール兄にい」

「都庁だ」

「放ほっとこうぜ。相手は猟りよう銃じゆうを持ってるっていうじゃないか。小野寺のためにそこまでしてやることないよ」

　ムガールは静かに告げた。

「ザンジバルよ、憎にくむ相手を許すことにこそ真の愛があるのではないか？」




　　　　♣




　時は夜になったが、小野寺は依い然ぜんとして頭を下げる意志を見せなかった。

「どうします？　社長……」

　見張り役の青年・ヒロミが、柊をうかがった。

「俺たちが本気ってこと、見せてやらないとダメなんじゃないでしょうか」

「馬鹿！　人殺しなんか出来るか！」

　柊はヒロミを叱しかりつけた。

　しかしヒロミはヒロミで、社長の怒りが無念に終わることだけはさせたくないと思っていた。

　それだけのために、潰つぶれた会社の上司である柊と行動を共にしていた。

「でも、このままじゃ、そのうち警察に強行突とつ入にゆうされて……」

「大だい丈じよう夫ぶだ」柊は言い切った「警察が都知事を危険な目に遭あわせられるものか」




『残念ながら、我々は警察ではない……』




　声が、壁かべの向こうから聞こえた。

　ぷしゅうううう、と扉とびらの隙すき間まから、なにかが部屋に注入されている音が続いた。

　しかし、それは無色無む臭しゆうで、何が混入されているのか想像も付かなかった。

「ガスだ！　きっとガスだ!!」

　ヒロミが叫さけんだ。

「た、助けてくれ！」

　半はん狂きよう乱らんになって、ヒロミは扉を開けた。

　扉の向こうには、白いスーツに身を固めた一団が待ちかまえていた。

　明らかに警察に類するモノでは有り得なかった。

「おまえら、何者だ!!」

　一団は、マスクを外して、こう言った。

「──我ら、のえる教団ガス部!!」

　爆ばく発はつ音おんがした。

「社長!?」

　背中から聞こえた爆発音に青年が知事室に戻もどると、人ひと質じちがまとめられていた壁の隅すみにひときわ大きな穴が開けられていた。

　壁の向こう──隣となりの部屋から現れたのは白いスーツを着た二人の巨きよ漢かんだった。

「拉ら致ちられた人質を拉致りに来たぜ！」

　ケンはそう言い、オミは笑えみをこぼすと、

「黒き獣けものの明日を狩からせていただきます」

「おおっと、先をこされたみたいだな」

　続いて現れたザンジバルに、ケンはウィンクをした。

「おまえらばっかりにいいカッコはさせられないからな」

「ち、ちっくしょう！」

　叫んだのはヒロミだった。

「おまえらも小野寺に痛めつけられたクチだろう！　俺たちの気持ちが分かるだろう！　なんで邪じや魔まをするんだよ!?」

「気持ちは分かる」ケンはうなずき、言葉を続けた。

「けど、俺たちはもう、関係のない人を巻き込んだりしないんだ」

　オミやザンジバルたちは人質の縄なわを解ほどき始めていた。

「くっそおおおおおおお！」

　ヒロミは狂くるったような声をあげると、ポリタンクの栓せんを開けると、その中身を一気に頭から被かぶった。

　ツン、と鼻をつくような臭においが部屋に充じゆう満まんする。

　灯油だ。

「死んで、小野寺に思い知らせてやる！」

　ヒロミはライターに火を点つけると、足あし下もとに広がった灯油に向かって投げ捨てた。

「馬ば鹿かっ！」

　ケンは跳んだ。その巨きよ腕わんでヒロミを抱だきかかえて、廊ろう下かに転がった。




　轟ごうっ！




　炎ほのおはたちまち灯油に引火した。他ほかのポリタンクにも移って、一いつ瞬しゆんで激しく燃え広がった。

　廊下側に跳んだのは幸運だった。

　窓側に跳んでいれば、生まれた炎の壁に阻はばまれて脱だつ出しゆつは不可能になっているところだった。

「ほら、行くぞ」

「社長ッ!?」

　ヒロミは炎の中に飛びこもうとしたので、ケンは慌あわてて彼を羽は交がい締じめにした。

「馬鹿か！　お前、灯油まみれなんだぞ！」

　それでもヒロミはかまわずにケンから逃のがれようともがいた。

「社長が！　中に!!」

「なんだって!?」

「ケン……、他の人たちを連れ出すので手一いつ杯ぱいで……」

　悔くやしそうに、オミはうめいた。

　ごうごうと燃え盛さかる炎は、廊下と知事室を完全に切断し、一〇メートルも離はなれていない柊の姿をまったく見えないものにしていた。隣の部屋に逃にげようにも、それらの部屋が面している廊下はすべて炎で埋うめ尽つくされている。

　状じよう況きようから言って、窓側に炎は回っていないはずだったが、窓の外は高度四〇メートルの上空だった。

「社長！　社長っ!!」ヒロミは泣き叫んだ。

「ちくしょう……、ここまで来て、何も出来ないのかよ……！」

　ケンもやりきれない気持ちを声にした。




「自分に任せろ」




　現れたのは、コート姿の男だった。

　コートを脱ぬぎ捨てると、その下に白いフンドシ姿があらわとなった。

「オスマン！」

　フフ、と戦士は笑った。

「この程度の炎、太陽のプロミネンスの熱さに比べればどうということはない」

　そう告げて、オスマンは炎の中に足を踏ふみ入れた。

　炎の向こうには、社長と都知事がいた。

　部下の脱出を優先して、二人とも逃げ遅おくれていたのだ。

「二人とはな」

　オスマンは二人の心意気に感動し、また、難しい問題に首を捻ひねらせた。

「この炎では、二往復していられる時間があるかどうか……」

「都知事さんを頼たのむ！　ここまで人様に迷めい惑わくをかけたんじゃ！　ワシは死んでもいい!!」

　柊は即そく答とうした。

「死んでもいい命などない！」

　一つ声がした。

　部屋の天てん井じように亀き裂れつが走った。

　頭から天井をブチ破って、一人の男がオスマンたちの前に現れた。

「兄者！」

　オスマンが叫さけぶと、ムガールは頭を床ゆかにつけて上下さかさまのまま、柊を見た。

「死んでもいい命などない。そのことに気付けば、このような騒さわぎを起こしてまで目的を達成しようとは考えなかったはずだ」

「……じゃが！　ワシは小野寺が!!」

　柊は拳こぶしをぶるぶると握にぎりしめた。

「何の罪もない人間を巻き込んだ今のおぬしと、小野寺にどれほどの違ちがいがある？」

「────っ！」

　柊は、がくりと膝ひざを突いた。

　燃え狂くるう炎は今にも四人を吞みこまんと、激しく猛たけっていた。

「兄者、このままでは道が完全にふさがってしまう。後は任せた」

　と、オスマンは都知事を肩かたに抱かかえ、炎の中に飛びこんでいった。

　柊は、床に手をついたまま、ぼたぼたと大おお粒つぶの涙なみだを流している。

「ワシは……ワシは……、なんてことを……！」

　ムガールは有う無むを言わさず柊を抱だきかかえた。

「服ふく役えきを終えても、まだ心の霧きりが晴れぬようなら、我らのもとを訪おとずれるがいい。のえる様が迷いを解き放ってくれる」

「ワシのようなものでも、助けてくれるのか……？」

　ムガールは静かに告げ、窓に向かって走り出した。

「太陽に分け隔へだてはない」





『救出のスーパーダイブ！　超ちよう人じんムガール、犯人を救出』

『ガスはただの酸素だった！　人間心理を知り尽つくした、逆転の発想！』

『彼らが建設した、スーパーエンターテイメントゾーン〝のえるランド〟明日オープン！』






　テレビ、新聞、ラジオ、ネットニュース。

　日本中のあらゆるメディアは一局を除いて、彼らの活かつ躍やくを報じた。

　それらはすべて、のえるランドの魅み力りよくを伝える素す晴ばらしい宣伝となった。

　もともとが未完成のまま日の目を見ることのなかった、伝説のテーマパークである。

　ただ単に世界一の規模と内容を誇ほこる遊園地がオープンするだけではない。

　そこでは本物のヒーローたちが働いているのだ。

　かくして、のえるランドにはオープン初日から入場制限がかかるほどの人が殺さつ到とうした。
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　ぷはー。

　小野寺はひときわ大きなタバコの煙けむりを吐はき出した。

　王様気取りが好きな彼にしてはめずらしく、スタッフルームの外で時間を潰つぶしていた。

　ただでさえ落ち込み気味だった視し聴ちよう率りつが、都庁立てこもり事件以来、紐ひもの切れたバンジージャンプのように急降下するだけとなり、正直、スタッフルームにも居づらい空気が漂ただよっていた。

「なぁにが超人ムガールだ。くそ、５ｃｈめ、馬ば鹿かどもを調子に乗らせるような企き画かくを始めやがって。俺が教団を潰すためにこれまでどれだけ仕込みをしてきたと思ってるんだ！」

　考えるだけで腹が立つ。

　すぱすぱと、吸い込むニコチンの量も増える。

　毒を吸い込むと、むかつきも次し第だいに晴れてきた。

「……まぁ、不幸中の幸いは、立てこもり事件で犠ぎ牲せい者しやが出なかったことだな。つまり俺は賭かけに勝ってるってことだ。今のうちに次のネタを仕込んで、フフフ、視聴率も挽ばん回かいしてやる……」

「小野寺くん」

「あ、会長！」

　小野寺は反射的に起立した。

　廊ろう下かの反対側から、でっぷりとした禿とく頭とうの男が歩いてきた。

　13ｃｈの実質的な経営者である鷺さぎの宮みや会長であった。

　鷺宮はえびす様のような福顔で、時候の挨あい拶さつなどを交かわすと、小野寺の肩をぽんぽんと叩たたいた。

「これまで我が13ｃｈのためにニュースを頑がん張ばってくれてありがとうねえ」

「とんでもございません！　近いうちにスクープをモノにして、５ｃｈを抜ぬき返します！」

「無理しない、無理しない」

　会長は気さくな笑え顔がおを浮うかべて、こう告げた。

「番組、降りてくれないか？」





















　　実のところ、わたしが他人とうまくやっていけないのは、誰だれのせいでもなくわたし自身のせいだろう。

　ケンやオミを不ふ愉ゆ快かいに思ったことはない。

　二人は竹を割ったようにすっきりとした性格で、言葉と行動に裏表がなく、わたしのようにあれこれと計算するところがない。

　わたしは、いつも裏を考えてしまう。

　笑顔を見ても、本音はどこにあるのだろうと邪じや推すいをしたり、好意を向けられても、素す直なおにそれを信じることがない。

　相手を疑っているわけじゃない。

　思いやりで笑顔を作ってくれているのだとしたら、調子に乗っては恥はずかしいし、気を遣つかってくれているだけなのに、好かれていると考えるのは図ずう々ずうしいからだ。

　だから、ケンやオミが気さくに接してくれていても、わたしはつっけんどんな態度を取ってしまうことがある。

　きっと二人は、わたしのことを面めん倒どうな奴やつだと思っているはずだ。

　わたしが二人に心を開いていないのだから、二人がわたしを毛け嫌ぎらいしていても仕方がない。

　それにどうせ、いつかは裏切り者だということがバレてしまうのだから、好かれていないほうが後あと腐くされがなくていい。

　そう割り切れば、距きよ離りを取った関係も都合がいい。

　──なのに、その日のことを想像すると、わたしは胸の中がぐちゃぐちゃになる。

　教団が潰つぶれなかったことを喜んでいる自分がいる。

　どうしたらいいのか、わたしには分からない……。























　のえるランド。

　そこはなんでもかんでも世界一の遊園地だ。

　超ちよう人じんたちの活かつ躍やくもあり、オープン初日からパークは入場制限がかかるほどの大だい盛せい況きよう。

　どこもかしこも人、人、人。

　ただでさえ馬ば鹿か広い空間が、人で埋うめ尽つくされていた。

『全部見たいのに、一日では回りきれない！』という声が一番の苦情になるほどだった。

　のえるはさっそく、二日目以降のパスポート代が無料になるホテルプランを導入した。

　すると周囲に建てられていたホテルまで、空室率〇％の札止め満員御おん礼れいになった。

「これがけっこう儲もうかるのよ」

　メインキャッスルの最上階。

　暗黒平和教団、改め、株式会社神様屋の最高経営責任者であるところの折原のえるさんは、きょとんとした顔で売り上げグラフを見ている健太のために華か麗れいに電でん卓たくを弾はじいて見せた。

「遊園地のパスポート代は五〇〇〇円が相場だけど、宿しゆく泊はく料はその三倍～六倍が相場でしょ？」

「あ」健太はピンと来た。

「しかも泊とまるとなれば、食事をすることにもなるわよね？　ウチの場合、周りに他ほかの店が何もないから、お客が落とすお金は全部ウチのものになるでしょ？　だからホテルに泊まってくれるお客さんには次の日のパスポート代をタダにしても利益が出ちゃうのよ」

「タダって言葉は魅み力りよくだもんね」

「そーそー。お客さんが得した気分で何泊はくもしてくれれば、それだけウチも大もうけ！　これも引きこもり作戦のたまものよ？　都会でやってたら、こうはいかないわ」

「すごい、すごいよのえる！」

　健太は感動していた。

　普ふ段だんはバカチン市国なのえるなだけに、頭のいいところを見せられると拍はく手しゆをしたいほどに感動できるのだ。

　すると、のえるは指を左右に振ふって、

「でも、なんでもかんでもうまくいってるわけじゃないのよ」

「そうなの？」

　のえるは立ち上がって、窓の外に広がる夢の国を見やった。

「せっかくだから見てく？　ダメなアトラクションシリーズ」




　世界一のバンジージャンプ！




　とてつもなく巨きよ大だいなジャンプ台があった。

「ジャンプ台は東京タワーをモチーフに……」

「モチーフって、ほとんど原寸大じゃないか!?」

　全長三三三メートルあった。

「な～んと東京タワーの高さからスカイダイブできるのよ!!」

「高さが世界一なの？」

　ううん、とのえるは首を左右に振った。

「気絶頻ひん度どが世界一！　なんと飛び降りた人の一〇人に九人は気絶できるのよ!!」

「ダメじゃん！」

　健太は目を×点にした。




　スピード世界一のコーヒーカップ！




　目にも止まらぬ高速回転だった。

「時速三〇〇キロ！　Ｆ１を超こえる横Ｇがお客を襲おそう！」

「お客を襲っちゃダメだって～～～～～～～～～～!!」

　健太も襲われ、気絶した。




　世界一の回転半径を持つメリーゴーランド！




「なんと大きさが競馬場もあるの！」

　もうこの段階で、その先に何が待ちかまえているのか知りたくもなくなるのだが、のえるに誘さそわれてＮＯと言えるはずもない。

　ところが、木馬のスピードは意外なぐらいに普ふ通つうだった。

「なんの問題もないように見えるんだけど」

「だから一回転するのに二〇分もかかるの……」

「それはもうメリーゴーランドでもなんでもないね……」




　二時間乗れるジェットコースター！




「ええ～っ！」

「ただしスピードは五キロぐらいなんだけどね！」

「それって待ち時間なんじゃないの!?」




　……とまあ、空席がらがらアトラクションツアーは終わった。

　健太をはじめ、つきあわされたサツキさん以下、巫女みこ団の面々もフラフラである。

「まあ、面白半分で作るとこういうことになるといういい見本ね！」

「反省しないの!?」

「なぁーに言ってんの、健ちゃん。人生はね、どれだけ失敗できるかにかかってるのよ！」

「そうなの!?」健太は目を点にした。

「成功して人に誉ほめられる人生なんて誰だれにでも出来るわ。失敗しても、のさばり続けられる人間こそ本物よ!!」

「もっともらしく聞こえるけど、それは絶対間ま違ちがってるよ!!」

「つまりこれは失敗を恐おそれるな、ということなのよ、ねばーぎぶあっぷ！」

「違う！　絶対に違うよ！」

「馬ば鹿かなことをしても、なんとかなっちゃう人生。そんな生き方が許される国をあたしは造りたい……」

「……バカバカしい」

　アヤは吐はき捨てた。乗り物酔よいで青ざめた顔が痛々しい。

「何をやってもいいなんてことになったら、無責任な人間があふれるだけだわ」

「まーねー」

　のえるはケラケラと笑うだけだ。

「でも、マジメっ子のアヤにはそれぐらいがいいと思うよ」

「余計なお世話よ！」

　太陽は西に広がる樹海に沈しずもうとしている。

　燃えるような夕ゆう陽ひの輝かがやきが、アヤの赤面を隠かくしてくれた。




　　　　♣




　その夜である。

　時計は十二時を過ぎている。

　夕方の番組を終えた、スタッフルームの照明はすべて落とされている。

　ただ、一番奥の席の卓たく上じようテレビだけがついている。

　それを見ている小野寺がいる。

　彼の他ほかには誰もいない……。

「わたしが……何をしたというのだ……」

　ぶるぶると震ふるえている。

「たかだが、一つの会社が倒とう産さんしたぐらいなんだというのだ！」

　叫さけんで、右みぎ腕うでが机の脇わきに積まれていた本と書類の束をなぎ払はらった。

「私が始めた安全キャンペーンのおかげで、どれほど食に携たずさわる企き業ぎようが襟えりを正したというのだ！　わたしはすべての消費者を救う仕事をしたのだぞ！」

　椅い子すを蹴けり飛ばす。机にあった時計を壁かべに向かって投げつける。

「牧場の一つや二つ、なくなったところで誰が困る？　馬鹿馬鹿しい！　一発でもホームランを打たれた投手はマウンドから降りなくてはいけないのか？　ふざけるな！」

　電話線から電話を引き抜ぬいて、床ゆかに叩たたきつけて、踏ふみつぶす。

「くそっ！　くそっ！　くそっ！」

　卓上テレビに目を移す。

　深夜向けのドキュメンタリー番組だった。

　教団を見事に蘇よみがえらせたのえるがインタビューされていた。

「真神を追いつめたのは私だ!!」

　偽ぎ名めいを使ってなされてきた過去の犯罪の数々を調べ上げ、

　工作員を送り込んで、世の人々が反発するような活動を行わせ、

　最後に総理を拉ら致ち誘ゆう拐かいすることで、教団を崩ほう壊かいさせるシナリオを描えがいたのだ。

　ツメを誤ったといえばそうだが、誰が、誘拐された人間が誘拐団の新しい指導者になったりするものか。

「のえるめ……、貴様だけは許さんぞ……！」

　小野寺は携けい帯たい電話に手を伸のばした。




　　　　♣




　遊園地の社員食堂が他の食堂と違うのは、閉園後の深夜に人で一いつ杯ぱいになるところだ。

「なあ、初月給もらったら、なにする？」

　御ご飯はんをほおばった口をもごもごさせながら、ケンが聞く。

　思いついたら食べ終わるまで我が慢まんできないところが彼らしい、とアヤは思う。

　ラーメンをすする。

「なにって？」

　うなずきかえしたのはオミだ。

　遊園地がオープンしてからは、迷まい子ご係として働いている。

　拉致部の活かつ躍やくで子供たちには人気があったし、人を捜さがすのは彼らの天職のようなものだったので、本人たちもけっこう気に入っているようだった。

「教団が会社になったおかげで、俺たちにも給料出るようになったろ？　なんかさ、ワクワクするよな」

「ワクワクするのはいいけど、無む駄だ遣づかいしないようにね」と、オミ。

「アヤは？　アヤはどうなんだよ」

　聞かれて、アヤは困った。

　考えてない。

　強しいていうなら貯金だが、せせこましくて言うには格好が悪い気がした。

「貯金だよ、貯金。人生なにがあるか分からないんだから、貯ためとかなくちゃ」

　言ったのは、オミだ。

（わたしと同じだ……）

　アヤはびっくりした。共通点が見つかって、ちょっと嬉うれしい。

　でも言わず、ラーメンをすする。

「なあ、旅行しようぜ、旅行」

「いいねえ」

（二人はホントに仲がいいなぁ……）

　阿あ吽うんで話の出来るケンとオミを見て、アヤは口元を緩ゆるませる。

　さすが一〇年来の友達だ、と思う。

　性格はまったく正反対なのに、兄弟のようにつきあえる二人を見て、アヤはまぶしい気持ちになった。

　ほほえましくて、うらやましい。

　黙だまって、ラーメンをすする。

「アヤも行くだろ？」

　スープが気管に入った。

　げほ、げほと咳せき込んで、悶もだえる。

「あ、気になるなら部屋は別々にするからさ」

「……いや、同じでいい」

「じゃあ、どうしたんだ？」

「い、いや……。わたしが参加してもいいの？」

「はぁ？」

「だって、邪じや魔まにならない？」

「ったりめーだろ！　俺たち長い……って、あんまり長くもないけど、半年ぐらいの付き合いだぜ」

「そ、そうか……」

　言って、アヤはお椀わんに残ったスープを飲むフリをした。

　びっくりした。

　そんなことに誘さそわれたのなんて初めてだった。

　どきどきしていた。

　どうしようかと思う。

　もちろん参加するのだ。

「参加するよな」

　もちろん──と、言いかけた時だ。




　ポケットの携帯電話が鳴った。




　着信メロディの最初の音にハッとなる。

　たった一人のために決めておいた着信音。

　ビートルズの名曲「イエスタディ」。

　音を聴くだけで、あの人からだと分かるように設定した。

「彼氏か？」

　ケンが言った。

「久しぶりの着メロだね、それ」と、オミ。

「そうなのか？　やっぱ彼氏か？」

　ケンはなにやらはしゃいでいる。

「わかりました」

　たった一言だけを言って、アヤは電話を切った。

「なぁ彼氏か？　アヤ、やっぱ彼氏か？」

　アヤの表情に笑え顔がおはない。

　飲みかけのスープもそのままに、立ち上がる。

「ごめん、旅行は二人で行って」

「やっぱ彼氏かよ、オミ、やっぱ彼氏だぜ！」

　アヤは答えず、二人に背を向けた。

（……………………）

　考えない。

　武器は感情はいらない。

　銃じゆう弾だんの時間がやってきたのだ。

　引き金はひかれた。

　自分はまっすぐに飛び出すだけだった。




　　　　♣




　翌日から、園内で立て続けに不ふ審しんな事故が発生した。

　──湖で運航されている船の底に穴が見つかった。

　──大時計の時間がズラされた。

　──燃えるゴミと燃えないゴミがごちゃごちゃにされた。

　──人工島の火山が一時間に一〇回も爆ばく発はつした。

　ｅｔｃ、ｅｔｃ……。

　もちろん、犯人は言うまでもなく──、

「ずいぶんとかわいいテロリストなのね」

　二人きりの場所で、のえるは言った。

　世界一の高さを誇ほこる観覧車の中である。

　向かい合わせに座っていたアヤは、逆に訊ねた。

「捕つかまえないの？」

「言ったでしょ？　あたしは何度でもアヤを見のがすって」

「それでいいのっ!?」

「別に誰だれかが怪け我がをしたわけでもないし。異い臭しゆう騒さわぎだって何でもなかったし、小火ぼやだって、ゴミ箱の中身が燃えただけだし」

「アンタの会社に損害を出しているのよ！」

「儲もうけてるから大だい丈じよう夫ぶよ」

「そういう問題じゃない！」

「……そこまで言うなら、やめればいいのに」

「わたしにはわたしの使命があるのよ！」

「それって、ホントにしたいことなのかな？」

「どういう意味だ」

「ホントにしたいことをしてる人の目は、もっとキラキラしているよ？」




　　　　♣




『ふざけるな！　そんな程度の事故で世の中が注目すると思ったか！』

　受話器の向こうで、小野寺が怒いかりを爆発させていた。

「すみません、小野寺さん……」

『もっと凄すごい事件を起こせ！　怪我人が出なくちゃニュースにならないだろうが!!』

「すみません、本当にすみません……」

　アヤは謝り続けた。

　だが次の日も、また次の日も、遊園地には小さな事故しか発生しなかった。




　しかし、事故は事故である。




　月曜の夜に開かれる全体会議で、事故が起こった日の現場カメラに、アヤらしい人物が映っていることが、諜ちよう報ほう部ぶの代表より報告された。

（ついに──、来たようね）

　アヤはそう思った。

　ちらりと、中央の席にいるのえるを見る。

　代表の椅い子すに座り、肘ひじをつきながら成り行きを見守る彼女は何も言おうとはしない。

　じっとアヤを見る。

　なにか問いかけているようなまなざしで、見つめている。

　みんなの視線もアヤに集まっていた。

（言わずとも、わたしを追いつめられるということか）

　心の中で毒づいて、アヤは自分の進退が谷きわまっていることを認めた。

（しらを切るのも限界か──）

　そう思い、口を開こうとした、その時である。

「アヤがそんなことするわけないだろ！」

　言ったのは、ケンだった。

　びっくりしたのは、アヤのほうだった。

　ぽかんと口を開けて、目を丸くして、何が起こったのか分からない顔をした。

「その時間、アヤは寮りようにいた！　俺が証人になってもいい!!」

　ケンは断言した。

　各部の代表から、ざわつきの声がもれた。

　ケンがあまりにも力強く主張するものだから、あの馬ば鹿か正直なケンが言うのだからそうなのだろう、と、みんなは思い始めてきたのだ。

　オミも手をあげて発言した。

「アヤは教団のために拉ら致ち作戦にまで志願したことがあるんですよ。そんな彼女が、どうして我らを害するようなことを考えるというのです！」

　その言葉には、誰もが頷うなずき、会議は終了した。

　頷けずにいたのは、アヤだけだった。




　空には雲一つなく、空はきらめきを散らしたように星が瞬またたいていた。

　その下を、アヤとケン、そしてオミの三人は歩いている。

　寮への道すがら、アスファルトを踏ふむコツコツという足音が響ひびいた。

　まわりには、誰もいない。

　会議に参加していたみんなが同じ場所に戻もどるのだから、それはおかしなことだ。

　三人とも、誰とはなしに遠回りを選んで、自分たち以外に人のいない場所にたどりつこうとしていたのである。

　誰もいない場所にたどりついて、三人は自然と足を止めた。

　互たがいの顔を見やって、言葉を待つ。

　こんな時、沈黙は千の言葉に勝る。三人の胸の中を、すさまじい想いが流れていた。

「……どうして、噓うそをついたの？」

　最初に口を開いたのは、アヤだった。

「その時間、わたしが何をしていたかなんて知らなかったくせに」

「知らなくたって、分かるさ」

　さらっと、ケンは言った。

「アヤがそんなことするハズありませんしね」と、オミ。

　あまりにも当然のことのように二人が言うので、アヤは胸が詰つまって何も言えなくなってしまった。

「わたし……二人に信用されるようなこと、してない」

「なに言ってんだよ、仲間だろ？」

「違うの！　全然違うの!!」

　アヤは耐えきれない様子で首を振った。

「ま、そのうち犯人は見つかるさ」

　ケンが言った。

「尻尾しつぽが見つかればあとは僕たち拉致部の出番です」

「ごめん！」

　アヤは逃げ出した。

　二人の見えない場所まで走って、二人に聞こえない場所まで走って、

　ポケットから携けい帯たい電話を取り出す。

　リダイヤルボタンを押して、発信する。

　相手はすぐに出た。

『アヤか、ちょうど私も電話をしようと思っていたところだ』

「小野寺さん……、話があるんです、わたし……」

『とっておきのブツを準備した。これで一気に形勢を逆転できるぞ』

「わたし、もうこれ以上……」

『覚かく醒せい剤ざいを入手したぞ』

　嬉うれしそうに小野寺は言った。

『覚醒剤といっても大たい麻まだがな。前に取材で手に入れた裏ルートを使って、手に入れてな』

「…………！」

　覚醒剤という言葉の響きに、アヤは息を吞のみ込んだ。

『なぁに、心配するな。警察も手が出せない筋のものだ。車は用意してあるから、お前はそれを施し設せつの中に持ち込んで、匿とく名めいのタレコミということで警察に連れん絡らくすればいい」

　小野寺の声こわ音ねに、罪の意識は欠片かけらも存在しない。

　むしろ正義のヒーローがするような堂々さがあった。

『モノが麻薬だ。世間は騒そう然ぜんとなる。そうすれば教団は娯ご楽らく施設を隠かくれ蓑みのにして、依い然ぜんとして社会を混乱させる体質を引きずっていたのだ、というキャンペーンに持ち込める』

「……小野寺さん」

　我が慢まんしきれず、アヤは口を開いた。

『なんだ？』

「そこまでして、この教団を潰つぶす意味が本当にあるんでしょうか？」

『ある！　カルト宗教は社会の害悪だ。社会に反逆し、人心を腐くさらせる廃はい棄き物ぶつだ』

「わたしは……そうは思えません」

『どうした、アヤ？』

「わたし、教団を潰す作戦には従えません……」

『何を言うんだ！　今度こそ、世の中の流れを変えることが出来るんだぞ！』

「ごめんなさい、でも、小野寺さんは間ま違ちがっていると思います！」

『なんだと……！』

　小野寺は声を震ふるわせた。

「すいません！　すいません！　でも……!!」

『アヤ、貴様は恩を仇あだで返すつもりか！』

　猛もう獣じゆうのような怒ど声せいが、受話器から聞こえてきた。

『私がどうなってもいいのか!?　汚お名めいも返上できず、私がこのまま番組から降ろされてもかまわないと貴様は言うのだな!!』

「違います！　わたしは……！」

　言い淀よどむ。

『お前を救ってやったのは誰だれだ？　身よりもなく、路地裏でゴミのように転がっていたお前を拾い上げ、仕事を与あたえてやったのは誰だ？　その私がどうなってもいいとお前は言うのだな？　答えろ！　いま、お前が生きていられるのは誰のおかげか、言ってみろ！　アヤ!!』

「小野寺……さんです……」

『そうだ、その言葉を忘れるな』

　満足げに小野寺はつぶやいた。




　　　　♣




（わたしは武器だ……）

（小野寺さんの銃じゆう弾だんだ……）

（武器は考えない）

（心を持たない）

　ひたすら、ひたすら自分をねじ伏ふせるように唱え続ける。

（いいか悪いかは小野寺さんが判断する。わたしはその通りに動けばいい──）

　けれど、心は千々に乱れるばかりだった。

（ケンやオミを裏切れない……！）

　はじめて、友達と言ってくれた仲間だ。

（小野寺さんも裏切れない……！）

　自分を救ってくれた人だ。

　命の恩人を裏切るわけにはいかない。

（どうしよう……）

（本当にどうすれば……）

　夜の遊園地には誰もいない。

　見事なまでに静まりかえった世界は、昼の姿を知っているだけに気味が悪いほどだった。

　その中を、アヤが走っている。

　どこへ行くあてもなく、ただがむしゃらに駆かけ抜ぬけている。

　彼女は泣いている。

　ただ、泣いている。

　どうしてだろう、アヤにも分からなかった。

　留置所の中で、自分がどん底に落ちぶれていることに気付いた時でさえ、涙なみだは流れてこなかったのに。

　なのに今は、涙が止まらない。

「たすけて……」

　思わず声がもれた。

「うん」

　どこからか、返事はすぐに返ってきた。

　アヤはびっくりして周囲を見回した。

　噴ふん水すいのある広場の前で、目が止まる。

　夜でもライトアップされた噴水が七色に光っている。

「なんで……」

　信じられず、アヤはもう一度、首を横に振ふった。

　プリズムのように光る噴水を背に、のえるが立っていた。

「どうして……ここに？」

「今日も破は壊かい工作するんでしょ？　手伝ってあげよと思って」

　あっけらかんと言う。

　そんな態度がアヤの神経を逆なでした。

「アンタの冗じよう談だんに付き合ってる余よ裕ゆうないの!!」

「どうしたの？」

「アンタには関係ない！」

「手伝うよ」

「アンタの会社を滅ほろぼす手伝いがアンタに出来るわけないでしょ！」

「出来るよ」

　はっきりと、のえるは言った。

「アヤがそうしたいって言うなら、あたしはそうするよ」

「ダメよ！　そんなの絶対にダメだわ！」

　アヤは首を横に振った。

「この場所はアンタだけの場所じゃないのよ！　みんなの願いのこもった場所なの！　どこにも行き場がなかったみんながやっと見つけた自分の家なんだから!!」

「……分かってるなら、やめればいいのに」

「わたしだって、好きでしてるわけじゃない！」

　言って、アヤはハッとなった。

「なんだ、分かってるんじゃないの」

「ほっといてよ！　あたしのことなんか!!」

「ほっとけないよ」

「理由がないわ！」

　アヤは首を横に振った。

「わたしにそうする理由がない！」

「あたしは神さまだから」

「ふざけないで！」

「決めたの、アヤと友達になるって」

「なんでわたしにそこまでしようとするの？」

　アヤはつめよった。

「初めてね、サングラスを外したアヤの目を見た時ね、気になったの……」

　思い出すように、のえるは言った。

「何かに復ふく讐しゆうしたがっているような目だった」

「………………」

　アヤは、黙だまって言葉を吞のみ込んだ。

　図星だった。

「あたし、そういう目、何回も見てきたから、分かるんだ」

　嚙かみしめるように、のえるは言う。

「みんな、必死な目をしてた。がむしゃらで、一いつ生しよう懸けん命めいで、何かに向かっているの。でも、出口が見つからずに困っているの」

「……どうなったの、その人たち」

「助けられた人もいたけど、助けられなかった人もいた……」

　言って、唇くちびるを嚙む。

　何を思い出しているのか、のえるの顔は悔くやしげに歪ゆがみ、

　握にぎりしめた拳こぶしが、肩かたが、震ふるえている。

「……だから、ほっとけないのよ」

「ほっといて！　わたしのことなんか、ほっといてよ！」

　アヤは苦しそうに声をあげた。

「これは復讐なの！　わたしは悪い人間が憎にくくて仕方ないの！　いいかげんなことをしてのうのうと生きているヤツが大だい嫌きらいなの!!」

「復讐したって気持ちは晴れないわ」

「晴れなくたっていいの！　だって、復讐でもしなくちゃ、いらないからって捨てられた、わたしの気持ちが収まらないじゃない！」

「…………！」

　アヤの発言に、のえるは息をのんだ。

「フフ、わかりやすいでしょ？」

　自分をあざ笑うかのように、アヤは笑みを浮うかべた。

「正義だのなんだの言ったところで、しょせんそれは復讐なの。わたしを捨てた親の代わりのね。だってしょうがないでしょう、誰だれが親なのかわたしは分からないのよ！　世の中みんなを糺ただしていくしかないじゃない！　そうしないと、わたしみたいな人間が生まれるの！」

「……それで、アヤは幸せになれるの？」

　のえるが聞いたのは、その一言だけだった。

「えっ……」

「あたしはそれでアヤが幸せになれるとは思わない」

「なれるわ！　きっとなれる！」

「なれないよ」

　じっとアヤの瞳ひとみを見つめて、のえるは言った。

「復讐したって、アヤの探しているものは絶対に見つからないと思う」

「じゃあ許せっていうの？　わたしを放り出した人たちを？」

「神さまの仕事は裁くことじゃないわ、許すことなのよ」

「ハッ、飛んだ神さまね、お笑いだわ」

「あたしはアヤが分かってくれるまで、何度だって許し続けるわ」

「やめて！」

　アヤは悲鳴をあげた。

「余計なお世話だわ、わたしは変わらない！」

「変われるわ！　アヤには違ちがう人生がある！　そのほうが幸せになれる！」

「言ったでしょう！　わたしは神さまを信じないって！　神さまなんていない！　いたら、神父さまが殺されたりしない！　あたしだって！　あたしだって……！」

　空にはまるまると満ちた月が浮かんでいる。

　その光に照らされて、二人がいる。

　見つめ合う、のえるとアヤがいる。

「あたしも、神さまはいないと思う」

　そう、のえるは言った。

「ほら！　アンタもいないと思ってるんじゃない！」

「いないからこそ、自分で自分を救うしかないのよ」

「……………………！」

　アヤは答えなかった。

　沈ちん黙もくが何よりの答えだったのかもしれない。

「アンタって、本当に失礼だわ」

　それだけを言った。

「ごめんね、勝手なコト言って」

「わたしのこと、何も知らないで！」

　子供のように当たりつけた。

「そうだよね」

「アンタなんかに分かるわけがないんだから！」

　泣き言をぶつけるように、心をさらけ出して。

「お節せつ介かいだよね」

「優やさしくされたって、迷めい惑わくなだけなんだから!!」

　言って、アヤは逃にげ出した。




　結局、アヤはのえるランドを抜ぬけ出した。

　小野寺の用意した車に乗り込み、ある場所に止めて、近くの公衆電話から通報をした。

「もしもし、匿とく名めいで通報したいことがあるのですが──」




　翌日、小野寺の家の駐ちゆう車しや場じようから大たい麻まが発見された。

　大勢の報ほう道どう陣じんに囲まれ、カメラを向けられ、マイクを突つきつけられ、小野寺は悲鳴をあげた。

「私はやってない！　潔白だ!!」





















　自分の存在価値、という言葉がある。

　それは今まで、わたしがやらなければいけないこと───例えば愛してくれた人への恩返しだとか、その人の役に立ちたい、とかそういうことだと思っていた。




　でもそれが本当にその人の役にたっていることなんだろうか。

　わたしにはわからなくなっている。

　あれが悪いことだってことは、子供だってわかることだ。

　でも小野寺さんはその先にあるものをいつも追い求めている。そう信じているから、自分のできる責任を果たそうとしてがんばってきた。




　のえるランドは成功した。

　折原のえるは相変わらず何を考えているかわからないけれど、ケンやオミの笑え顔がおをみるたびに、教団は間ま違ちがっていない、と思う。

　今のわたしにできることは、教団を小野寺さんにわかってもらうことだと思う。




　そのために自分ができることを精せい一いつ杯ぱいやってみよう。

　きっとそれがみんなが幸せになる方法だから。























　運がいい、という表現が許されるのなら小野寺は実に運がよかった。

　警察に任意同行を求められた小野寺は、証しよう拠こ不十分で解放された。

　乗り捨ててあったのが彼の車ではなくレンタカーであったということ、不ふ審しんな通報によって判明したことなどから、悪意の第三者による罠わなという可能性も考こう慮りよされ、正式な逮たい捕ほには至らなかったのだ。

　警察は大たい麻まの流出ルートを必死で探さぐるだろうが、海外に出たところで糸は完全に切れる。

　小野寺が入手に利用したパイプはそういうパイプだ。

　勝ち誇ほこった顔で警察署の正面玄げん関かんから出てくる小野寺を、他社のテレビ局や新聞社のカメラが取り囲んだ。

「間違ってない人間が間違っていないと証明されただけですよ」

　小野寺は豪ごう語ごした。

　リムジンがやってくる。わざわざ見せつけるためだけに小野寺が呼んだものだ。

　誰だれに対してか。

　カメラの向こう側にいる一億二〇〇〇万の国民に対してだ。

　走り出すリムジンについてくる報道陣を、バックミラーごしに見て、小野寺はひときわ下品な笑い声をあげた。

「付いてこい付いてこい、どんなに叩たたいても私の身体からだからは埃ほこり一つ落ちてこんぞ！」

　鷺宮会長が、彼の番組降板を正式に決定したことも知らずに……。




　その頃ころ、のえるランドでは、もう一人の重要人物がその地位から降りることを発言していた。

「……の、のえる様、いま、何とおっしゃいました？」

　メインキャッスルの最上階、のえるの部屋である。

　その場にいたフクダさんや、サツキさんたち巫女みこ団は目を点にしていた。

　のえるはもう一度言った。

「そ、社長、辞やめるの」

「辞めるのをお辞めになってください～～～～！」

　みんながみんな、声を一つにして訴うつたえた。

「やー、そろそろ総理に戻もどんないと、ほのかちゃんが死んじゃいそうだし～」

　新聞を見ながら、のえるは言う。

　一面の記事には、日本党の勝利を伝える参議院選挙速報と、ほのか副総理が感激のあまりか、勝利の歓かん喜きに包まれる党本部で意識を失ったというニュースが掲けい載さいされていた。

　ほのかちゃんが倒たおれる現場に遭そう遇ぐうしていた健太からも電話で同様の報告を受けていた。

（引っ込み思案な性格を変える、いいきっかけだと思ったんだけどナ──）

　やりすぎだったかもしれない……と、のえるは思った。

「まあ、経営も軌き道どうに乗ったことだし、あたしがいなくてもなんとかなるっしょ」

「なりません～～～～！」

　大の大人が涙なみだながらにすがりついてきた。興奮でフクダさんの眼鏡めがねは真っ白になっていた。

　他の面々も似たようなものだ。

「困ります！」

「のえる様に出て行かれたら、わたしたちはどうすればいいんですか!?」

「これからも導いていって下さい！」

　口々に訴えて、泣きじゃくる。

「みんな、頼たよるのもいいかげんにしたら？」

　ぴしゃりと、甘ったれの頰ほおを叩くような声がさした。

　アヤだった。

「のえるはわたしたちだけのモノじゃないのよ。旅立ちたいって言ってるんだから、もっと大きな世界に羽ばたかせてあげるのが、私たち信徒のつとめなんじゃないの？」

　はっ──。

　一同の目が虚きよを衝つかれたようにアヤを見た。

「そ、そうですな。信徒として恥はずかしい……」

「これからものえる様はあたしたちの神さまです！」

「のえる様、頑がん張ばって下さい！」

　それならそれで、フクダさんやらサツキさんたちは、目を涙でいっぱいにしてのえるにすがりついてしまうのだった。




　　　　♣




　さすがにそんなことを信徒全体でやられても困るし、怖こわいし（目の幅はば涙を流すムガールやオスマンたちがアタマ逆立ちをしたり、ふんどし一丁になりながら火ひ渡わたりで迫せまってくる姿を想像してみた）、なにより恥ずかしいので、のえるは見送りを禁止にした。

　湿しめっぽいのは苦手なのだ。

（それに……、遊びに行こうと思ったらいつでも来れるわけだし、ね）

　そのためにつなげたリニアモーターカーだ。

　改札を抜ぬけ、未来都市をイメージした駅舎のエレベーターをのぼると、プラットホームに出る。

　そこには、アヤが待っていた。

　電車に乗る用事で来たわけではないのだろう。手ぶらで、カバーのついた文庫本を読みながらホームの壁かべに立っていたアヤは、のえるが現れたことに気付くと、本を閉じ、笑っているとも睨にらんでいるとも言い難がたい表情を作った。

　のえるは、わざとツンとした顔をして、

「見送りは禁止だったはずだけど？」

「わたしがアンタの言葉に従わないのは、今に始まった話じゃないでしょ？」

　言って、冷ややかな目を向けた。

　けれど、そのまなざしには瞳ひとみに映る相手への愛情がある。

　別れを寂さびしく想おもう気持ちがあった。

「帰ったら今すぐにじゃないけど……、勇気が持てたら、みんなに言うわ。ホントのこと」

　え……。

　のえるは驚おどろいた。

「これまでのことを話して、謝ってみる。そして、これからも仲間でいたいって言ってみる」

　アヤにしてみれば、関係のないのえるに話すだけでも勇気のいることなのだろう。言い終えた途と端たんに、のえるの顔を見ていられなくなり、恥ずかしさに頰を染めながら視線を切った。

「きっと、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　確信をこめて、のえるは言った。

「余計なお世話よ。こう言っておけば、アンタが次に来るまでには、言えるかな、と思っただけなんだから」

「だったら絶対戻もどってこなくちゃね。明日にでも」

「意地悪ね」

「そーよ、今まで気付かなかった？」

　のえるが言うと、どちらともなく二人は笑い出した。

　笑って、笑って、お腹なかが痛くなるほど互たがいに笑いあっているうちに、リニアモーターカーがホームに滑すべり込んできた。

　別れの時が来た。

　けれど、二人の表情に悲しさはなかった。

　距きよ離りを超こえた心のつながりを、二人は感じ取っていたから。
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「さて、と」

　走り出した列車を見送って、アヤはみんなのところへ歩きだそうとした瞬しゆん間かん。

　ポケットから着信メロディが流れだした。

『イエスタディ』──たった一人のための曲である。

　携けい帯たいのディスプレイを見る。

　小野寺、間ま違ちがいない。

「アヤ、頼たのみがある」

　受話器から聞こえる声ではなかった。

　風を震ふるわせて聞こえてくる声に、アヤは振ふり向いた。

　携帯を手にした小野寺が、そこにいた。

「なん……で……？」

　アヤは目を疑った。

　疑問が次から次へと浮うかんできた。

　どうして小野寺がこんなところにいるのか？　容疑が晴れたとはいえ、話題の渦か中ちゆうにある人間が外を出歩いて大丈夫なのだろうか？　しかもここはのえるランドの本ほん拠きよ地ちだ。教団には小野寺を憎にくむものが今もなお数多く存在する。彼ら（ケンはその筆頭だ！）に見つかれば、どんな目に遭あわされるか分かったものではない。アヤはとっさに彼の身を案じた。

「小野寺さん、ここは危ないです。話ならどこか人目に触ふれない場所で……」

　すると、小野寺はいきなり土下座をしたのだ。

「悪かった、アヤ！　私が間違っていた!!」

「や、やめてください小野寺さん」

　アヤは恐きよう縮しゆくした。両手を左右に振って、小野寺を起きあがらせようとした。

「私は後こう悔かいしているんだ」

　身を震わせて、小野寺は言った。

「テレビに復帰したいからじゃない、本気なんだ。他局に負けたくない。視し聴ちよう率りつが欲しい。スクープを手に入れたい。そんなことばかりを考えているうちに自分で自分が分からなくなってしまったんだ。イチからやり直したいんだ！」

「……………………」

　噓うそを言っているようには、アヤには思えなかった。

「協力してくれないか、アヤ」

　小野寺は顔を上げた。

「教団の潔白を証明するために特番を作らないか？　私はこれまで報じてきた教団に対する悪い噂うわさを晴らすフィルムを作りたいんだ！」

「小野寺さん……」

「なんだ？」

「……わたしを、許してくれるんですか？」

「許すもなにも！」小野寺は大きく首を振った「私のほうこそ許してくれ！」

「いいえ、許すなんてそんな！」

　アヤは両手を引いて小野寺を立ち上がらせた。

　顔には笑えみが浮かんでいた。

（分かってくれた！　小野寺さんが分かってくれた!!）

（これで、みんなを裏切らずに済む……！）

　それはアヤにとって、心が沸ふつ騰とうするほどの喜びがあった。

「協力してくれるか？　私の番組の取材に」

「喜んで！」

　アヤは笑顔を浮かべて、深々と頭を下げた。

　そんな彼女を見下ろして、小野寺はニヤリとほくそ笑むのだった。




　　　　♣




　数日後、遊園地に一本のテープが届けられた。

『教団のみなさまへ』というタイトルの貼はられたケースに入れられたビデオは、内容のチェックをした広報室がただちにフクダさんへ報告を上げ、それを見たフクダさんはみるみるうちに顔色を失った。

　──困ったことはみんなで解決する。

　のえるが残した言葉に従って、フクダさんは緊きん急きゆう会議を招集した。

　夜、各部の代表はメインキャッスルの会議室に集合し、そのビデオを目まの当たりにした。




　──その映像は、一台のワゴンがのえるランドに入っていくところから始まっていた。

　取材班をのせたワゴンは、お客様用の駐ちゆう車しや場じようを通り過ぎて、裏側へと進入していく。

　そこは、遊園地を訪おとずれる客が見ることの出来ない施し設せつ。

　関係者のＩＤカードがなければ立ち入りの許されない区域であった。

　停車したワゴンから降りてきた取材班の前に、一人の女性が現れる。

　アヤだ。

　彼女の手招きによって、取材班はある一つのビルに入った。

　まだ、空っぽのビルの階段を下ってゆくと、悲鳴が聞こえてくる。

　それは、叫さけびというにはあまりに細く、燃え尽つきる前のロウソクを思わせるほど弱々しい悲鳴だった。

　扉とびらを開けると、白ずくめの衣い装しようを着た男たちが見える。

　壁かべには縛しばり付けられた巫女みこたち。

　男たちはそれぞれにムチやら木の棒を持って、彼女たちを虐ぎやく待たいしていた。

「痛いか！　痛いか！」

「痛いです」「助けて……！」

　巫女たちはひどく衰すい弱じやくしていた。

「そうだろう、痛いだろう、その痛みがお前のステージを上げるのだ！」

　男は舌なめずりをした。サディスティックな快感に笑みをこぼしながらムチを振ふり上げた。

「やめて……！」

「この不信心ものがァ！」

　別の男が木の棒で巫女の頭を殴なぐりつけた。

「殴られることこそ神への道だ！　痛みこそ、のえる様が指し示してくれた覚かく醒せいへの道筋なのだ！　血の味に喜べ！　傷つけられることに感謝しろ！　この国がのえる様のものになった時には、国民は一人残らず、この痛みの儀ぎ式しきを受けることになるのだ！　ひーっひっひ、ひーっひっひ、ひーっひっひっひ!!」

　白ずくめの男の笑い声が静かにフェイドアウトして、テープは終わった。




「……………………」

　皆みなが、言葉を失っていた。

　施設は本物だ。

　入り口も階段も地下室も実在するものだ。

　でも、その中で繰くり広げられていた出来事は……。

「……どういうことだ、アヤ」

　ケンが口を開いた。

　何から驚おどろいていいのかわからないのか、目を丸くしている。

「……………………」

　アヤは答えられない。

　この場にいる誰だれよりも信じられない顔をして、真っ白なスクリーンを見つめ続けている。

　小野寺がした、まったくデタラメな編集に言葉を失っているのだ。

「答えろよ、アヤ。これはどういうことなんだ!!」

「分からない、わたしにも分からない……」

　焦しよう点てんを結ばない目をして、首を横に振る。

「分かんねえわけねえだろ！　あそこに映ってたのはお前だろうが！」

「知らない……、本当に」

　声が震ふるえている。

「わたしは、施設を案内して……、施設の中を撮さつ影えいしたいと言われたから……、空いているビルでいいっていうから……、あのビルを案内して……、そこからは何も……」

「そうじゃねえだろうが！　なんで小野寺を招き入れたんだよ!?」

「だって、小野寺さんが！」

　ケンは目を疑った。

「小野寺さん、だと……？」

　アヤの携けい帯たいが鳴った。

　──イエスタディだ。

　アヤは、びくっとした顔をして、あわてて携帯を切った。

「見せろ！」

　ケンはアヤから携帯を奪うばいとった。

　着信履り歴れきを見る。

「なんだよ……、アヤ、どういうことだよこれは！」

　小野寺、小野寺、小野寺、小野寺、小野寺、小野寺、小野寺、小野寺、小野寺……。

　たった一つの名前で、画面は埋うめ尽くされていた。

　ケンは目をふさいだ。

　ぶるぶると携帯を持つ腕うでが震えだす。がちがちと震えた歯と歯が音を立てる。

「俺たち……友達じゃなかったのか？」

「聞いて、わたし、本当は」

「聞きたくもない！」

　絞しぼり出すような声がもれた。

「お前はみんなの努力を、無む駄だにしたんだぞ！」

「ごめんなさ……」

「謝るな！」

　ケンは叫さけんだ。

「謝ってごまかそうとするんじゃねえ!!　こんなテープを流されたら、世間がどうなるか分かるよな？　教団が昔みたいに戻もどっちまうってことぐらい分かるよな？　外を歩くだけで嫌いやな目で見られて、行く場所もなく、ただ生きているだけで消えてなくなっちまえって、石を投げられる毎日……、お前だって覚えてるだろう、みんな、どれだけ悔くやしい思いをしてきたか……」

「分かる……分かるよ」

「何が分かるってんだ！　いつから俺たちを裏切ってたんだ？　一週間前か！　一ヶ月前か！　それとも教団に来たときからか！　俺やオミと出会った時からか!?」

「……………………」

　きゅっと、アヤは唇くちびるを嚙かんだ。

　うつむいて、小さく首を横に振ふる。

　答えはない──。

　答えられるわけがない。

「笑えるよな、オミ。俺たちが砂を嚙む思いで生きてる間、コイツ、心の中で笑っていやがったんだぜ。友達のふりをして、俺たちのこと、心の底では馬ば鹿かにしてやがったんだぜ」

「そんなこと……ない……！」

　やっとの思いで言葉を絞り出す。

「何が違ちがうんだ！　裏切り者が!!」

「違う。わたしの話を聞いて！」

　アヤはケンの腕をつかんだ。

「やめてくれ！」

　ケンはアヤを振り払はらった。

　アヤは尻しり餅もちをついた。

　ケンは拳こぶしを上げる。

　アヤは目をつぶる。

　とっさに殴なぐられることを覚かく悟ごする。むしろ、殴られたいとすら思った。

　しかしケンは……、殴らなかった。

「顔も見たくねえ……」

　ケンは背を向けた。がっくりと落ちた肩かたは震ふるえてもいなかった。

「ごめんなさい、わたし……」

「俺の身体からだに触さわるんじゃねえ！」

　振り返りもせずにケンは叫んだ。

「出て行け！　お前なんか二度と見たくない！」




　　　　♣




　夜の東京を、一発の銃じゆう弾だんと化したアヤが駆かけ抜ぬけていた。

「小野寺……………………ッ！」

　ほとばしるような怒いかりが、口をついて漏もれた。

　騙だまされた自分が悔しかった。

　騙した小野寺が許せなかった。

　駅のホームで再会した時。

　一いつ緒しよにやりなおそうと言われた時。

　本当に嬉うれしかったのだ。

　身も躍おどり出すような喜びを感じたのだ。

（なのに──）

（なのに────────！）

　小野寺は裏切ったのだ。

　わたしを。

　教団の仲間たちを。

（許せない………………………………ッ！）

　携けい帯たい電話で小野寺を呼び出す。

　小野寺は13ｃｈにいると言った。

（あのテープは絶対に放映させない！）

　差し違えてでも、みんなを守る気持ちだった。

　小野寺が待ち合わせに指定したのは、局ビルの地下にある倉庫室だった。

　人目に触ふれることも少なく、小野寺から指示を受ける時によく使っていた場所だ。

　倉庫室の部屋ナンバーも同じだった。

　先に部屋に入る。

　汗あせを吸い込んだ布地から漂ただようような饐すえた臭においが懐なつかしい。

　胸の内に、小野寺と出会った頃ころの自分が蘇よみがえってきた。

　今はもう、その頃の胸躍るような気持ちはない。

　きゅっ、と、アヤは胸が締しめ付けられるような想おもいがした。

「待たせたな」

　小野寺が現れるや、アヤはすぐさま頭を下げた。

「あのテープを放映するのをやめて下さい!!」

「なんだ、用件とはそんなことか？」

「教団への攻こう撃げきはやめて下さい。あの人たちは悪いことをする人たちじゃありません！」

「だからどうした」

　小野寺は鼻で笑った。

「ヤツらが実際に悪事を働いているかどうかなど、どうでもいいのだ」

「えっ……」

「真実でもどうでもよい。世間が悪だと認めるモノがあればよいのだ」

「ど……、どういう意味ですか！」

「そんなことも分からんか」

　小野寺は冷たい目をした。

「正義には悪が必要なんだよ」

「そんなことで……、みんなは……！」

　アヤは、心臓を鉛なまりで撃うち抜かれたような気持ちになった。

　途と端たんに、糸が切れたように顔から力が抜ける。

　ふにゃあ、と、今にも泣き出しそうな顔をした。

「わたしは……、これまで小野寺さんのことをお父さんだと思っていました……」

　震える声でつぶやく。

「ふざけるな。貴様のような出で来き損そこないが。思い上がったことをぬかしおって」

　吐はき捨てて、右手を上着の内側に差し入れる。

「ゴミはゴミらしく、人の役に立てばいいのだ」

　小野寺は隠かくし持っていた銃をアヤに定めた。

「余計なことを喋しやべられても迷めい惑わくだからな」

「小野寺ァ！」

　アヤは弾はじけるように動いた。

　手刀の一いつ閃せんで銃をたたき落とし、床ゆかに転がった銃を拾う。

　その銃口を小野寺に突つきつける。

「わたしのことはどうとでも言え！　けど、教団からは手を引け……さもないと！」

　言って、アヤは引き金に指をかけた。

「やれやれ、馬ば鹿かは学ばないな」

　笑って、小野寺は肩をすくめた。

「わたしは本気だ!!」

　アヤは叫さけんだ。

　しかし、小野寺は馬鹿にするだけだ。

「あんなヤラセテープを放映するとでも思ったか、すぐにでっちあげとバレるような」

「なに？」

「放映するのは、こっちのテープだよ」

　顎あごの先で、部屋の隅すみを差す。

　無造作に積み上げられたダンボールから、見知った顔が現れる。

「後藤……さん……」

　彼に担かつがれたビデオカメラが一部始終を撮さつ影えいしていた。

　小野寺はしゃあしゃあと言い放った。

「なんの噓フエイクもない、純じゆん粋すいな真実フアクトの暴力事件だ」

「小野寺ァ──────ッ！」

　アヤは引き金をひいた。

　銃じゆう弾だんは、飛び出さなかった。




　　　　♣




『恐おそるべきカルト宗教の報復攻撃！　人気キャスター襲しゆう撃げきされる！』




　そんなテロップと共に、アヤの小野寺良一狙撃未遂事件は大々的に報道された。

　小野寺良一はゲストとして、朝から夜までニュース番組に出ずっぱりだった。

　業界に対する暴力には同情的になるのは、どこの国のマスコミでも常である。

　先日まで吹ふき荒あれていた、小野寺の大たい麻ま疑ぎ惑わくは一いつ瞬しゆんでなりをひそめ、

　手段を選ばないカルト宗教と戦う言論の闘とう士し、暴力に言葉で立ち向かう正義の人。

　そんなイメージで、小野寺のことは語られるようになっていった……。

「やれやれじゃな」

　さくらの家で、テレビを見ていた花吹雪が腰こしを上げた。

「お父様、どこかへ行かれるんですか？」

「娘むすめの生徒といえば孫のようなもの、孫ののえるの危機とあっては放ほうっておけぬじゃろう」

「ものども、行くぞ！」

　花吹雪が声をあげた途端。

　壁かべの裏から床板から、ありとあらゆる壁から事務所の若い衆が顔を出してきた。

　いつの間に、さくらの部屋は忍にん者じや屋や敷しきのように改造されてしまったのか。

「お父さん！　こんな改造いつの間に！」

　さくらは笑ってるような泣き顔をした。

　フフフ、と花吹雪は自じ慢まんの髭ひげに指をやり。

「驚おどろいたか、さくらよ」

「驚きますっ！」

「これも娘を心配する親心。東京で一人暮らしを始めたお前にもしものことがあってはと密ひそかに若いモノに見張らせておいたのだ」

「勝手なことはしないでって言ったでしょお！」

「フッ、我ら土建屋が本気を出せば、お前に気付かれぬよう家に改造工事を施ほどこすことなど、造作もないこと！」

「押お忍す！」

　若衆は『お嬢じよう様さま、誉ほめて下さい』と言わんばかりに胸を張った。

「誉めませんっ！」




　　　　♣




　アヤは、教団に戻もどって来なかった。

　来れるはずがなかった。

　アヤが引き起こした事件によって、教団のイメージは一変した。

　笑い声で満ちていた遊園地は、閑かん古こ鳥どりが鳴くほどの開店休業状態に追い込まれていた。

　働こうにもやることがない信徒たちは、昼間から食堂で愚ぐ痴ちをこぼしあっていた。

「アヤのヤツ、いい時に逃にげやがったよな」

「小野寺のトコロに逃げ込んだんじゃねえか？」

「どうせあの狙そ撃げきテープもヤラセじゃねえのか？」

「言える言える」

　彼らの背後に、やんちゃなポニーテールが躍おどった。

「あたしがいない間に、あんたたち、また情けないこと言うようになったのね」

　聞き覚えのある声に信徒たちは振ふり向く──。

「のえる様！」

　むすっ、と口を曲げて、のえるは信徒たちを見み回まわした。

「裏切られたぐらいで、なに怒おこってるのよアンタたちは！」

「で、でも……アイツは！」

　なに言ってんの！　と、のえるは叱しかり飛ばした。

「信じるってことは、どこまでも信じ抜ぬくことよ！　信じて、信じて、誰だれが何て言ったって、聞く耳も持たずに信じ続けることなんだから！」




　　　　♣




　──行くところなど、あるはずがない。

　アヤは呆ぼう然ぜんと街を徘はい徊かいしていた。

　ここが、東京のどこなのかも分からない。

　すれ違ちがう人と肩かたがぶつかる。

「どけや、ボケ！」

　気力の抜けた身体からだは風船人形のように一方的に撥はねとばされて、地面を転がった。

　ころころと跳ねて、タバコの吸い殻がらみたいに道の端はしで止まる。

　ゴミだ。

　存在する価値もない、ただ酸素を消費するだけの生ける屍しかばねだ。

　腹がすけば、コンビニで弁当を盗ぬすみに行っていた時となにも変わることのない──、

　動物のような存在に戻っていた。

（何をやっていたんだろう……わたしは）

　もがいて、もがいて、たくさんの人を傷つけた上に同じところに戻ってしまった。

（最悪の人間だ……）

　そんな思いが胸に浮うかんだ、その時だ。




『私は折原のえるを許さない！』




　スピーカーごしに聞こえる小野寺の声に、アヤは顔を上げた。

　ビルの壁へき面めんにかけられた巨きよ大だいな街頭テレビに報道特別番組の告知があった。




「拉ら致ち事件の全ぜん貌ぼうが明らかに！」

「全すべての闇やみが暴あばかれる！」

「折原のえると教団の野望！」

「本日土曜午後九時から！　13ｓｃｈ独どく占せん中ちゆう継けい!!」




　アヤはテレビに躍る文字を見て、目を疑った。

　携けい帯たいが鳴る。

　小野寺からのものだ。

『なんだ、まだ生きていたのか──』

　受話器の向こうから、鼻で笑う声が聞こえてきた。

「なんの……用だ？」

　爆ばく発はつしそうな怒いかりを抑おさえて、問い質ただす。

『お前だけには教えておこうと思ってな。折原のえるを倒たおす、わたしの武器を』

「武器、だと？」

『お前が実行した、総理の拉致テープだよ』

「はっ、それがなんでのえるを倒す武器になるのよ」

　アヤは耳を疑った。

「逆でしょう？　せいぜいわたしが今以上に悪党になるだけ。好きにすればいいわ」

『ところがこれがすべて、折原の仕し掛かけた自作自演だと説明したらどうなるかな？』

「自作自演？」

『国民の同情を煽あおるような事件を起こし、電でん撃げき的に教団の新代表に就任。注目が集まっているのをいいことに新しい事業を興おこし、大成功。国民はまんまと折原に金を吸い上げられ、そのことを報じようとした私は、口くち封ふうじに殺されかけた──と、そんな筋書きだ』

「ふ、ふざけるな！　そんなデタラメ、証しよう拠こがない!!」

『先日上場した株式のキャピタルゲインは数百億にのぼってるそうだな』

「！」

『一人の人間が手にするには凄すごすぎる利益だ。これはもう経済犯罪とは思わんかね？』

「やめて！」

　とっさにアヤは叫さけんでいた。

「なんでもするから！　のえるを巻き込むことだけはしないで!!」

『だめだね。私はヤツにも恨うらみがある』

　こみ上げる笑いを押し殺すような小野寺の声に、アヤは心が爆発してしまいそうになった。

「……………………っ！」

　壊こわれそうなぐらいに携帯を握にぎりしめる。

　許せなかった。小野寺が本当に許せなかった。

『一つだけ教団を救う方法がある』

　耳を疑うような言葉が、聞こえてきた。

『聞きたいか、アヤ』

　アヤはうなずいた。

『なあに簡単なことだ。

　すべての罪をお前がかぶって、自殺しろ』

「なっ──！」

『罪をわびて死ねば、世論もお前に同情して罪はうやむやになる。世の中とはそういうものだ。すべてお前がしたことにすれば、誰だれも裁かれないし、教団も生き残れる。どうだ？　貴様が死ねばすべては片づくのだ。いい考えだろう。お前が折原や教団のために何かがしたいと思うのなら、四の五の言わずに死んでみせろ』

「……考えさせて下さい」

　アヤはそれだけを言って、電話を切った。

「馬ば鹿かが」

　電話を切って、小野寺はほくそ笑えんだ。

「これで証拠隠いん滅めつ、と」

「どういう意味ですか、小野寺さん……！」

　アナウンサー特有の伸のびのある声がして、

　振ふり向いた先に、宮添野々子がいた。

「貴様、聞いていたのか！」

「今の話は！　今の話はどういうことですか小野寺さん！」

「黙だまっていろ」

　恐おそろしい形相で小野寺は詰つめ寄った。

「首になりたくなければ、このことは誰にも話すな！」

「で、でも……」

「ＴＶをなめるな」

　小野寺は凄みを利きかせた。

　ＴＶカメラの前ではついぞ見せたことのない、形相であった。

「このことをバラせばお前も終わりだぞ。局のイメージダウンになるようにした社員にマトモな仕事が与あたえられると思うか？　いつ裏切るか分からないような社員をどこの局が雇やとう？」

「………………っ！」

　絶句する野々子に小野寺は言い切った。

「せっかく手に入れたアナウンサーの仕事だろう？　夢を大事にすることだな」




　　　　♣




（どうしよう……。どうしよう……）

　どこにいても小野寺に見張られている気がして、野々子は女子トイレに逃にげ込んだ。

　便座に座り、呼吸を整えようとする。

　けれど、どんなに深呼吸をしたところで、乱れた息はおさまらない。

　人の命が懸かかっているのだ。

　一人の人間が生きるか死ぬかの運命を、自分は握っているのだ。

　これでも報道人のはしくれである。

　殺人事件の現場に立ったこともあるし、悲ひ惨さんな事故現場から実じつ況きよう中ちゆう継けいをしたこともある。

　けど、それはすべて外野の出来事だ。

　殺す人がいて、殺される人がいたとしても自分には関係ない。

　ただ事件を正確に報道するだけ。

　それがジャーナリストの正義だと、信じて疑わなかった。

　アヤという少女が命を断たとうと、それはそれで、その事実を報道するだけのことだ。

　報道者として、それは間ま違ちがっていない。

（でも……！）

　首を縦には振れない何かが、野々子の胸にはあった。

　けれど、どうしてよいかも分からない。

　気付くと、野々子は携けい帯たいの番号を呼び出していた。

　無意識のうちに、のえるの番号で目を留める。

　かつて黒瀬を追いつめるのえるを取材した時に交こう換かんした電話番号だった。

　知り合いというわけではない。

　言葉など、ほんの数回、交かわしただけの関係だ。

　なのに、なぜ、彼女を頼たよろうと自分は思っているのか。

　どうして、彼女ならなんとかしてくれると自分は思っているのか。

　ほんの数回、言葉を交わしただけの彼女に、自分はどうしてそんな期待感を抱いだいてしまうのか。

　それすらも知りたくて、野々子は電話の発信ボタンを押した。

『もしもし、誰だれ？』

　声に混じって雑ざつ踏とうの音が聞こえる。

　跳はねるような息いき遣づかいは、走っているところなのだろうか。

「あたし、アナウンサーの宮添野々子と言います。実は──」

　気付くと、野々子はすべてを話していた。

『つまり、あたしが小野寺の番組に出て、対決してしまえば、アヤも生きるだの死ぬだの悩なやむ必要がなくなるってわけね』

「でも、そんなことをしたら、総理が」

『敵の思う壺つぼってことでしょ、分かってるわ』

「小野寺さんは恐ろしい人です。何を考えているか──」

『かまわないわよ』

　のえるはこともなげに言った。

『他人の目なんか関係ないわ。あたしはあたしが後こう悔かいしないと思うことをするだけよ』




　　　　♣




　時計は四時を回っていた。

　土曜日である今日は、夕方からのニュースはない。

　小野寺は夜九時からの特番に備えて、ディレクターの石塚と打ち合わせをしていた。

　廊ろう下かに出たのをうかがって、野々子は小野寺にかけよった。

「わたし、間違ってました」

　言って、野々子は深々と頭を下げた。

　殊しゆ勝しような態度だな、と小野寺はうなずいた。

「心を入れ替かえて、イチから出直したいと思います」

「いい心がけだ」

「これまでのこと、教えてください！　小野寺さんの手足になって働きたいんです!!」

「うむ、お前もジャーナリストとしてやっと一皮むけたな」

　小野寺は満足げな笑みを浮うかべて、野々子に向き直った。

「教えてやろう、もともと折原の拉ら致ち誘ゆう拐かい事件を仕し掛かけたのは私だ……」




　　　　♣




　夕焼け──。

　アヤは歩道橋の欄らん干かんに身をもたれかからせながら、ビルの群れの中に落ちてゆく夕ゆう陽ひを眺ながめていた。

　休日のオフィス街に人の影かげはない。

　ビルというビルが門を閉じ、開いているショップも飲食店も灯あかりを落としている。

（まるで、ゴーストタウン……）

　そんなことを思いながら、アヤは眼下に目を移した。

　誰だれもこの街に用事などないのだろう、かなりのスピードで行き交かう車たちを見ているうちに、アヤは、この街そのものが見捨てられているように思えた。

　また顔を上げて、見捨てられた街に落ちる夕陽を見る。

（世界ぜんぶが燃えてるみたい……）

　ぜんぶ燃えて、いろんなことがなかったことに出来れば、どれだけいいだろう、と思う。

　アヤは欄干に手をかけて、周囲を見み渡わたした。

　歩道橋にも、つながる歩道にも人の影はない。

（ここから飛び降りれば……）

　間ま違ちがいなく死ねるだろう。

　そう思った瞬しゆん間かん、小野寺の言葉が胸中によみがえった。

　──すべての罪をおまえがかぶって死ねば、折原も教団も生き残れる。

　もう一度、空を見る。

　ビルたちの輪りん郭かくを赤く染めながら、太陽は沈しずもうとしていた。

　夜になれば、小野寺の恐おそろしい番組が始まる。

　白を黒と言い換かえる詐さ術じゆつを使って、のえるの政治生命は断たれようとするだろう。

　教団の運命もだ。

　欄干を握にぎる手が震ふるえていた。その手のひらはじっとりと汗あせばんでいた。

　死を恐きよう怖ふしているのかと思った瞬間、心の中に激しい嫌けん悪おが生まれた。

（見苦しい！　なにを今さら!!）

　こんな状じよう況きようになってもなお、生きたいと思っている自分が、アヤには許せなかった。

（死ぬことがどうだっていうの!?）

（そうすればみんなを救えるのよ！）

　ごくり、とアヤは喉のどに溜たまった唾つばを飲みこんだ。

（みんなも、わたしのことを許してくれるかな……）

　そう思った瞬間、アヤは欄干にかけていた腕うでに力を込こめ、一気に飛び越こえていた。

「ダメ────────っ！」

　声がして──、

　横合いからいきなり飛びかかられたアヤは、宙に飛び出していた身体からだを強引に引き戻もどされ、そのまま歩道橋の鉄かな床とこに押し倒たおされてしまった。

　覚えのある声に、アヤは耳を疑った。

「な、なんで……？」

　押し倒された視界に、真っ赤な空が見えた。

　夕陽の光でキラキラと輝かがやくポニーテールが見えた。

　まっすぐに自分を見つめる、のえるの顔が見えた……！

「のえる教の教えでは自殺は認めていないはずだけど？」

　言って、なんでもなかったようにくすりと笑う。

「どうして、ここが……」

　信じられず、アヤは首を振ふった。

「アンタのケータイを逆探知して」

「疑ってたの!?」

「心配してたのよ」

　のえるはそう言って、アヤの手をつかんだ。

「戻ろ、みんなのところへ」

「いや」

　アヤは怯おびえるように手を振り払はらった。

「ダメだよ。今さら戻れないよ」

「なんで？」

「戻ったって、誰も信じてくれないわ……」

「それが飛び降り？」

「死んだら、みんなだって信じてくれる」

「誰がそんなこと言ったのよ！」
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　のえるは両りよう肩かたを怒いからせた。

「世間の人たちの誤解だって解ける！」

「アヤが死んだら何の意味もないよ！」

　アヤは泣きそうな声で訴うつたえた。

「みんなを守りたいの。わたしが死んで身の潔白が証明できるなら」

「そんなことしないと信じないヤツになんか、信じてもらえなくていい！」

　力強く、のえるは胸に手を当てた。

「そんなに不安なら、あたしが一億人分信じてあげる！　六〇億人ぶん信じてあげる!!」

「やめてって言ってるでしょお！」

　アヤは顔をくしゃっと歪ゆがめた。

　辛つらいのだ。

　自分のせいで、のえるを巻き込んでしまうことが耐たえられないのだ。

「小野寺のやり方は見てきたでしょう！　犠ぎ牲せいはわたし一人でいい!!」

「あたしは友達になりたいの！」

「だったら、わたしの言うことを聞いて！」

「死んだら友達になれないよ！」

　のえるの叫さけびに、アヤは息を吞のんだ。

　止まらずのえるは叫び続けた。

「あたしはアヤと友達になりたいの！　これからもずっと、大人になっても、お母さんになっても、しわくちゃのおばあちゃんになるまで、友達でいたいの！」

「………………………………………………………………」

　アヤは、ただじっと、のえるを見つめ返した。

　誰だれもいない街の誰もいない歩道橋に、立ちつくす二人が向かい合っていた。

　何かを言おうとして、アヤは唇くちびるをわななかせるが、言ってはいけないと思ったのか、きゅっと結んだ。右手がきゅっとシャツの合わせ目を握りしめた。

　千の言葉を吞み込んで、立ちつくす……。

　のえるは、尋たずねた。

「アヤは…………違ちがうの？」

　その言葉を聞いた途と端たん、アヤの目から、ぽろぽろと涙なみだがこぼれおちてきた。

「あたしも、そうだよ……」

　つぶやいて、倒れるようにのえるに近づいた。

　のえるはアヤを抱だきしめた。

　両手で受け止めた彼女の肩は折れそうに細かった。

　──泣いていいのに。大声で泣いてもいいのに。

　のえるは思った。

　それでも声を殺して身を震ふるわせるだけのアヤを、のえるはたまらなく愛いとおしく思った。

（自分が死ねばいい、なんて言葉、どうして口に出来るんだろう）

　心の中で繰くり返すだけで、のえるは胸がぎゅうと締しめ付けられた。

　自分には言えない。そんなこと、絶対に言えない。

　どんなことがあっても、自分も生きる方法を探してみせる。

　それはあたしもうまくいって、みんなも幸せにならなくちゃ意味がない、と欲張ったことを考えているからだ。

　アヤは、優やさしい。

　自分が消えてなくなることで、みんなが救えるならそれでもかまわないと思っている。

　なんていい子なんだろう。

　どうしてその優しさにつけ込むようなヤツが生きてるんだろう。

　人間を死にまで追いつめる権利が、誰にあるのか。

（小野寺…………ッ！）

　炎ほのおのような怒いかりが、のえるの胸のうちで噴ふき上がっていた。

（あんたに人の命をどうこうできる資格はないんだから！）

　激しく、のえるは思った。

「……まったく、あなたの脚きやく力りよくはわかってたけど、追いつく私の身にもなってよね、……もう」

　ぜいぜいと喘あえぎながら、階段の端はしから一人の少女が現れた。

　アヤにとっては見覚えのない少女である。

　顔立ちは美しい。なまじ綺き麗れいなので、すましているだけでお高く止まっていると思われてしまいがちなクールフェイスは、かなりの距きよ離りを走った疲つかれと、アヤが死ななかった喜びで、彼女らしくもなく緩ゆるんでいた。

「でも……間に合って……よかったわ」

「若葉のおかげよ。ケータイから、居場所を逆探知できるなんて」

「別に、最近のケータイの性能が凄すごいだけよ」

　褒ほめられるのが苦手なのか、若葉はツン、と横を向いた。

　のえるは嬉うれしそうに、若葉をアヤに紹しよう介かいする。

「紹介するね、葵若葉。アヤの携けい帯たい番号から電話会社を調べ出してもらったの、すごいでしょ」

「そんなの、ＵＧにちょっと詳くわしければ誰だって出来るわ」

　なぜか若葉は不ふ機き嫌げんな顔をする。

　それが照れ隠かくしだということをのえるは分かっているので、

「若葉ったら凄いのよ、電話会社を調べてくれたあとに……」

「今は私の話をしてる場合じゃないでしょ！」

　顔を真っ赤にした若葉が遮さえぎった。

　のえるのかたわらにいたアヤは、そんな若葉を見て、

（この人、わたしと似てるかも……）

　胸の中に、ほんわかとした親近感を覚えていた。

　そんな自分に気付いて、アヤは、くすっ、と噴ふき出してしまった。

「どしたの、アヤ!!」「大だい丈じよう夫ぶ!?」

　のえると若葉が血相を変える。

　その真しん剣けんな顔つきが、ますますアヤのお腹なかをよじらせてしまった。

　おかしいから笑っただけなのに、二人がぜんぜん違ちがう心配をしてくれたからだ。

　さっきまで死ぬ気でいたくせに、死ぬのはやめようと思った途端に若葉という人に親しみを覚えたりしている自分のふてぶてしさが、たまらなくおかしかった。

「違うの、二人とも、そうじゃないから」

　笑いをこらえようとしながら、アヤは答えた。

　それでもハラハラとした顔で自分を心配してくれるのえると若葉の優しさに、涙が出てきた。

「アヤ、ホントに大丈夫なの!?」「とにかく休む場所探しましょう！」

　ますますあたふたする二人が、アヤには申し訳なく、そして、嬉しく思えた。







　にぎやかな駅前にたどり着いたところで、のえるは意を決したように口を開いた。

「若葉、悪いんだけど……」

「アヤさんを預かってって言うんでしょ？」

「当たり」

「小野寺を倒たおしに行くんでしょ？」

「なんで分かるの!?」

　のえるがびっくりしたので、若葉は得意げな顔をした。

「分かるわよ、あんたの考えそうなことぐらい、言わなくても聞こえてくるのよ」

　それはかつて、のえるが若葉にいった言葉だった。

　気付いて、のえるは噴き出した。

　アヤも小さく微笑ほほえんだ。

　そんなのえると若葉を見て、

　二人はいい友達なんだなあ、とアヤは思った。

「いってらっしゃい。止めても無む駄だなんだろうし、せいぜい応おう援えんしてあげるわ」

　そう言って、若葉はのえるを送り出した。

　のえるは人混みの中に消えていった。

　それを見送って、若葉はアヤの肩かたを叩たたいた。

「さ、あたしたちは安全なところに行きましょ」

「安全なところって……」

　まんが喫きつ茶さだった。

「相手もバカじゃないだろうから、そうそう手て荒あらなことはしないだろうけど、用心にこしたことはないわ。事が済むまでここに隠れてましょ」

　きょとんとした顔で、アヤは店の中に足を踏ふみ入れた。

　店の中はカフェというよりも、にぎやかな図書館といった感じだった。

　中央にこそ『喫茶店』らしいテーブルがあるのだが、壁かべにはずらっと漫まん画がで敷しき詰つめられた本ほん棚だなが並んでいて、隅すみのほうにはブースで仕切られたテーブルにパソコンやＴＶが置かれている。その奥には個室らしきドアがいくつも見えた。

「長居しても怪あやしまれないわりに、誰だれも他の客のことに気も留めない。下手なホテルよりよっぽど身を隠せる場所よ」

　そう言って、手続きを済ませた若葉は個室の扉とびらを開く。中にはカラオケボックスにあるようなソファとテーブル。ＴＶにはゲーム機が接続されていた。

「のえるってずるいわよね」

　ジャケットを脱ぬぎながら、アヤはつぶやいた。

「他人の気持ちを逆さか撫なでするだけ逆撫でして、気付いたら、怒おこれなくしてしまう」

　怒っているのかうれしがっているのか分からない口調の若葉だ。

　もう一つのハンガーをアヤに渡わたして、自分はさっさとソファに座る。

「信じられる？　あんな恥はずかしい台詞せりふ、真顔で言っちゃうのよ？　笑っちゃうわよね」

　そう言って、若葉はアヤに笑いかけた。

　唇くちびるがほんのちょっと歪ゆがんだだけの、小さい笑みだったけれど、アヤには不思議とそれが若葉のいっぱいな笑顔に感じられた。

「時間だわ」

　若葉はリモコンをつかんで、テレビの電源を入れた。

　ちょうど小野寺の番組に、のえるが躍おどり込んだところだった。

「さあ、応援しましょ。わたしたちの友達を」







「ようこそ、お待ちしていましたよ」

　テーブルに両りよう肘ひじをつき、組んだ手の上に顎あごをのせて、小野寺は言い放った。

　仕草の一つにも動どう揺ようしたところはない。

　むしろ、待ちかまえていたと言わんばかりの余よ裕ゆうが表情にあった。

「……折原教祖、いや、折原容疑者と言ったほうがいいですかな？」

「どういう意味？」

　眉まゆをしかめるのえるに、小野寺は言い切った。

「一億おくの国民を巻き込んだ、巨きよ大だい詐さ欺ぎ事件の容疑者としてですよ」

　言った瞬しゆん間かん、小野寺の背後にあった巨大ディスプレイの映像が切り替かわった。

　それは、のえるがアヤたちに拉ら致ちされる場面を撮さつ影えいした本物の映像だった。

「総理、この映像に間ま違ちがいはないですよね？」

「そうだけど？」

　のえるはややとも動じなかった。

「おかしな話ねえ。どうして、こんな場面をあなたが撮影出来たのかしら？　まるで──、あらかじめここで事件が起こることをあなたたちが知っていたとしか思えないけれど？」

「そうなんですよ」

　ニヤリと、小野寺は笑えんだ。

「あなたに利用されることを恐おそれた人たちのタレコミによってね」

「タレコミ？」

「あなたはいつものノリで国民を騒さわがせる事件を起こそうと拉致誘ゆう拐かい事件を企たくらんだ。あなたにとっては無責任な悪ふざけなのかもしれませんが、狂きよう言げん誘拐を依い頼らいされたほうにしてみれば、どこで手のひらを返されて本当の犯罪者にされるか怖こわくて怖くて仕方ありませんからね。この拉致が芝しば居いであることの証しよう拠こを残しておきたいと、我々に頼たのんできたわけですよ」

「よくも！　そんな噓うそを!!」

「噓だとおっしゃる？」

　小野寺は訊たずねかえした。

「ではこの拉致誘拐は、彼らが企んで実行した本当の犯罪だとおっしゃるわけですね、総理」

「────────っ！」

　のえるは、痺しびれたように立ちつくした。

　小野寺が暗に言おうとしていることは、こうだった。

　──アヤを犯罪者にしたくなければ、お前が罪をかぶれ。

　のえるは全身が沸ふつ騰とうするほどに熱くなるのを感じた。

　しかし、ここで殴なぐるわけにはいかない。

　それこそがヤツの思う壺つぼなのだ。

　国民は何も知らない。

　アヤの苦しみも、信徒たちの友情も、のえるの怒りも何も知らない。

　ただ、小野寺が主張する『拉致誘拐はのえるのヤラセ』という発言と、それに反はん撃げきすることの出来ないのえるという情報しか手にしていない。

　カメラが切り替わり、誠実なまなざしを浮うかべる小野寺を映した。

「さて、視し聴ちよう者のみなさん。どちらの言っていることが正しいと思いますか？」







「ふざけるな！」

　アヤは声をあげた。

　膝ひざの上に置いた手がいつのまにか握にぎり拳こぶしを作っていた。

　テレビに映る小野寺をにらみつける。

「……わたし、テレビ局に行くわ」

「そうさせないために私が呼ばれたんだけど……」若葉が唇くちびるを尖とがらせた。

「アイツの言ってる事が噓だって言えるのはわたしだけ！　のえるを助けられるのはわたしだけなの！」

　決死のまなざしをして若葉に訴うつたえた。

　若葉はアヤの覚かく悟ごを試すように、彼女の瞳ひとみをしっかりと見すえた。

「本当のことを言ったら、あなた、逮たい捕ほされるのよ」

「わかってる」

　静かに、アヤはうなずいた。

「しょうがないわね」

　肩かたをすくめて、しかしあっさりと若葉が言った。

「行かせてくれるの？」

「止めても無む駄だな人は止めない主義だから」

「ありがとう！」

　それだけを言って、アヤは個室を飛び出していった。

　笑顔だった。逮捕されに行く人間のする表情とはとても思えなかった。

　でも、若葉にはアヤの気持ちが自分のことのように分かっていた。

　若葉は、のえるが自分を呼び出した時の言葉を思い出していた。

　──若葉なら、アヤのこと分かってあげられるんじゃないかなと思って。

（馬ば鹿かね、のえる）

　くすっ、と。

　若葉は、世話好きな姉が妹にするような吐と息いきをもらした。

「気持ちが分かったら、止められるわけないでしょ」

　言って、テレビの中ののえるを見た。

（あなたを見てると、みんな、何かをしたくなっちゃうんだから）

　若葉のまなざしはのえるの勝利を疑っていなかった。







　そこから先は一方的な虐ぎやく殺さつゲームだった。

　のえるが言い返してこないことを確かく認にんした小野寺は、拉致誘拐に端たんを発する一連の出来事はすべてのえるの自作自演だと言い放った。教祖の交代劇もあらかじめ仕組まれたシナリオであり、のえるは初めから教団を乗っ取るつもりであり、手に入れた信徒のマンパワーを使って遊園地を再建、一ひと儲もうけを企んだのだと。

　のえるは一言も反論しなかった。

　アヤを守りたいから。全部、自分のせいにするしかないのだ。

　小野寺は唄うたうようにつぶやいた。

「これはどんな罪に当たるんでしょうなあ。詐さ欺ぎ、もしくはインサイダー取引ですかな。巨きよ額がくの詐欺事件を働いたのですから、それなりの罰ばつを受けてもらわなければなりませんな」

「罰？」

「司法の裁きですよ、折原総理」

　警察に自首をしろ、と小野寺は要求をしているのだ。

「どうして!?　どうしてそこまでわたしを目の敵かたきにするの!?」

「これは異なことを。わたしは真実を追究しているだけです」

「教団を生かすつもりなんてないくせに！」

「ええ、カルト宗教など、あってはならない有害な存在ですからな」

「なんですって」

「カルト宗教は社会にとって危険な存在ですよ、折原のえる」

「信じてるものがマイナーってだけじゃない。少数でも立派な信しん仰こうはあるわ」

「少数なところが危険なんです。狭せまい価値観に閉じこもり、すぐに社会を悪者扱あつかいして、他者を傷つけようとする。排はい他た的で、倫りん理りがなく、自分たちの利益のために、他者を害する」

「それはアンタのことじゃないのよ！」

「なんですと？」

「会社を守るために法を犯おかすサラリーマンは、会社教というカルトの信者じゃないの？　身勝手なことを言って、都合が悪くなるとナイフを握にぎる人間は自分教の信者じゃないの？　あんただってそうよ！」

「何がだ！」

　小野寺は声を荒あらげた。

　本性である粗そ野やな口調が口をついて出た。

「言いがかりもたいがいにしろ、折原のえる！」

「正義を貫つらぬくためには、冤えん罪ざいを作り上げてもかまわないと言い切る。自分たちを認めない他者の存在を受け入れられないのは、他ほかならぬアンタじゃないのよ！　小野寺良一!!」

「社会には正義が必要だ!!」

「そんな正義の味方なんていらないわ!!」

　だん！　と両手で机を叩たたいて、のえるは言い切った。

「だいたいね、悪がいないと輝かがやけない正義の味方なんてね、社会の迷めい惑わくなのよ！」

「お前は悪だ！　折原のえる!!」

「かまわないわよ、あたしは悪でも」

　胸を張って、のえるは言った。

「わたしに正義なんか必要ない！　後こう悔かいしないことをするだけよ!!」

「ほざけ！　今の貴様がなにを言おうと、貴様に正義はないことに変わりはない！」




　　　　♣




　本部施し設せつの社員食堂では、

　ムガールがオスマンがザンジバルや手塚や足塚や首塚やサツキさんやフクダさんを始め、

　皆みなが追いつめられるのえるを歯がゆい顔で見守っていた。
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「なんでだ？　なんで、のえる様は言われっぱなしなんだ！」

「小野寺の言ってることなんて、デタラメじゃないか！」

「のえる様は、なんで小野寺の噓うそを否定しないんだ!?」

　そんな不満が口々から漏もれていた。

　オミが、つぶやいた。

「……アヤをかばってるんじゃないかな」

「まさか、裏切り者だぞ!?」

「そうだ、あんなヤツ、かばう義理がない！」

「信じろって言ってただろ。のえる様の愛は大きいんだ。誰だれよりも、誰よりも」

　すると、ケンが声をあげた。

「だからって、ここままじゃ小野寺にしてやられるだけじゃないか！」

「きっと、のえる様は僕たちの分まで、頑がん張ばってるんだよ」

「何!?」

　オミの言葉に、ケンは息を止めた。

「僕たちがアヤをもっと信じられていたら、こんなことにはならなかったんじゃないかな？」

「俺たちが……」

「そうだよ。アヤだって言えずにいた言葉があるはずなんだ。その声をちゃんと聞けていたら、アヤだって、小野寺の犠ぎ牲せいになることはなかったんじゃないかな？」

「助けに行こうぜ！」

　ケンが、口にした。

「俺も行く！」「僕も！」「ワシらもだ!!」

　みんなも声を上げた。

「今から、みんなでアヤを助けに行こう！」

「おう！」

　一同は嵐あらしのように食堂を飛び出した。

　が。

　イキオイよく開いた扉とびらの向こうには、みるからにヤクザな姿をした男たちが勢せい揃ぞろいしていた。

「誰だ、お前ら」

「通りがかりのただのジジイじゃよ」

「どけよ、じじい！」「俺たちは仲間を助けに行くんだ!!」

「静まれ────いっ！」

　花吹雪は目の前にいたケンを殴なぐり飛ばした。

　ジジイだけに、骨ばった拳こぶしは通常の三倍は強力だった。

「暴力で何かを解決できると思うでない！」

「あの～、そういうお父様は暴力をふるわれていると思うんですけどぉ……」

　花吹雪の背後で、さくらは困り笑いを浮うかべた。

「見ておれい。お前ら」

　言って、花吹雪は天てん井じようからぶら下げられたテレビを見上げた。

「黙だまって信じることも、勇気じゃぞ」

　──と。

「おい！　みんなテレビ見ろよ！」

　手塚が驚おどろきの声をあげた。

　カメラが映した新たなる人ひと影かげに、一同は驚いた。

　あらわれるはずのない人間が、そこにいたからだ。

　それは、アヤだった。

　野々子に伴ともなわれて、アヤはスタジオに現れた……。

　信じられない顔をしたのは、のえるもだ。

「アヤ……？」

「のえる……、わたしにも出来ることがあったよ」

「言わなくていい！　アヤは何も言わなくていい！」

　アヤは笑って首を振ふった。

「わたしがアンタの言うことなんか聞くと思った？」

　言って、アヤはカメラに向き直った。

（カメラの向こうには一億もの人がいる──）

　そう思うと、処しよ刑けい台だいにのぼるような心地ここちがした。

　今から自分が言おうとしているコトはそういう内容だ。

　緊きん張ちようで握にぎった手が汗あせばんでいた。

　心臓の鼓こ動どうが、信じられないぐらいに速い。

　けど、心には不思議と勇気が満ちていた。

　大切な人を守れるのなら、それ以外の全すべてを敵に回してもかまわない。

　自分の中には、いま、確かに守りたい人がいた。

　どんなことがあっても、自分を信じてくれる人。

　どんなにみすぼらしい姿になったとしても、変わらぬ笑顔を向けてくれる人。

　一生の友達になれる人。

　自分は、本当に大切だと思える人に出会うことが出来たのだ。

　そして、その人を守ることが出来るのだ。

　たとえそれが、逮たい捕ほという一生をフイにするかもしれない結果を導くような行動であったとしても、心にはいささかの迷いもためらいもなかった。

　一時期、教団の中で笑えるぐらいに流行はやった言葉──。

　自分に出来ることをするだけだった。

「みなさんにお話したいことがあります」

　アヤは口を開いた。

「わたしは本気で人を殺そうとしました──」

　それは小野寺と出会ってからの、彼とのやりとりをつづった、彼女の歴史だった。

　のえるとのことに関してもそうだ。

　総理の拉ら致ち事件も、大たい麻まの発見騒そう動どうも。

　自分が実行犯であることを認め、それが小野寺の指図であることをつまびらかにした。

　逮捕を覚かく悟ごした、一人の少女の叫さけびだった。

　胸を打たぬ者がいた。

「それが、どうかしたんですか？」

　おどけるように、小野寺は肩かたをすくめてみせた。

「深刻な顔をして何を言い出すかと思えば、ただのデタラメ証言ですか」

「噓うそじゃない！　すべてお前が命じた！　ぜんぶ本当のことだ！」

「公共の電波を使って噓を垂れ流されては困るね。名めい誉よ毀き損そんだ」

「いい加減なコトを言うな！」

「おいおい勘かん弁べんしてくれたまえよ。その女にいくら積まれたんだ？」

　と、小野寺は手にしたボールペンを投げ捨てるふりをして、のえるを見やった。

　カメラはそんな小野寺の視線を追っていた。

　のえるのアップが、テレビに映し出された。

「口からでまかせを言っているのはどっちでしょうかねえ。あなたに殺されかかった私ですか？　それともアナタですか？　証しよう拠こがなければどんなことだって言えるんですよ、どんなことでもね！」

　どん、と小野寺は書類を机に投げ出した。

「先日、東証二部に上場公開された、株式会社神様屋の株の売買記録です。折原総理、あなたは一連の出来事で五〇〇億円ものキャピタルゲインを得ていますねえ」

「その話は関係ない！」

　アヤは大声を上げて小野寺を遮さえぎろうとした。

「相手の声を強ごう引いんに封ふうじるというのは、自分の言論に自信のない証拠ですよ」

　ニヤリと、小野寺は笑った。

「で、総理。不正に得たお金のいくらを、彼女に渡わたしたんです？」

「────っ！」

　アヤは絶句した。

　小野寺の罠わなにかかっている自分を知った。

　自分はのえるの手助けをしにきたどころか、のえるの首を絞しめる手伝いをしてしまったのだ。

「それこそ自作自演というものでしょう」

「証拠があればいいのね」

　アナウンサー特有の、伸びのある声がして──、

　スタジオのスピーカーから、突とつ然ぜん、ハウリングの音が走った。

　ハウリングは一いつ瞬しゆんでおさまって、声がする。

　取材用のレコーダーで録音された会話のようだった。




『教えてやろう、もともと折原の拉致誘ゆう拐かい事件を仕し掛かけたのは私だ……』




　小野寺の顔色が変わった。

　さっきまでの勝ち誇ほこった顔は一瞬で消しよう滅めつし、恐おそれ怯おびえるような顔をしてスタジオを見回した。

　この会話を録音できる唯ゆい一いつの人間──宮添野々子を捜しているのだ。

　見つからない。

　小野寺は机の下にあるカフを降ろして、声が放送用のマイクに乗らぬようにすると、スタジオにだけ響ひびく声で叫んだ。

「止めろ！　誰だれがテープを流している!?　早く止めろ!!」

『止めません！　会長の指示です』

　小野寺のしているイヤホンから声がした。

　編集室にいるプロデューサーの声だった。

「何を言う！　鷺宮会長がそんな命令をするわけがないだろう！　会長が私を破滅させるはずがない！　会長！　聞こえますか会長！」

『……放送は続行するよ』

　その声は、明らかに鷺宮会長のものだった。

　スタジオから編集室は見えない。

　イヤホンから流れてくる声に、小野寺はすがりついた。

「止めてください！　鷺宮会長、放送を止めてください！」

『いいじゃないか、メディアを利用して噓をばらまいた悪質ジャーナリストの罪を暴あばく独どく占せん生なま中ちゆう継けいだ。視し聴ちよう率りつが期待できるぞ。お前が欲しかった視聴率だ』

「このままでは私が破滅です！」

『いいじゃないか。破滅すれば』

「……私を見捨てる気ですか！」

『我が局は進んで社内の罪を内部告発するというコンセプトだ。どうだ、美しいだろう』

「ふざけるな！　私はお前の生け贄にえになるためにここにいるわけじゃない！」

『知ったことか』

　鷺宮は言った。

『この勝負は折原のえるの勝ちだ』

「勝ったのは私だ！　アイツは私の言葉に有用な反論が出来なかった!!」

『だからこそ、そんな彼女を守るために、動く者がいたのだろう』

「…………！」

　反論も出来ず、小野寺は息を吞のみ込んだ。

『お前の部下に、自分の人生が終わってもお前を守りたいと思う人間が一人でもいるのか？』

「う……うう」

　小野寺の口から、唸うなるような声が漏もれた。

『わたしとて、そのような部下がいるかどうか。しかし折原のえるにはいる。その差だ』

「だから私を見捨てるのですか！」

『勝者には素す直なおに頭こうべを垂れるのがわたしの処世術でね」

「この……風かざ見み鶏どりが！」

　イヤホンの向こうから小こ馬ば鹿かにするような笑い声が聞こえた。

　風見鶏とは、小野寺がむしろみずからの嗅きゆう覚かくの鋭するどさの証拠だと、誇りにしていた悪名だったからだ。

『なあに、そうがっかりすることはない。今夜の視聴率は５ｃｈに勝てる。お前には会長賞をやろう。お前が喉のどから手が出るほど欲しがった、な』

「…………っ！」

　テレビの前に、その会話は流れてこない。

　カフが降ろされているので、ただ、映像を流し続けただけだ。

　ただ、カメラの前で、

　血相を変え、狼ろう狽ばいし、真っ白な顔となり、愕がく然ぜんと打ちひしがれる小野寺の姿を、電波は淡たん々たんと放映し続けた。

　その声は電波に乗って全国に放映された。

　警察が現れ、小野寺を連行する。

　刑けい事じの一人が、アヤに手て錠じようをかけようとした。

「やめて！　アヤは関係ない！」

　総理の一言に、刑事はアヤから手を離はなした。

　しかし、アヤは刑事に両手を差し出した。

「いいの、のえる」

　アヤは首を一回左右に振ふって、のえるを見つめた。

「したことの報いは受けるべきなのよ。わたしはそう思う」

「でも……！」

「だって、逮たい捕ほされても、のえるはわたしと友達でいてくれるでしょ？」

「もちろんだよ」

「だから、いいの」

　そう言って、彼女は手錠をかけられた。

　最後に、アヤはにっこりと笑って、のえるに言った。

「ありがとう」

























「のえる──────────────っ！」

　顔という顔を真っ青にしながら健太が駆かけ込んできたのは、放送もすっかり終わってしまったあとだった。

「あら、健ちゃん、どうしたの？　今にも死にそうな顔して」

「のえるが逮たい捕ほされかかってたんだから、真っ青にもなるよ!!」

「それを無む駄だな気苦労って言うのよねえ～」

　のえるはけらけらと笑いながら、ご苦労さん、と手を振ふった。

「あ～、もう嫌いやだ～～～～～～～～～～～～～～～っ！」

　健太は頭を抱かかえると、スタジオの床ゆかをごろごろと転げ回った。

　のえるは健太に悪いと思いながらも、自分のことを心配してくれる健太の心根が嬉うれしくて、くすくすと笑った。

　健太はますます自分が馬ば鹿かにされていると思いこんだ。

「────ん？」

　のえるは、スタジオの隅すみに野々子が立っているのを見つけた。

　駆け寄って、訊たずねる。

「ありがとう、テープを流してくれたのはあなたでしょ？」

「いえ、あたしは……」

　野々子は恥はずかしがるように両手を振った。

　彼女の中にはまだ割り切れぬ思いがあった。

　アヤを救ったことにも、のえるを救ったことも間ま違ちがっているとは思わない。

　クビになることにも後こう悔かいはない。

　けれど、これほどの事件になれば番組スタッフは総入れ替かえになる。何人かは仕事を失い、路頭に迷うはめになるだろう。

　善よかれと思ってした行動が、悪い結果を伴ともなうこともある。

　すっきりした答えなど出ない。

　正義の苦さを、野々子は嚙かみしめていた。

「お礼をしなくちゃね、何がいい？」

　のえるに言われて、野々子は我に返った。

　ちょっと迷って──、決める。

「インタビューさせてください」

「いいわよ、いつがいい？　明日？　あさって？」

「私が、自分の言葉を見つけられたときに」







　家路についたタクシーの中で、健太は深い息を吐はいた。

「のえるがなにか始めると、結局、最後はとんでもないことになっちゃうんだよなぁ……」

　しみじみとつぶやいて、窓の外を見た。

　夜の東京は、星が降ってきたように光で満ちている。

　おそらく地球上の中で、もっとも繁はん栄えいした街の一つだろう。

「神さまっているのかなあ？」

「いるんじゃない？」

　のえるは言った。

「人間の作ったものだから、それはやっぱりいるのよ」

「神さまが？」

「だって、お札だって、ただの紙切れだけど、みんなが価値があるって信しん仰こうしてるから、一〇〇〇円なり、一〇〇〇〇円の価値が生まれるわけでしょ？　神さまだって似たようなものよ」

　あっけらかんと、のえるはうなずいた。

「それはけっこう極きよく端たんな譬たとえ話だと思うけど……」

「誰だれだって、信じてるものがあれば、それが神さまなのよ。お寺や教会じゃなくたって」

「……つまり、のえるには必要のないものだってことだね」

「あら、そうとも言い切れないわよ」

「のえるは自分が神さまだって言いたいんだろ？」

「違うんだなあ」

　にやにやとのえるは得意げな笑えみを浮うかべた。

「どんなときでも、あたしが信じてられるものが一つだけあるの」

「なに？」

「それは健ちゃんの愛なのだ～！」

　言って、のえるは健太にのしかかった。

「うあっ」

　狭せまいタクシーである。

　逃のがれようにも健太は窓ガラスに頭をうって、のえるに抱だきつかれるがままだった。

　ちゅ。

　ほっぺたにのえるの唇くちびるの感かん触しよく。

　それはとびきり柔やわらかくて、温かい、天使のキスだった。












　わたしは武器になりたくない。

　人を貫つらぬき、冷たい身体からだへと変えてしまう鋼鉄の銃じゆう弾だんよりも、

　どこまでも広がる空になりたい、この星を包む海になりたい、命を育はぐくむ土になりたい。

　すべてを分け隔へだてなく照らす太陽になりたい。

　わたしは愛になりたい。

　小さな違いなんて吹ふき飛ばす、でたらめに大きな愛のカタマリになりたい。




　わたしはいま、鑑かん別べつ所しよにいます。

　時間を見つけては図書室に通って、本を読んでいます。

　本の中にある、いろんな人の人生に触ふれて、新しい人生について考えます。

　逮たい捕ほされたのはこれで二度目ですが、昔と違うところが一つだけあります。

　今のわたしは絶望していません。

　白い壁かべに隔てられていても、みんなとのつながりを感じています。

　ケン、オミ、教団のみんな。

　そして、のえる。

　あなたの太陽のような愛を、感じています。




　わたしは元気です。




　もし、いつかどこかで、わたしみたいな子に出会ったら、

　わたしはその子を許すでしょう。

　どんなところにいても、たとえ悪いことをしていても、

　許して、許して、ひとりぼっちじゃないってことを教えてあげるでしょう。

　言葉じゃなく、肌はだでしか、気持ちを伝えられないその子のために。

　そして、いつかその子が笑顔を見せたときに、わたしはきっと癒いやされるでしょう。

　生まれてよかった、と思えることでしょう。

　いつになったらその日が来るのか分からないけれど、

　かならずそう思える日が来ると、わたしは確信しています。




　のえる、

　あなたはわたしの太陽です。














　あとがき？




　お待たせしました！

　でもまだ本編、書き終わっていないんですけど!!

　編集さん、校正さん、印刷屋さん、もろもろみなさまお待たせしております……、もうすぐ、もうすぐ本編も完成の予定です。アヤはいったいどうなっちゃうのかな……？　書いてるわたしも予想がつかない……。

「まだ、そんな段階なのかよ!?」

　はっ、編集さんの声が聞こえたような。もしかしてこれは幻げん聴ちよう？

「マボロシでもいいから、俺は完成原げん稿こうを見たいよ！」

　すいませんすいません、わたしはこの一年何をやっていたんでしょうか。

「俺が知りたいよ！」

　特に大病を患わずらったとか、精神的に煮に詰つまっていたとか、そういう仕方のない事情があるわけじゃあないんですよ。

「ないのかよ」

　何も考えずに「やりますやります」って仕事を引き受けていたら、小説以外の仕事で首が回らなくなってしまっていただけという。

「ばか────────────────────っ！」

　こういう時、悪の黒幕がいたら楽ですよね、ソイツのせいに出来て。

「お前が元気なのはよ～く分かったから、はよ原稿書け、さっさとさっさと」

　この本が出ているということは、無事に本も完成しているということなので、わたしは何も心配しておりません。

「しろよ～～～～～～～～～～～～～～～～～っ！」

　ていうか、書き終えてもない本のあとがきなんて、無茶苦茶だと思いませんか？

「そうだよ！　ムチャクチャだよ！　こんなアクロバティックな入稿初めてだよ！」

　難波江宏隆、三四歳、編集としての経験をまた一つ積んだ男。子供が二人。

「あきら～！　くるみ～！　お父さんは頑がん張ばってるからな～～～～～～～～～～!!」

　そういえば、ホームページにこんなメールが届いてたんですよ。




『サジはなげられた！』読みました。先生と編集さんの会話が、まるでのえると健太のやりとりみたいで、とっても面おも白しろかったです。




　面白かったそうですよ。よかったですね。

「健太～！　健太～！　お前ってホント大変なんだなぁ～（涙）」

　ああ、泣いちゃった……。

　そうだ、気分を変えて、ザ・スニーカーで連れん載さい中の新作の宣伝でもしませんか？

「それだ！　本格アクションファンタジー『ドラゴンクルス』絶好調連載中です!!」

　バトルやシリアスな展開もあるけれど、つっこんだりボケたりしながら話が進んでいくってトコロはのえると同じだよ。

「もうすぐ刊行だから、よろしくね!!」

　みなさま、新シリーズ『ドラゴンクルス』もよろしくお願いいたします。

「俺はお前に言ってるんだよ」

　え、どうしてですか？

「お前が原稿書かなきゃ、本出ないだろ～～～～～～～～～～～～～～～～！」

　そ……それはハラハラドキドキ、予断を許さない話ですね。

「噓うそでもいいから、俺を安心させてくれよ!!」

　まかせてください、締しめ切りには間に合わせます（どん、と胸を叩たたく）。

「うわ～、ぜんぜん信用できね～～～～！」

　ではでは、のえるもまだまだ続きますので、近いうちにお会いしましょう。

　次巻は……一四歳のアメリカ大統領が出るみたいですよ。
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総そう理り大だい臣じんのえる！




神かみ様さまだよ、全ぜん員いん集しゆう合ごう！








あすか正しよう太た
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